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「……まいったな」

　溜ため息いきまじりに呟つぶやいて、少年は途方に暮れる。

　どうしてこうなったのかと自問しながらブレザーの襟を正すと、ネクタイを締め直し、泰然とした物腰とは裏腹な──鋭い眼めで、周囲を見回した。

　広大な草原。彼方かなたには鬱うつ蒼そうとした森があり、脛すねの辺りまで生い茂った緑が風に吹かれて揺れている。生なま温ぬるい微風に運ばれ、濃い血臭が鼻先をくすぐった。

「ギャギャ！」

　ふいに背後で耳障りな鳴き声があがる。

　瞬間、思考するより速く身体からだが反応し、振り向きざまに薙ながれた黒いコンバットブーツの踵かかとが襲撃者の首筋に叩たたき込こまれた。

　骨がへし折れる音。断末魔の叫びと共に吹っ飛ばされた矮わい躯くが地面を転がり、小刻みな痙けい攣れんを繰り返す。そして、今度こそ完全に動かなくなった。

「殺やり損ねていた……か」

　足を下ろしてぼそりとぼやく。やはり、少なからず狼ろう狽ばいしているのだろうか。




　見知らぬ世界で、見知らぬ生物──深緑色の肌をした小鬼の魔獣《ゴブリン》との戦闘を強いられている状況に。




「…………」

　顔をしかめて押し黙る少年の周りには、今しがた屠ほふられたものを含めて全部で六匹──物言わぬゴブリンの骸むくろと、奴やつらが手にしていた武器が転がっている。

　小剣、手て斧おの、鉈なた、棍こん棒ぼう、矢。物々しい凶器にはべっとりと血や肉片が付着していたが、少年が身に纏まとう衣服は綺き麗れいで、返り血すらも浴びてはいない。

　ただ、それでも呼吸は乱れ、心臓が早鐘を打っていた。この程度の運動で悲鳴をあげる肉体の状態もまた、隠しきれない動揺の顕あらわれだろう。

　或あるいは──

「お、おいっ！」

　──と。たたずむ少年の背に、ぶっきらぼうな声がかかった。

　振り返る。肩の辺りで切きり揃そろえられた赤茶の髪に同色の双そう眸ぼう、日本人とは異なる顔立ちの女性が真っ白い頬ほおを上気させ、訊きいてきた。

「あんた……一体、何者なんだ？」
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「ん──」

　ゴブリンが取り落としたものか、彼女の手には血ち塗まみれの小剣が握られている。

　戦いの趨すう勢せいを見て、不利ならば加勢しようとしてくれたのだろう。

　お互い同じ『災難ゲーム』に巻き込まれただけの他人同士だが、そんな相手を見捨てて逃げるのではなく救おうとする女性の行動には好感を覚えた。

　だから、応える。

「凪なぎ平ひら凌りよう真ま」

　二人の間を血ち腥なまぐさい風が吹き抜け、ざわざわという草擦れの音を奏でた。

　天に輝く二つの陽ひから注ぐ光の眩まぶしさに瞳を細め、

「ごく普通の高校生だ」

「コ、コウコウセイ……普通の？」

　堂々と告げられた少年の素す性じように、女性が眉をひそめた。目を伏せ、しばし何事かを考え込むようにした後、

「いや」

　再び少年を見つめ返すと、真顔のままツッコミを入れてくる。




「あんた、絶対『普通』じゃないだろ」
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　凪平凌真は平凡な公立高校に通う、普通の高校生である。

　そんな凌真は現在、フォーマルな黒いスーツに身を包み、都内某所の超高級ホテル──その最上階に位置するスイートルームで、黒々とした拳銃を向けられていた。

「う、動くな！」

　グロック17。軽量なプラスチックを素そ材ざいとして作られており、素人しろうとでも扱いやすい自動拳銃だ。人差し指がトリガーにかけられ、いつでも撃てる状態にある。

　しかし、わざわざ『動くな』と警告してきた以上、即座に発砲してくることはまずないだろう。だから凌真は命じられた通り動かず、冷静に相手の出方を窺うかがった。

　白いバスローブを羽織る、四十代前半くらいの男性。男の表情は緊張によって強こわ張ばり、グリップを握る手がわなないている。

「……小僧。貴様、何者……誰の差し金だ？」

　右手の震えを押さえ込むように左手を添えながら、男が問いかけてきた。それに凌真は応えない。すると男が苛いら立だたしげに舌打ちし、声を荒らげる。

「答えろ！」

「聞いてどうする？　意味なんてないだろう……俺だって、あんたのことはほとんど何も知らないんだからな」

「し、知らない……だと？　とぼけるんじゃねぇ！」

「別にとぼけてなどいない」

　凌りよう真まは男の素す性じようはおろか年齢や名前といった基本的なプロフィールすら、まったく把握していなかった。理由は簡単。不要だからだ。

　情報は大事だが、この世界では時として『知る』という行為自体が良からぬ結果を招く場合もある。

　凌真の傍かたわら、首の骨をへし折られて息絶え、転がっている女性のように。

「俺に与えられている情報は一つだけ」

　自分が殺した女の死体を尻目に、淡々と言葉を紡ぐ。

　彼我の距離は約五メートル。入口付近でたたずむ凌真と部屋の中央、ソファの前で立ちあがっている男の間に大した障害はない。

「今夜、この場所に泊まる男あんたが──」

　揺れる男の双そう眸ぼうを見据えて言いながら銃口に意識を定め、床を踏むコンバットブーツにさり気なく力を込めた。




「──『標的』だってこと」




　告げると同時に、床を蹴る。そのまま一気に距離を詰め、標的である男へ迫った。

「……っ!?」

　男が慌てて銃口を向け直し、発砲するが、急激な動きについていくことができず、撃ち放たれた弾丸はひるがえったジャケットの裾を掠かすめるだけに終わってしまう。

　そしてカーペットが銃弾を受け、抉えぐられたとき──凌真は既に肉薄を終え、捉えた男の頸けい骨こつを背後から、ごきりと捻ひねり折っていた。掴つかんだ顎の先端を耳の方へ持っていくようにしながら、一瞬で。

　断末魔の叫びをあげることすらできず絶えた男の手から拳銃が滑り落ち、バスローブに包まれた身体からだが弛し緩かんする。凌真が絡めた腕をほどくと、男はその場にくずおれて弱々しく痙けい攣れんし、やがて動きを止めた。

「……。よし」

　凌真は慣れた手つきで男の死体を確認しつつ、倒れ伏している女性を見やる。

　男と同じホテルのバスローブを身に纏まとう彼女は男の愛人であり、こちら側の『協力者』だった。あらかじめ内通していた彼女がルームサービスを頼むように見せかけてから鍵を開け、凌真を部屋へ侵入させたのだ。

　それで女性の役目は終わり、口封じのため始末される──はずだったのだが。

　女性は凌りよう真まを招き入れるなり隠し持っていた暗器ナイフを取り出し、襲いかかってきた。

　恐らくは同業者、身のこなしや刃物の扱い方からしてかなりの手て練だれだ。

　腕に自信があったからこそ、表面上は内通したように思わせ、送り込まれてきた刺客を返り討ちにする算段か。

　まぁ実際、返り討ちに遭ったのは彼女の方だったわけだが、愛人が用心棒を兼ねているという情報は一切伝えられていなかったため、少し驚いてしまった。

　女性の近くに転がっている髑どく髏ろの意匠が施されたナイフを一いち瞥べつし、その刃やいばが危うく掠かすりかけた首筋を撫なでながら、凌真はスマートフォンで連絡を取る。

「もしもし。こちら《抹殺者プレイヤー》Ｒ……」

　通話はすぐに繋つながった。

「任務完了。数は二だ。以上」

　仕事が無事に終わったことと死体の数を短く告げ、切る。ここから先は《抹消者イレイザー》──一連の痕跡を消し、後始末をする者の出番だ。

　後は、ただ『帰る』のみ。

　凌真は最後に部屋を見回すと、入口とは逆方向へ歩きはじめた。窓を開け、バルコニーからしばし、遥はるか眼がん下かに広がる煌こう々こうとした夜の街を眺める。

　そして柵に手をかけながらおもむろに身を乗り出すと、階下の様子を確認し、直後──ひょいっと柵を跳び越えた。

　ホテル最上階の二十三階、地上百メートル以上の高さから、なんのためらいもなく。

「……っ！」

　強風で髪とジャケットが煽あおられ、重力に引かれた身体からだが墜おちる。このままアスファルトに叩たたきつけられてしまえば、即死は免れないだろう。

　だが刹那、黒い革手袋に包まれた両手が数階下にあるバルコニーの柵を掴つかみ、加速する落下速度をゼロに戻した。

　それから再び手を放し、重力に身を任せて落下。一連の動作を反復することにより下へ下へと降りていく。

　ほどなく一分と経たたぬ間に、コンバットブーツの分厚い靴底が地面を踏みしめていた。

　ホテルの内部を通っていくよりも、こちらの方が手っ取り早いのだ。

「……さて。帰るか」

　風で乱れた髪を整え、スーツの襟を正しながら呟つぶやく凌真。その身体には傷一つない。

『仕事』の前と変わらぬ姿、何食わぬ態度と表情で歩き出し、宵闇の中へ溶け込むように消えていく。

　凪なぎ平ひら凌真は平凡な公立高校に通う、普通の高校生である。

　ただし、表ではなく裏社会──血と暴力が支配する影の世界においては、その限りではない。
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　こうして予定通りに仕事を終えた凌りよう真まは、ホテルから程近い路肩に停とめられた黒塗りの車に乗り込み、

「よぉ。お疲れ」

　その後部座席で自分を待っていた想定外の人物に、意表を突かれた。仕事中も眠たげに降りかかっていた瞼まぶたが持ちあがり、わずかに見開かれる。

「……竜りゆう玄げんさん？」

　眉をひそめて隣に座り、尋ねた。

「なぜ、あなたがここに？」

「なぜ？　ハッ、別に大した理由じゃねぇよ。労ねぎらいに来ただけだ。おめぇの『飼い主』として、たまにゃあ面見せねぇとだからなぁ」

　訝いぶかしむ凌真に対し、黒い和装に身を包んだ白髪の老人──黒くろ天あま城ぎ竜玄はそう答えると、牙のような鋭い八重歯を覗のぞかせて快活に笑む。

　しわだらけの顔をくしゃりと歪ゆがめた笑顔は人懐っこく、親しみに満みち溢あふれたものだが、彼の素す性じようと本性を知る凌真の緊張は微み塵じんも解けなかった。

「……。そうですか」

　運転手がアクセルを踏み、車がゆっくりと走り出す。革手袋を脱ぐ凌真の横で、竜玄が独りごちるように問いかけてきた。

「今回の標的も、無事片づけられたみてぇだな？」

「はい。予定通りに……つつがなく」

「つつがなく。ハッ、大したもんだ──《毒どく蠍さそり》が相手ならおめぇもちぃとは苦戦して、愉たのしめると踏んでたんだがなぁ。読み違えたぜ」

　竜玄が口にした《毒蠍》とは、恐らく標的の傍そばにいた女のことだろう。異名からして、毒使い。刃やいばに毒でも塗られていたのかもしれない。髑どく髏ろの意匠が施された怪しいナイフを思い出しながら、凌真は嘆息をこぼした。

「やはり、わざと教えなかったんですね。あの女の情報を」

「ああ。その方が、おめぇも殺やり応えあんだろ？　教えたとこでどの道、成功率は変わらねぇしな。部下想おもいな俺からの、サプライズプレゼントってやつよ」

「部下想い……」

「ああ？　何か、言いてぇことでもあんのか」

「いえ、別に」

　窓の外を流れる街の景色に目を向けたまま、凌りよう真まは続ける。

「強いて言うなら『ありがとうございます』でしょうか……苦戦こそしませんでしたが、多少なりとも驚きはしたので」

「クク、そりゃあ良かった。ならサプライズは成功だなぁ」

　凌真の言葉を聞いた竜りゆう玄げんが上機嫌に微わ笑らい、クツクツと喉を鳴らした。

　部下想おもいだのプレゼントだの嘯うそぶきながら、その実、愉たのしんでいるのは竜玄自身なのではなかろうか──と思うが、口には出さない。

　凌真の仕事は定められた標的を消すことであり、主あるじの腹を探ることではないからだ。

　閉口し、退屈そうな眼まな差ざしで景色を眺め続ける凌真。その横顔を注視して、竜玄が瞳を細める。

「殊勝だな。おめぇは本当によくできた狗いぬ……最高の《調整者バランサー》だぜ」

　──調整者バランサー。それは凌真がこの世界、裏社会で与えられている役割だった。

　ある特定の人物ないしは組織を排除することで、裏社会ひいては表社会の平和と均衡を保つ者たち。無論、単なる『殺し屋』ではない。

　標的は裏社会に関わる存も在ののみ。言うなれば『殺し屋殺し』だ。

「おめぇみてぇな男なら、娘を嫁にやってもいいな？」

　と、ふいに竜玄が声色を変え、にやにやと微笑ほほえんだまま、急な話を振ってくる。凌真は窓から視線を外し、竜玄の目を見返して答えた。

「遠慮させてもらいます。俺にはもったいない、ですよ」

「ああ。だろうな」

　竜玄が仮面じみた笑みを消し去る。

「くださいなんて応えやがったら、ぶち殺してた」

「…………」

「冗談だ」

「どっちがですか……」

　八重歯を剥むいて破顔しながらも、相変わらず瞳が笑っていない。仕事中よりもよっぽど緊迫感のある状況だった。

　ただ、一方で──殺やれるものなら殺ってみてもらいたいものだ、とも思うが。

「さぁ、どっちだろうなぁ？　ククク」

　そんな凌真の胸中を知ってか知らずか。竜玄は不穏な気配を緩めると、

「まぁいいさ。俺がおめぇに任せた、新しい仕事……もう一つの『重大な任務』は、まだ終わっちゃいねぇんだ。今日こうやって会いに来たのも、実はそっちが本命なんだよ」

　身を乗り出して凌真の顔を覗のぞき込こみ、反応を愉しむように言う。

「さすがのおめぇも『あれ』の相手は大変だろう？　だが、失敗は許さねぇ……しっかりやれよ、凪なぎ平ひら凌りよう真ま」
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　竜りゆう玄げんが寄よ越こした車で自宅マンションへと戻り、三時間ほど睡眠を取った後。

　アラームもなくいつも通りの時刻に目覚めた凌真は立派なアイランドキッチンに立ち、朝食の準備をしていた。

　週はじまりの月曜日。今朝の献立は雑穀ご飯、豆腐と春野菜の味み噌そ汁しる、卵焼き、納豆、余り物のきんぴらごぼう……和食の基本、一汁三菜である。

「──ふっ。我ながら、完璧な出来映えだ」

　味噌汁の塩みを微調整し、デザートとして用意した旬の果物、メロンをカットし終えると、各料理を器に盛りつけ、食卓へ。手早く並べ、掛け時計を見た。

　朝六時前。時間通りの予定通りだ。

「ここまでは良し……ただ、ここからが難しい」

　チェック模様の可愛かわいらしいエプロンを身に着けたまま、おたまと中華鍋を手にリビングを出て、目的の場所へと向かう。タイムリミットは料理が冷めてしまうまで。

　ミッションは──

「起きろ！」

　ドアをぶち開けると同時に叫び、ずかずかと踏み込んだ。締めきられているカーテンを開け、明るくなった室内を見回す。

　広さ十畳の寝室。白とピンクが基調の部屋は綺き麗れいに整頓されていながらも、所々に読みかけの本や脱いだ服、ぬいぐるみなどの雑貨が散らばっていた。

（一昨日おととい、片づけたばかりなのに……もうこの有様か）

　嘆息しつつ、部屋の片隅に置かれたベッドへと近づいていく。こんもりと盛りあがった掛け布団を見下ろして立ち、

「朝だ。おい、起きろ」

　がんがんがんがん。手にしたおたまと中華鍋を激しく打ち鳴らし、けたたましく耳障りな金属音を部屋中に鳴り響かせた。

「う、ううう……」

　人の形に盛りあがっている布団がもぞもぞ蠢うごめき、呻うめき声ごえを発する。

「……やだぁ。あと五分──」

「認めない。朝食が冷める。起きろ。今すぐ」

「……。すぅ」

　この騒音の中で眠るか。睡眠への執着心には驚嘆するが、依頼主からは日々『健やかな生活』を送らせるよう命じられているため、容赦はしない。二度寝は不健全なのだ。

　凌りよう真まは手にした調理器具を足元に置くと、安らかな寝息が漏れ聞こえてくる掛け布団に手をかけ、一気にまくりあげた。

「……っ!?」

　次の瞬間、飛び込んできた思わぬ光景に動きを止める。

　ベッドの上で横向きになり、長い睫まつ毛げが生はえ揃そろった瞼まぶたを閉じて眠っている人形のごとき美少女。歳としは凌真と同じ十五、ミディアムロングの艶つややかな黒髪が白いシーツに広がっていた──と、それはいい。

　問題は、彼女が『全裸』であることだ。

　下着すら身に纏まとっておらず、ベッドシーツより白いミルクのような素す肌はだが惜しげもなく晒さらされていた。際どい部分はかろうじて腕や脚により隠されてはいるが、ほんの少しでも体勢を変えたり寝返りを打ったりすれば危うい。

　特に豊かな胸元などはもはやほとんど隠しきれていない上、腕とベッドの間に挟まれて柔らかく潰れ、卑ひ猥わいな形にひしゃげさせられていた。

　胸があるのにしっかりとくびれているウエストや程良くむっちりとした太ももなども、男にとっては目の毒だろう。
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「おやおやぁ？　何をじっくり眺めちゃってるのかなぁ、凌りよう真まぁ？」

　──と。ふいに甘く間延びした意地悪な声がかけられ、視線を下半身から上へ移せば、ぱっちり開いた大きな黒い瞳と目が合う。薄朱色の唇が笑みの形に歪ゆがめられていた。

「……なるほど。寝たふりだったのか」

　呆あきれ、眉をひそめる。

「意図はまったく不明だが。全裸なのは暑かったから？」

「いいや？　単純に『君を驚かせてみたかったから』だよ、凌真。お仕事ご苦労さまと、いたわってあげる意味合いもある」

「いたわる……裸で、か？」

「うん、裸で。エッチだろ」

　少女がにんまり笑みを深めて、鋭い八重歯を覗のぞかせた。胸を隠す手でいやらしく乳房を歪ませ、内ももを擦こすり合わせるように動かす。

「…………」

　凌真は無言。表情一つ変えないが、眼まな差ざしは相手の裸身へ注がれていた。凌真の視線を感じてか、少女がくすぐったそうに身じろぎをした。

「ふふっ。君も結局、男の子だからねぇ。涼しい顔をしてるけど、エプロンの下は元気に反応していたりして──」

「塔とう子こ」

　制するように名を呼ばれ、少女がエプロンの裾に伸ばしかけた手を止める。凌真は溜ため息いきを吐つき、陽光を弾はじき返かえして輝く乳白色の肌から視線を外した。

「……朝食だ。冷める前に来い」

　短く告げると、足元に転がっている調理器具を拾いあげ、踵きびすを返す。塔子が「えー」と不満げな声を漏らした。腕で胸元を隠しながら起きあがり、唇を尖とがらせる。

「ご飯の前に、私を食べたくなっちゃったりは──」

「ならないが」

「即答!?　がーん、超ショック……朝食だけに。ちょう、しょっく！」

「…………」

「無視!?　冷たい！　凌真が冷たいよ！」

　騒ぐ塔子をベッドに残して、歩きはじめた。これ以上は相手をしても無駄だと判断し、速やかに部屋を出る。去り際、

「ああ、そうだ。塔子」

「……。何さ？」

　すっかりふてくされている塔子に一いち瞥べつをやり、おたまをビシッと突きつけた。

「春先とはいえ、まだ夜中は冷える。風邪を引いたりしないよう、就寝時には服を着ろ」

「うるさいな!?　言われなくても着るよ、もぉ……からかいがいのない男だね！」

「からかいがいがなくて結構。理解したなら自重してくれ。その方が、俺の心もいたわられると思うぞ？」

　やれやれと首を振り、ドアを閉めきる。そうして塔とう子この姿が見えなくなると、ようやく肩の力を抜いた。凌りよう真まとて思春期の男子だ。塔子のような美少女からの誘惑に、何も反応しないと言えば嘘うそになる。しかし、

「……仕事だからな」

　リビングへ戻りながら呟つぶやき、苦笑した。

「その『対象』に、手を出すわけにもいかないだろう。それに、俺には──」

　刹那、脳裏に塔子とは違う少女の姿が浮かびかけるが、すぐに打ち消す。

　今の凌真に与えられている最も重大な任務は彼女、黒くろ天あま城ぎ塔子の世話と身辺警護。凌真の主人、黒天城竜りゆう玄げんが溺愛している愛まな娘むすめの付き人なのだ。
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「ミッション失敗……」

　すっかり温ぬるくなってしまった味み噌そ汁しるをすすり、げんなりとする。

　凌真の正面、素すっ裸から凌真と同じ学校の制服姿──グレーのブレザーに赤いリボンがあしらわれたブラウス、チェック模様のプリーツスカートに着替え、身だしなみを完璧に整えた塔子が、満足げに鼻を鳴らした。

「ざまぁみろだね。私の誘いを無む下げにするから、こうなるのさ」

「…………」

「また無視!?　ほんと冷たいな！」

　無言で味噌汁を飲む凌真にわめき、塔子が頬ほおを膨らます。

　丁寧にブラッシングされた濡ぬれ羽ば色いろの髪には寝癖などなく、細かな編み込みを加えながらハーフアップにまとめあげられていた。いつもは寝ぼけ眼まなこで朝食を摂とってから、身支度をしているのだが──

「まぁ猫舌の私としては、熱いのよりも冷めてる方が好みだけどね？　君へのささやかな報復として、食事の前にわざとゆっくり時間をかけて身支度をしたわけではないよ？」

「……。そうか」

　妙なところで負けず嫌いな塔子に嘆息し、冷めたご飯を口へと運ぶ。時刻は現在、七時過ぎ。テレビでは、アナウンサーの女性が朝のニュースを読みあげていた。

　その中に、昨晩ホテルで男性が殺害された、或あるいは行方不明になっているという事件の報道はない。表の世界は今日も変わらず平穏だ。

「そういえば、昨日お父様に会ったぞ？　仕事先から戻る車内で、少しだけだが」

　食事の最中、ふと思い出したように報告をする。塔とう子この箸がピタリと止まり、父親譲りの鋭い双そう眸ぼうが細められた。

「……父様が？　ふぅん、珍しいねぇ。毎日お忙しいだろうに」

　塔子の父親、黒くろ天あま城ぎ竜りゆう玄げんは二百年以上の史を持つ旧家の長おさであり、貿易事業や戦時中の軍需産業、重化学工業などで巨万の富を築いた企業グループ《黒天城グループ》の会長である。黒天城グループの規模は巨大で、関連企業を含めると優に三桁を超える会社が存在しているが、竜玄はそれら全ての頂きに立ち、齢よわい七十を超えて尚なお、グループ全体の実権を掌しよう握あくし続けていた。

　その影響力は凄すさまじく、表社会のみならず裏社会においてすら、竜玄に歯向かう人間や組織はほとんど存在しない。存在しても消されてしまう。

　昨夜のように──

「どんな話をしたんだい？」

　そんな恐るべき怪老の実娘、塔子が納豆を掻かき混まぜながら問いかけてきた。凌りよう真まは竜玄とのやり取りを思い返し、答える。

「基本的には仕事の話だ。軽い近況報告と、お前について色々訊きかれた」

「……色々って、例えば？」

「悪いが、それは尋ねられても教えないよう厳命されている。知られることで、好感度が下がるのを危き惧ぐしたんだろうな」

「好感度が下がるような質問ってなんだよ!?　ていうか、君は答えたのかい？」

「当然だ。命令ならば、逆らえん……化粧の濃さや穿はいているスカートの長さ、所有している下着のサイズ・色・種類まで。洗いざらい吐かされてしまった」

「あのクソジジイ！」

　塔子がご飯に納豆をかけ、空っぽになった器を叩たたきつけるように置いて怒鳴った。

「……行儀が悪いぞ、お嬢様」

　たしなめる凌真に「うるさい！」と吐き捨てて、塔子が納豆ご飯を勢い良く掻かき込こむ。頬ほおをぱんぱんにして咀そ嚼しやくし、呑のみ込こんでから、

「はぁ。父様の親馬鹿っぷりには辟へき易えきするよ、まったく……」

　と、愚痴る。塔子は黒天城家の長女だ。長らく男子ばかりを授かり続けた竜玄にとっては待望の女児であり、蝶ちようよ花はなよと大事に育てられてきた。

　愛まな娘むすめに対する竜玄の願いは一つ。裏社会とは関わらず、表社会で平和に過ごしてもらいたい──というものである。だから、塔子は『裏』の世界を知らない。

　黒天城グループが輝かしい業績の陰でどれだけ多くの犠牲を払い、積みあげられた屍しかばねの上に黒い栄光を築きあげてきたのか。

　高校進学と同時、塔とう子こにつけられた同い年のボディーガードが、お守りの合間を縫ってどんな仕事に手を染めているのか。

　知らぬまま、光に満ちた『表』の世界を生きている。

　それが果たして幸せなのかどうかは、陽ひの当たらない影の世界で生まれ育った凌りよう真まにはわからない。ただ、

「……まぁ、いっか。父様はアレだけど、父様が寄よ越こしてくれた『お世話係くん』は中々に優秀だからね。こんなにも美お味いしいご飯が毎日食べられる私は、幸せ者さ」

　凌真が作った甘い味つけの卵焼きを頬ほお張ばり、塔子が相好を崩した。

「……。そうか」

　その屈託のなさを眺めて、凌真は思う。

　きっと彼女のような人間が笑顔でい続けられるためにこそ、自分や竜りゆう玄げんのような存在はいるのだ。
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　朝八時。いつもの時間に塔子とマンションを出て、最寄り駅から電車に乗った。

　凌真たちが通う梢しよう蔭いん高校は、ごく一般的な公立高校だ。

　東京近郊、程良く都会で程良く田舎な街中にあり、偏差値は中の上。特徴らしい特徴はなく、強いて言うなら女子の制服が可愛かわいいと評判なこと、髪型や服装の規定が緩く自由な校風を謳うたっていることくらいだろうか。

　お世辞にも黒くろ天あま城ぎのご令嬢が通うのにふさわしい学校とは言えないのだが、その平凡さこそ、塔子が求めるものらしい。

　中学三年生の春、幼少期から在籍していた名門私立の女学園を抜け、普通の公立高校に通ってみたいとわがままを言いはじめた娘に対して、黒天城家はある条件を掲示した。

　それが『従者』をつけること。不慣れな一人暮らしを支え、身の安全を保証する人間を傍そばに置くという制約である。

　そこで白羽の矢が立ったのが、塔子と同い年であり、竜玄からの信頼も篤あつい凌真だったというわけだ。

　あれからおよそ二ヶ月が経たち、五月も下旬に差しかかった晩春──

「凌真、いちごコーヒーフルーツ牛乳いるかい？」

　駅で降り、コンビニに寄った後。肩を並べて歩く凌真に、塔子が飲みかけのパック飲料を差し出してくる。濃いピンクとオレンジ、茶色が混ざった毒々しいパッケージ。

　凌真は塔子に危険が及ばないよう車道側をキープし、油断なく周囲を警戒しながら眉をひそめた。

「いらん。なんだ、その出来損ないのキメラみたいな飲み物は」

「面白いから買っちゃった！　けど、死ぬほど不ま味ずかったから……うぷ。全部飲んだら、お腹なか壊すかも」

「……。寄よ越こせ」

　塔とう子この手から彼女の身体からだに害を及ぼしかねない危険物（いちごコーヒーフルーツ牛乳）をひったくり、処理すべくストローを吸う。塔子が「あっ」と声を漏らした。

　口の中に混こん沌とんとした甘ったるい味が広がり、凌りよう真まの眉間にしわが寄る。

　その瞬間、凌真の意識は未知の飲み物に奪われていた。だから、気づけなかったのだ。後方から迫り来る、襲撃者の気配に──

「おっはよおおおおおお！」

「ひゃあああっ!?」

　塔子の素っ頓狂な悲鳴が響き、凌真はハッと我に返る。見れば、

「……へへへ。今日もいい乳してんねー、とーこ？　誰に揉もまれてここまで大きくなったん？　言ってみ？　ほれ、言ってみいってぇ」

　淡いミルクティー色の茶髪を後頭部で一つに結わえ、濃いめの化粧をした女子が、背後から塔子に抱きつき、脇の下から滑り込ませた両手で胸を激しく揉みしだいていた。

「こ、こらっ！　放せよ、真ま理り花か……も、揉まれてなんか……やぁあっ!?」

　塔子は身をよじらせて逃れようとするのだが、真理花と呼ばれた女子は手を放さない。耳元に口を寄せ、にやにやとする。

「えー、うっそだぁ！　カレのおかげでこうなったんでしょ？　この揉みごたえ……ＧかＨはありますな。直じかに触って確かめ──」

「[image: ]つじ村むら。いい加減にしろ」

　たしなめると同時、女子の頭頂部に拳げん骨こつを落とした。

　ニットセーターの裾から両手を潜り込ませようとしていた女子が「ふぎゃあ!?」と頭を押さえ、うずくまる。涙目で抗議してきた。

「い、いったぁ……頭蓋骨カチ割れるかと思ったぁ。なぎやん、ちょっとひどくない？　女子を本気で殴るぅ、普通!?　まじあり得ないんだけどっ！」

「別に本気で殴ってはいないが」

　もしも凌真が本気で殴っていたら、それこそ頭蓋骨がカチ割られているだろう。

「ふわぁああん、とーこのカレシがいじめるぅー」

「彼氏じゃないよ」

　泣なき真ま似ねをしてわめく女子、クラスメイトの[image: ]村真理花に苦笑して、塔子が傍かたわらに立つ凌真の肩をぽんぽん叩たたく。

「召使い。何回もそう言っているだろ？　あと、パンツ見えてる」

　正しくは従者、凌りよう真ま的にはお守りなのだが。召使いでも間違ってはいない。

「……んー。知ってるけどさぁ」

　下着が見えていると指摘されても動じずに泣なき真ま似ねをやめ、[image: ]つじ村むらが立ちあがった。

　[image: ]村という苗みよう字じにちなんで膝上二十四（[image: ]２４）センチにカットされているらしいスカートを揺らし、ブレザー代わりに羽織ったパーカーのポケットに両手を突っ込みながら、凌真の顔を覗のぞき込こんでくる。

「なぎやん、割とイケメンじゃんね？　毎日ずっと一緒にいたら、そういう関係にもすぐなっちゃうんじゃないの、みたいな……ね、しおりんもそう思うでしょ？」

　[image: ]村が後ろを振り向き、話を振った。

　そこには派手な身なりをした[image: ]村とは対照的な、飾り気がなく楚そ々そとしたたたずまいの女子がおり、切きり揃そろえられた前髪の下、気け怠だるげな目を向けてきている。

「はぁ。思わなくもありませんけど……塔とう子こさんは貴女あなたと違い、ガードが固そうですからね。すぐにコロッと落ちることはないかと？」

　彼女の名は釘くぎ山やま紫し織おり。[image: ]村同様、塔子たちのクラスメイトで、[image: ]村とは高校に入る前、小学校からの腐れ縁らしい。

「いや、しおりん。あたし、これでも結構ガード固いよ？」

「おはようございます、塔子さん。凪なぎ平ひらさんも」

　[image: ]村の異議を無視して凌真たちへと向き直り、釘山が頭を下げた。雰囲気といい物腰といい、名門女学園に通っていても違和感がないような少女だ。

「……あっ、紫織！　この前、君におすすめしてもらったアニメ『盾たての勇ゆう者しやの鉄てつ壁ぺき無む双そう』を観みてみたんだけどさ」

　釘山と顔を合わせるや、塔子が『待ってました！』と言わんばかりに切り出す。二人が仲良くなったきっかけでもある趣味の話だ。

　凌真はさり気なく一歩引き、釘山に隣を譲った。

「中々面白かったねぇ。どんな攻撃でも防ぐ主人公の魔法が、反則チート級すぎるけど……一話から最終話まで一気見してしまったよ。おかげで宿題やれていないし、寝不足気味だ」

「二クール分ですか？　それはお疲れさまでした。アニメのスピンオフ漫画『槍やりの魔ま王おうの蹂じゆう躙りん虐ぎやく殺さつ』もおすすめなので、是非。宿題なら、私が写させてあげましょう」

「えー、いいな！　しおりん、あたしも写させて？」

「だめです。私たちのオタクトークを邪魔しないでください、このパンピー……パンツ丸見えピープルが」

「いやいや、ギリギリ見えてないしー。ない、よね？」

　スカートの裾を押さえて振り返り、[image: ]村が訊きいてくる。凌真は「ああ、ギリギリな」と応えた。

[image: ]

「だよね！　うん、良かったぁ……てか、なぎやん。さっきから何飲んでんの？」

「いちごコーヒーフルーツ牛乳という代物だ」

「うへぇ、不ま味ずそう。趣味悪くない？」

「凌りよう真まはゲテモノ好きなのさ」

　凌真が口を開くより速く。塔とう子こが振り向き、悪戯いたずらっぽく歯を光らせる。

「普通なら大喜びで飛びつくようなものが目の前にあっても冷めたまま、手をつけようとしないしね」

　塔子の言葉で思い起こされるのは、今朝の出来事だ。あのときの反応を根に持っているのか、自分で選んだ不味い飲み物を凌真が購入したように言い、あまつさえゲテモノ好き呼ばわりしてくる始末。もはや黙っていられまい。

「……。それは今朝、お前が俺に裸を見せつけて……誘ってきたときのことを言っているのか、塔子？」

「なっ!?」

　予期せぬ反撃を喰くらった塔子が絶句し、固まった。[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまが、目をキラキラ輝かせながら食いついてくる。

「えっ!?　ちょっ、何それ……詳しく！」

「落ちるのではなく、落としにかかる？　塔子さん、肉食系だったのですか！」

　塔とう子この両隣にいた二人が凌りよう真まの両脇へ移動し、独りぽつんと取り残された塔子が、真っ赤な顔で声を荒らげた。

「お、おい！　凌真、嘘うそを吐つくんじゃ──」

「嘘じゃない。だろ？　愉たのしそうにしていたじゃないか」

　否定してくる塔子を遮り、黙らせる。今後また、ああいった悪戯いたずらを繰り返されても面倒だ。ここできっちり痛い目を見させ、灸きゆうを据えておくことにする。

「うう。ち、ちが……違うんだ。あれは、その……悪ふざけ、というか」

　あたふたと目を泳がせて、弁解する塔子に構わず。

　凌真が今朝の顛てん末まつを洗いざらい話すと、女子たちの黄色い悲鳴があがり、朝の通学路に塔子の絶叫がとどろいた。
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　梢しよう蔭いん高校、一年一組。昼休みが終わって間もない午後の教室では、四十人の男女が席に着き、若い男性教師が行う英語の授業を受けていた。

　担当教師が厳しい性格であることもあり、彼ら生徒たちの大半は真面目に授業の内容を聞き、ペンをノートに走らせている。そんな中、

「……ぐぅ」

　窓際最後列に陣取る凌真の右隣、塔子は広げられた教科書の上に突っ伏し、堂々と爆睡していた。腕枕に右みぎ頬ほおをくっつけ、口端から涎よだれまで垂らす熟睡っぷりである。

「じゃあ、次の英文。和訳を黒くろ天あま城ぎ──の代わりに凪なぎ平ひら」

　塔子の姓は天下の黒天城。厳格なことで有名な若手教師は何も見なかったように眠り姫を無視スルーし、隣席の凌真へ視線を移した。この流れはお馴な染じみであるため、凌真は「はい」とすぐさま起立し、淀よどみなく答えを述べる。

　そして着席。教師がホッとしたような表情を見せ、板書に戻った。

「さすが、なぎやん。よっ、優等生！」

　一つ前の席に座る[image: ]つじ村むらが振り向き、凌真を賞賛してくる。さらに塔子の一つ前、[image: ]村の右隣に座った釘くぎ山やまも無言で親指を立ててきた。

　先々週に行われた席替えの結果、塔子とその仲間たちが一箇所に固まったのも、偶然ではなく塔子の意向、黒天城家の威光が関係していることは想像に難くない。

　やはり『普通』の学校にとって、黒天城家のご令嬢は『普通』とは程遠い存在、いわば異分子なのだろう。

（……まぁ。このような場所に最も似つかわしくないのは、たぶん俺だろうがな）

　従者として塔子のためにノートを取りながら、心の中で呟つぶやいた。

　凪なぎ平ひら凌りよう真まは裏社会の人間である。

　顔も知らない親に捨てられ、黒くろ天あま城ぎグループが関係した施設に拾われて──まだ十にも満たない幼子の時点で才能を見初められ、裏の世界へ足を踏み入れた。

　凌真に与えられたのは《調整者バランサー》という役割だ。

　裏社会のパワーバランスを一定に保ち、支配者としての権力と立場を維持し続けることを目的とした殺しを行う、黒天城の暗部。

　調整者バランサーはその役回りに応じて、計略者プランナー・抹殺者プレイヤー・抹消者イレイザー・指揮者デイレクターと分けられるのだが、凌真が担わされたのは実行役の抹殺者プレイヤー。調整者バランサーの中でも特に重要かつ仕事の成せい否ひに大きな影響を及ぼすポジションである。

　凌真は抹殺者プレイヤーとして与えられた役割をただひたすらこなし、殺して殺して殺して殺して殺し続けて──いつしか、こう呼ばれるようになっていた。




《調和を破壊する者バランスブレイカー》と。




　ゲームやアニメなどでよく『強力すぎてゲーム全体の均衡が崩れてしまうような性能スペツクを持つもの』がバランスブレイカーと称されるらしいが、凌真はまさにそうである。

　標的を始末する際、凌真が苦戦らしい苦戦をしたことはなかった。

　わずか九歳、抹殺者プレイヤーとして初めて現場に立ったときでさえあっさり任務を完了し、複数人の抹殺者プレイヤーが必要となるような大がかりな仕事も、ほとんど一人で終わらせる……など、個人レベルで見た凌真の実力スペツクは明らかに飛び抜けていた。

　故に規格外。調整者バランサーにして《調和を破壊する者バランスブレイカー》というおかしな異名で呼ばれる、殺しの天才。裏社会最強の殺し屋。

　とはいえ、凌真に調和を『壊す』意志はない。

　不均衡な力を以もつて、世の調和と平和を保ち続けることが、調整者バランサーたる凌真に与えられた役割だからだ。

　その平穏が、たとえどれだけ退屈であろうとも。凌真自身に意思はなく、世界や凌真のことを脅かし得る存在もまたいないのだから。

　ただ一人。

　硝子がらすのように澄んだ冷気が肌を突き刺す一昨年おととしの冬、凌真が仕事先で出会った『彼女』を除いては──

（……。昨夜の相手も物足りなかったな）

　凌真の心に深々と刻まれている少女の記憶に想おもいを馳はせつつ、窓の外を眺める。

　竜りゆう玄げんが『凌真を愉たのしませる』ために仕込んでくれた女殺し屋も別段、苦戦を強いられるような障害ではなかった。

　簡単すぎるゲームほどやり応えがないものはない。机に頬ほお杖づえをつき、あくびを噛かみ殺ころしながら、凌りよう真まは願う。

　いつか出会った『彼女』のように、この静せい謐ひつで退屈な世界を壊してくれる存在や出来事が、訪れてくれないだろうか──と。

　そのときだった。

「……っ!?」

　凌真は強い悪寒に襲われ、閉じかけていた瞼まぶたを開く。仕事でも久しく味わっていない、第六感が警鐘を鳴らすような感覚。

　教室内に視線を走らせ『元凶』を探すが、特に変わったところは見受けられない。

　相も変わらずのどかに授業が行われ、塔とう子こは机に涎よだれ溜だまりを作って爆睡し、窓の外では白い雲がたなびく青空の下、灰色の街が広がっていた。

（気のせい……か？）

　警戒を解き、弛し緩かんする。だが直後、再び瞼が降りはじめた凌真の昏くらい瞳に眩まばゆい光が映り込んだ。




　それは学校から百メートルほど離れた街中に突如として発生し、地上から空へ向かって伸びあがった真紅の光だ。




「!?　なっ──」

　夕ゆう陽ひに似た赤光が差し、鮮血でもぶち撒まけられたように紅あかく染まった教室の中、異常に気づいた生徒たちが何事かと騒ぎはじめる。

「えっ!?　ちょっ……な、何あれ！　やばくない!?」

　天高くそびえ立った紅い光は、柱か塔のようだった。光に向かってスマホを構え、[image: ]つじ村むらが興奮しながら話しかけてくる。

「塔子！」

　凌真はそれに応えることなく椅子から腰を跳ねあげ、こんな状況でも眠りこける塔子の肩を乱暴に揺さぶると、

「おい、起きろ！」

「ふにゃっ!?　うう……なんだよぉ、まだ眠……あれ？　もう夕方──きゃっ!?」

　寝ぼけ眼まなこでぶつくさぼやく護衛対象を抱きあげ、一秒でも早く逃げようとしたのだが、手遅れだった。

　天を貫く赤光が爆はぜ、放射状に広がる。爆風じみた光の奔流は、一瞬にして凌真たちがいる教室へ到達し、校舎ごと呑のみ込こんだ。

「ひっ!?　う、うわああああああ！」

　迫り来る赤光を浴びた塔とう子こが絶叫し、凌りよう真まの胸に縋すがりつく。眼がん球きゆうを灼やく閃せん光こうにたまらず瞼まぶたを閉じると、視界が赤一色に染められ──

　凌真の世界は闇に呑のまれた。





＊＊＊






　深い眠りの底に沈み込んでいた意識が覚醒し、ゆっくりと浮上する。

　まず感じたのは、土と緑の匂い。閉じられていた瞼を開くと、美しいグラデーションを描き出す蒼そう穹きゆうが広がった。強い光が照りつける。

　白い小さな太陽が二つ。天空を背に並んで浮かび、燦さん然ぜんと輝いていた。

「……っ!?」

　跳ね起きる。そして周囲を見回した。鬱うつ蒼そうとした木々に取り囲まれている広い草原。

　景観からしてどこかの山か森の中だろう。スマートフォンの電波は圏外、マップも機能していなかった。時刻は十四時過ぎで、あれからまだ三十分も経過していない。

　しかも現在、この場にいるのは凌真一人だけではなかった。意識が途切れる直前、教室内にいたクラスメイトや同じ学校の者たち、さらに学校とは関係がない様々な格好をした老若男女がそこら中に倒れている。

　その数ざっと百人以上。何人かは凌真と同じく目を覚ましはじめ、自分たちが置かれた状況に驚きよう愕がくしたり、狼ろう狽ばいしたり、戸惑いの声を漏らしたりしていた。

「……う」

　凌真の傍かたわらで横たわっていた塔子が目覚め、瞼を擦こすりながら身体からだを起こす。

「うぅん……あれ。ここ、どこぉ？　私たち、学校にいたはずじゃ……って、いやいや！　本当にどこなんだよ、ここぉ!?　──森？　なんで、いきなりこんなところに……って、えええっ!?　太陽が二つある！　まさか……異世界!?　異世界転移ってやつ!?」

「おはよう、塔子。元気そうで良かった」

「──ん？　ああ、凌真……って、なんでそんなに冷静なんだよ!?」

「いや、これでも充分動揺しているんだが。お前がぎゃあぎゃあ騒ぐ様子を見ていたら、逆に気分が落ち着いてきたんだ」

「……この状況で、騒がない方がおかしいだろう？」

　塔子が唇を尖とがらせ、じとりと睨にらみつけてきた。

　凌真は「まぁな」と応えつつ、地球上ではあり得ない二つの太陽と、眩まばゆい日ひ射ざしに瞳を細めた。

「異世界、か……」

　先ほど塔子が口にしていた単語を繰り返し、思考と視線を巡らせる。

　塔とう子こが「そうそう！」とうなずき、スマホのカメラでパシャパシャ写真を撮った。

「異世界転移！　現代日本で普通に暮らしていた人が、ある日『異世界』──剣と魔法のファンタジー世界に飛ばされて、そこで出会った人々と熱い冒険を繰り広げるんだよ！　アニメや漫画、ライトノベルなんかでは定番の物語だね」

「……。なるほど、な」

　塔子の解説を聞きながら、背後の空を振り仰ぎ見て、凌りよう真まは溜ため息いきを吐つく。

　そこにあるのは、空を埋め尽くさんばかりに巨大な月だった。

　蒼そう穹きゆうに薄く溶け、森の緑に半ば隠れたその星は左上部が欠けており、砕けた破片が天の川のように散らばっている。

　──異世界転移。

　眼がん前ぜんに広がる未知の景色と意識を失う寸前の出来事、塔子の話や現状などから、凌真はひとまず一つの仮説を導き出した。

「俺たちはあの紅あかい光に呑のみ込こまれ、地球とは異なる別の世界へ飛ばされてしまった……と。俺『たち』というのは、紅い光に呑み込まれた者。学校や街中にいた人々だ」

「うんうん！　そう考えればとりあえず、辻つじ褄つまは合うよねぇ……にわかには信じられないことだけど。じゃなきゃ説明しようがないし」

「……ああ」

　仮に異世界転移だとして、それは何者かの意図によるものなのか、或あるいは災害のように偶発的な現象なのか。浮かぶ疑問は山ほどあるが、差し当たって気にかかるのは、

「だとしたら、少なすぎるが」

　この場所にいる者の数。

　何せ、凌真たち梢しよう蔭いん高校に通う生徒だけでも三百人はいるのだ。

　紅い光がどれだけの範囲に及んだのかは不明だが、たった百人程度では圧倒的に頭数が足りない。

「[image: ]つじ村むらや釘くぎ山やまの姿も見当たらないしな」

「……うーん。私もさっきからずっと探しているんだけどね。見つからないなぁ……同じクラスや学校の子たちは、ちらほらといるっぽいけど。光に呑まれた全員が、飛ばされたわけじゃない？　選ばれし者だけが、みたいな！」

「可能性としてはあり得る。もしくは──」

　──飛ばされた後、あの現象を引き起こした者の思惑で分けられたのか。凌真が推論を口に出しかけたとき。




「はいはい、みんなぁ！　ちゅうもぉおおおおおおく！」




　上空から声が響いた。底抜けに明るく朗々とした、少女とも少年ともつかない声音。

　凌りよう真まは瞬時に顔を跳ねあげ、視線を向ける。

　そこには淡いパステルグリーンの珍妙な生き物がいた。ずんぐりむっくりとした体型に短い手足、垂れ下がった尻尾しつぽ。頭頂部には黄色い角が二本ちょこんと生えており、一対の小さな翼が忙せわしなく羽ばたいている。

　黒いつぶらな瞳が二つ、ざわめく地上の人々を見下ろしていた。

「……なんだ、あいつは？」

　突如現れたその存在に対して、凌真が最初に抱いた印象は『テーマパークの着ぐるみ』だ。頭部が大きく四頭身くらいしかない。身長も凌真たちと大して変わらなそうに見え、全体的にデフォルメされた『竜』を彷ほう彿ふつとさせるデザインをしている。

　刮目する凌真の隣、塔とう子こがスマホのカメラを向けた。

「えっ、可愛かわいい……」

「あっ、今『可愛い』って思った？　思ったでしょ～。うんうん、わかるよぉ～。ボク、可愛いもんね！　世界を超える可愛さだよ、きゃはは！」

　塔子の呟つぶやきが届いたわけでもなかろうが、その妙ちくりんな生き物は短い両手（前足）をめいっぱい広げ、自らの姿を見せびらかすようにしながら、空中でくるりと横に一回転した。

[image: ]

　原理は不明。パタパタと動き続ける小さい翼も、あんなもので身体からだを浮かせられるとは信じがたいが、凌りよう真またち現代人の理解を超える力が働いているのかもしれない。

　それこそ『魔法』のような──

「……っと、ボクの可愛かわいさはともかく。ちゃんと言葉は伝わってるかな？　届いてるぅ？　ヘイ！　ドゥ・ユー・アンダースタァン？」

　鋭くも丸っこい牙がずらりと並んだ口部分が開閉するのに合わせ、意味の通った言葉が紡ぎ出される。

　日本語と英語。やはり、何かしらの絡から繰くりがありそうだった。

「はぁい！　ボクの言葉が通じてる人間、手ぇ挙げて？」

　着ぐるみめいた生き物が凌真たちに尋ねかけ、右手を持ちあげてみせる。

　凌真はまず周囲を窺うかがい、当惑していた人々が恐る恐るといった様子で挙手していくのを見てから後に続いた。そんな中、塔とう子こは「はいっ、はああぁい！」と飛び跳ね、無邪気にはしゃぎまくっている。人々からの視線が痛い。

「おい、塔子。あまり目立つな」

「む……なんでだい？」

「まだ状況がわかっていない。奴やつが一体何者なのか、どんな目的で俺たちをこの場所へと連れてきたのか。詳細が判明するまで、じっとしていた方がいい」

「……。まぁ、確かにね」

　興奮に水を差されて少し不満げな表情をしながらも、凌真の忠告に従い、塔子がお口にチャックのジェスチャーをした。

　一方、上空にいるパステルグリーンの生き物は塔子へ注意を向けることもなく「うん」と首肯。持ちあげていた手を下ろし、

「大丈夫そうだねぇ～。じゃあ、改めて──」

　空中で、ぐるんっと縦に回転。大の字に四肢を開いて、劇場的シアトリカルに告げてくる。




「この世界《エンドベイル》へようこそぉ！　ボクの名前はルエル・クルーエル。今回のゲームマスターを務める、キュートでポップな《魔族》だよ」




　自己紹介するルエルの背後、空に花火のような極彩色の花がいくつも咲き乱れて散り、光の粒を振ふり撒まいた。

　同時に『ようこそエンドベイルへWelcome to End Veil、異邦人の皆さまStrangers！』というカラフルな文字が浮かびあがって瞬く。どこからかファンファーレじみた音楽まで鳴り響き、地上からその光景を見あげている人々は皆、あんぐりと口を開いた。

　凌真も思わず眉をひそめる。

（ゲームマスター……『まぞく』だと？　それに──）

　エンドベイル、終幕。そんな名前が冠された世界には、どうしても昏くらいイメージがつきまとう。

「魔族！　魔族って、あの魔族だよねぇ!?　ファンタジーによく出てくる定番の！　す、すごい……初めて生で見た。ていうか、ゲーム？　ここ、ゲームの中の世界なの!?」

　お口に閉めたばかりのチャックも忘れ、塔とう子こが盛りあがっていたが、横目で軽くじろりと睨にらみつけるに留とどめた。もはや凌りよう真まがいくら諫いさめたところで無駄だろう。

　また、こちらが知りたいことは、黙っていても『ルエル』と名乗ったお喋しやべりな運営者マスターが教えてくれそうだ。案の定、

「……えっ、ゲームマスター？　ゲームって何？　魔族って一体……そう思ったでしょ、みんな？　きゃはは！　ボクは優しい魔族さまだから、馬鹿なオツムでも理解できるよう一個ずつ説明してあげるねぇ～」

　宙に浮かんでいた文字が薄らぎ、消えていく中、ルエルは踊るように回転しながら空中を舞い、滔とう々とうと語った。甘ったるく間延びした声の中に、どす黒い──不穏な毒が混ざりはじめたのを察知し、凌真は身体からだを緊張させる。

「まず《魔族》！　魔族はこの世界、エンドベイルで『一番偉い存モ在ノ』ですっ！　以上、おしまい」

　端的に言いきると、ルエルは腰の辺りに両手を当て、さも偉そうに胸を反らせた。嫌な予感が腹の底から這はいのぼり、背筋を寒くさせてくる。




「そんなボクたち偉ぁ～い魔族が、お前たち人間──奴隷や家畜未満の玩具で愉たのしんでるのが、今回の遊戯ゲームだよ。名前は《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》！」




「ど、奴隷や家畜未満の……玩具おもちや？　ゲームの意味も、思ってたのと違うっぽいし」

　さすがに異変を感じたのだろう、目を輝かせていた塔子が顔を曇らせ、困惑に満ちた声を漏らしつつ凌真を見やった。

「え、ええっと……なんかさ……あまり穏やかじゃないよね？」

「──ああ。あまりどころか、相当な」

　尋ねかけてくる塔子に応え、凌真は完全にスイッチを切り替える。何が起きても瞬時に対応し、護衛対象である塔子の身を守れるように。

　感覚を研ぎ澄ませ、相手の一挙一動、発言の一つ一つと声色の変化に気を配りながら、上空にいる『敵』を睨んだ。

　本能が告げている。

　魔族は──そして、この世界は危険だと。

「ルールは簡単」

　常に笑っている形状をした口の端から牙を覗のぞかせ、ルエルは続けた。

　魔族ルエルの声に含まれるのは、嗜し虐ぎやくと嘲弄。愛らしい着ぐるみのような外見と明るい口調で隠されていた悪辣な本性が、剥むき出だしにされていく。

「お前たちの世界基準で二十四時間……」

　そこで一旦言葉を止めて、ルエルが人々を見回した。怯おびえ、戸惑い、緊張している凌りよう真またち異世界人の反応をたっぷりと愉たのしんでから、




「この森で、ボクたち魔族が用意した愛玩動物ペツト──《魔獣》から逃げ、生き延びるだけ。要は『サバイバル・デスゲーム』だねっ！」




　言い放つ。直後、

「ギャギャギャギャギャギャ！」

　嗤わらい声を思わせる耳障りな鳴き声が響いた。

　凌真たちがいる草原を取り囲む、鬱うつ蒼そうとした深い森。その四方八方から、折り重なって姦かしましく。

「ひっ!?　ま、魔獣……何？」

　塔とう子こが短い悲鳴を漏らして、凌真にしがみついてきた。周囲の人々も同様にどよめいている中、凌真は無言で森の奥、仄ほの昏ぐらい闇の向こうを注視する。

「ギャギャギャ！」

　ほどなく闇の中から飛び出してきたのは、深緑色の肌をした人型の生物だった。距離があるため測りづらいが、木々と比するに身長は百二十センチから三十センチほど、頭部が大きく身体からだは痩せ細っていて、ぎょろぎょろとした黄色い眼めを剥いている。

　そんな醜い化け物が、森の奥から次々と現れて凌真たちを包囲し、携えた武器──剣やナイフや棍こん棒ぼうや槍やりなどを高々と掲げながら、けたたましい合唱を響かせていた。

「最初の魔獣は、彼ら《ゴブリン》！　チビで力も強くないけど、残虐で小こ賢ざかしいから、要注意だよぉ」

　ルエルが暢気のんきに解説を入れ、ふわふわと宙をたゆたう。

「まぁ、導入はこんなもんかな。またゲーム中にもちょくちょく細かいガイダンスとか、アナウンスは挟むけどねぇ～」

　ルエルが講釈を垂れている間にもゴブリンはじりじりと近づいてきており、嘲笑に似た不快な鳴き声をあげていた。ざっと確認してみた限り、三十匹はいるだろう。

　対するこちらの人数は百人程度だが、全員ほぼ丸腰な上、その大半が恐怖に身体をわななかせている状態だ。

　到底使い物にはならない。むしろ逆、本格的に『事』が起こればパニック状態に陥り、行動を阻害してくる危険性の方が遥はるかに高いだろうと思われた。

「あ、そうそう。エンドベイルに連れてきた人間は、君たち以外にもまだいるからね？　数が多くて、何箇所かに分けてあるんだ。全部で五百人くらい。同じ森の中にいるから、お互い手を取り合ったり、足を引っ張り合ったり……ゲームクリアに向けて一緒に頑張るといいよっ！」

「!?　私たち以外にも……」

　凌りよう真まの傍かたわら、塔とう子こが息を呑のむ。二人、浮かんだことはきっと同じだ。

　この異世界、この森のどこかに[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまもおり、ふざけたゲームに巻き込まれている可能性。だとすれば、非常にまずい。

「だ、だだだだ大丈夫だよ！」

　二人の身を案じる凌真に対し、塔子が声を高くする。

「ここがいわゆる異世界で、私たちが現代日本から『召喚』された人間だったら……皆、何かしらの特別な『スキル』とか『ボーナス』なんかが与えられてるはずだから！」

「……ほう。お前がそう考える根拠は？」

「ずばり、お約束だからさ！　さっき話した異世界転移もののね。どんなに辛つらい状況からはじまったとしても、その劣勢を覆し得る反則チート級の能力が──」

「ないよ。そんなもの」

　塔子の楽観的な予測を、冷たく無慈悲な魔族の一言が切り捨てた。

　ルエルはすぐさま「きゃはは！」と嗤わらい、塔子から視線を外すと、人々を睥へい睨げいしながら嬲なぶるように続ける。

「……スキル？　ボーナス？　チート能力？　そんな便利な代物を、最底辺の人間どもにわざわざくれてやるわけないじゃんか。あげるのは、そう──」

「ぎ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　ルエルの科白せりふを遮って、絶叫がとどろいた。

　見れば、凌真たちの後方──一番外側にいた若い私服姿の男性が、棍こん棒ぼうでゴブリンに頭を殴り飛ばされ、倒れ伏している。すると、すかさず近くのゴブリンが三匹、各々の武器を構えて男性を取り囲み、

「ギャギャギャギャギャギャギャギャ！」

　愉たのしそうに鳴きながら、棍棒や小剣や手て斧おので、地面の上の男性に情け容赦のない追撃を加えた。そのたび濁った悲鳴があがり、だんだん弱々しくなって……ついには、ピタリと途絶えてしまう。

　人間の返り血で赤黒く染まった緑肌の化け物が歯茎を剥むき出だしにして嗤い、悪意に満みち溢あふれた黄色い眼めを次の標的へと向けた。

　──静寂。次の瞬間、

「きゃはははははははははは！」

　ルエルの哄こう笑しようが響き、人々の叫喚が大気を震わせる。

　ゴブリンどもが武器を片手に手当たり次第、人間に襲いかかっては狩りはじめ、恐怖に駆られた人々が我先にと逃げ惑いはじめた。

　血ち飛沫しぶきが散り、断末魔の悲鳴が連なる。二つの陽ひと砕けた月が浮かんだ空に踊るのは、悪趣味なゲームマスター。




「改めて、ようこそ異世界《エンドベイル》へ！　お前たち異世界人にくれてやるのは、スキルでもボーナスでもチート能力でもない──絶望さっ！　足あ掻がいて、藻も掻がいて、生き抜いて、死ね。ボクたち魔族が作りあげた、この《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》で」




　かくして静穏なる日常の幕は降り、惨劇の幕があがった。





[image: ]




「──ってことで、ばいばぁい！　生きてたらまた会おうねぇ～？」

　丸みを帯びた黒い爪が三本、生はえ揃そろっている短い手を振ると、宙に浮かんだルエルの姿がフッと消きえ失うせた。まるで幻。やはり原理は一切不明だ。

　それに驚く暇もなく、全方位から押し寄せる波のごときゴブリンの群れに呑のまれた人々が倒され、嬲なぶられ、凄惨に殺されていく。

　狩る側の嗤わらい声や鳴き声、狩られる側の悲鳴や絶叫、そして人間の肉体が壊されていく惨むごたらしい音が重なり、耳を塞ぎたくなるような多重奏を響かせていた。

　その狂騒は凌りよう真またちの元へもみるみる近づき、阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦に巻き込まんとしてくる。塔とう子こが凌真の袖を掴つかんで握りしめ、縋すがるように身を寄せてきた。

「凌真っ！　やばいよ、や、やばばばば……」

「落ち着け」

　まともに言葉が紡げないほど動転し、ガタガタと身を震わせている塔子に対し、凌真はスマホでゲームのスタート時刻（十四時二十七分）を確認すると、低い声音で告げる。

「……心を呑まれるな。呑まれた者から死んでくぞ？」

　そして、ほんの十数メートル先で繰り広げられる虐殺の光景を睨にらんだ。

　同じクラスのカップルだろう、梢しよう蔭いん高校の制服に身を包んだ男女が抱き合い、目と鼻の先まで迫り来る化け物におののいている。

　女子の方は腰を抜かしてしまったのか、地面にへたり込んでおり、そんな恋人をかばうようにして男子が肩を抱いていた。

　血ち塗まみれの鉈なたを担いだゴブリンが、獲物を見つけて頬ほおを歪ゆがめる。

　女子か男子か、どちらを先に蹂じゆう躙りんしようか見定めるように舌した舐なめずりしながらゴブリンが一歩を踏み出した瞬間。緑肌の禿とく頭とうに、上段蹴りが叩たたき込こまれた。

　ゴブリンが「ギャッ!?」とよろめく。

「お、俺の生徒に手を出すな！」

　声の震えをねじ伏せて雄々しく咆ほえるのは、スーツ姿の若い男性だった。紅あかい光に呑のまれる直前、凌りよう真またちのクラスで英語の授業を行っていた男性教諭だ。姓は玖く珂が。

「お前ら、逃げろ！」

　ハイキックのフォームからして何かしらの格闘技、空手かキックボクシングでも嗜たしなんでいるのかもしれない。校内では厳しいことで有名な教師だったが、この状況下でも勇敢に立ち向かい、教え子を守ろうとする姿勢は尊敬に値する。

　──だが。

「ギャ……ギャギャッ！」

　蹴りを喰くらってぐらつきながらも、倒れることなく持ちこたえたゴブリンが憤怒の形相で鳴き、玖珂教諭に襲いかかった。

　蹴りがクリーンヒットしたことで油断したのかゴブリンから視線を外し、教え子たちに顔を向けていた玖珂は、その反撃に対応できない。

　高々と振ふり被かぶられた鉈の刃やいばが落とされ、勇敢なる男性教諭の頭蓋骨を叩たたき割わる。鮮血が飛び散り、玖珂の身体からだから力が抜けた。

「…………ぁ……が……？」

　何が起きたかわからないというような表情で崩れ落ちる玖珂。その頭を足で踏みつけ、骨に埋まった刃を引き抜くと、ゴブリンは再び鉈を振りあげて、

「ギャギャギャギャ！」

　振り下ろす。何度も何度も。相手の命が潰ついえ、動かなくなるまで。

「あ……あ……あああ、あ……」

　自分たちを守ろうとした男性教諭の無惨な最期を見せつけられた男子が呆あつ気けに取られ、恋人にしがみつく女子の手にぎゅっと力が込められる。

「ゆ、優──」

「うわああああああああああああ！」

　直後。恋人である女子の身体からだを突き飛ばして振りほどき、男子が一目散に逃げ出した。恐怖に心が負けたのだろう。その結果、恋人の命よりも大事な自分の命が助かる道を選択したのだ。

　逃げ惑う人々を掻かき分わけ、強引に押おし退のけながらあっという間に遠ざかっていった男子生徒は──横合いから突き出されてきたゴブリンの槍やりに脇腹を貫かれ、倒れる。そうして結局、男性教諭と同じ末路を辿たどってしまった。

「……そ、んな……いやっ……あああああああああ!?」

　片や恋人に見捨てられた女子は鉈なたを放したゴブリンに押し倒されて組み敷かれ、乱暴な凌りよう辱じよく行為を受けている。

　男は殺し、女は犯す。それが奴やつらの行動パターンらしい。

「小鳥遊たかなしさん……た、助けなきゃ……」

　凌りよう真まの袖を掴つかんだ塔とう子こが、襲われているクラスメイトの女子を凝視し、呟つぶやいた。凌真を見あげ、涙ながらにわめく。

「ねぇ、凌真っ！　あ、あのままじゃ──」

「放っておけ」

　冷たく言い捨てるのと同時、塔子の身体を突き放す。塔子が「えっ」と目を見開いて、泣きそうに顔を歪ゆがめた。次の瞬間、

「ギャギャギャ！」

　小剣を振ふり被かぶり、左斜め後方から躍りかかってきた別のゴブリン。その側頭部に、凌真のコンバットブーツが叩たたき込こまれる。

　頭蓋骨がぐしゃりと陥没し、粉砕される感触がした。

　男性教諭の上段蹴りを受けてもよろけるだけだったゴブリンの痩そう躯くが吹っ飛び、草原を転がった後、動かなくなる。

「──へ？」

　地面に倒れた塔子が呆ほうけ、凌真を見あげた。

　凌真はすぐさま足を下ろして嘆息すると、周囲を睥へい睨げい。近くにいる『標的』の数と位置を確認しつつ、ブレザーのポケットに手を入れる。

　取り出したのは『仕事』用の黒い革手袋だ。それを両手に装着し、瞳を細めた。

「俺の仕事は人助けじゃない。お前の身を守ること……そのために、為なすべきことを為すだけだ」
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「りょ、凌真──」

「ギャギャ！」

　塔とう子この不安げな声を遮り、最も近い距離にいたゴブリンが早速飛びかかってくる。

　凌りよう真まは一歩踏み込みながら拳を握ると、跳躍しつつこちらの頭を狙って振るわれてきた棍こん棒ぼうを屈かがんで躱かわし、

「一匹目」

　棍棒を振り抜き終わった直後の無防備な背部、人間ならばちょうど腎臓がある辺りに、鋭い手刀を打ち込んだ。

　身体からだをのけ反らせたゴブリンが「グギャアッ!?」と鳴き、苦しげに顔を歪ゆがめる。腎臓には多くの神経が集まっているため、打たれると激痛が走るのだった。

　その反応を確かめながら魔獣の首を掴つかんで固定し、腰に巻かれた布の上から股間に膝を叩たたき込こむ。

　ぐちゅっと何か柔らかいものが潰れた感触があり、魔獣の口から耳をつんざく凄すさまじい絶叫があがった。凌真は「ふむ？」と眉をひそめる。

「見た目に違たがわず、肉体の構造は人間の雄とほぼ同じようだな。痛覚も存在する、と……なら、殺やれる！」

　うなずいてから、白目を剥むいて弱々しく痙けい攣れんするゴブリンを無造作に放り投げた。女の上で一心不乱に腰を振っているゴブリンの傍そばへ。

　ゴブリンが動くのを止やめ、草原に転がった同族を見つめる。そして、

「おい」

　凌真が声をかけると、ぎょろぎょろした黄色い眼めがこちらを向いた。戸惑うような魔獣の瞳を見返し、凌真は頬ほおを歪めてみせる。

「暢気のんきに愉たのしんでいる場合か。お前も『不能』にしてやるぞ、チビ」

「ギャギャギャ────ッ！」

　凌真の言葉が通じたのかどうかは定かではないが、敵意は伝わったのだろう。ゴブリンが歯茎を剥いて憤怒の形相となり、女の上から退どいた。

　鉈なたを拾いあげ、ぶんぶんと振りながら、空いた手で凌真を指差し「ギャギャ、ギャギャギャギャ！」とわめく。

　すると新たにゴブリンが二匹、呼ばれたように集まってきて、爛らん々らんとした双そう眸ぼうで凌真を睨にらみつけてきた。得物は刃渡り二十センチほどのナイフと手て斧おの。

「……なるほど。一応、仲間意識はあるらしい」

　加えて、同族間の意思疎通も可能。知能は猿以上、人間未満といったところか。

　チビで力も強くはないが、残虐で小こ賢ざかしい──運営者ルエルが口にしていた情報を思い出しつつ、凌真は身体の力を抜く。敢あえて隙だらけの姿を晒さらし、煽あおった。

「好都合だな。まとめて一気に叩き潰せる」

「ギャギャギャ！」

　まんまと誘いに乗ったゴブリンが三匹、一斉に突っ込んでくる。

　凌りよう真まは軽く身体からだをずらして突き出されてきたナイフを避よけると、薙ながれた鉈なたの刃やいばを飛とび退すさって回避、跳躍と共に振り下ろされてきた手て斧おのをサイドステップで躱かわした。

　動きは素早く、連携もよく取れている。

　大したものだと感心しながら、振り返りざま、ゴブリンの手首を掴つかみ取とり、振るわれたナイフを止める。そのまま凌真が関節を捻ひねると、か細い腕は枯れ枝のように折れ、魔獣の手から凶器が取り落とされた。

「借りるぞ？」

　刹那、凌真は未いまだ宙空にあるナイフの柄を反対の手でキャッチし、身体を反転。逆手に握ったナイフの刃を、眼がん前ぜんで高々と手斧を振ふり被かぶったゴブリンの左胸に突き立てる。

「二匹目」

　悲鳴をあげて倒れるゴブリン。凌真は根元まで深々と埋められた刃の柄から手を放し、新たに手斧を奪うと、

「また借りる。悪いな」

　しれっと謝り、さらに身体を回転。身を沈めて鉈の刃を躱しつつ、三匹目のゴブリンに足払いをかけた。地面の上に引っくり返った相手を見下ろし、手斧を振りあげる。

「ギャッ!?　ギャギャ……」

「三匹目」

　焦ったように鳴きながら起きあがろうとする魔獣の首に、無慈悲な刃が叩たたき落おとされ、赤黒い血がしぶいた。これで残るは──

「……ギャ……」

　片腕を折られ、凶器ナイフをなくしたゴブリンがたじろいで半歩下がった。

　凌真としては不利を悟って逃げてくれてもいいのだが、仲間を殺やられた怒りでも覚えているのだろうか。手負いの魔獣はギラついた眼めを周囲に走らせてから凌真を睨にらむと、唾を飛ばして咆ほう哮こうし、がむしゃらに突っ込んでくる。

　ゴブリンの手に武器はない。しかし鋭利な五本の爪が、凌真の喉笛を切り裂かんと振り被られていた。

「……。あきらめの悪い獣だ」

　跳躍と共に薙がれた爪を難なく回避し、凌真が反撃に転じようとした次の瞬間。眼前のゴブリンが唇を吊つりあげて笑み、

「危ない、後ろ！」

　斜め後方、死角の彼方かなたから一本の矢が飛来する。悲鳴じみた警告の声が響くが、遅い。そんな不意打ち、離れた場所から自分を狙う伏兵の存在はとっくに把握済みだった。

　視線も向けずに身体からだをずらし、飛んできた矢を無造作に掴つかみ取とる。そのまま身体を回転させて送り主を振り向き、

「お返しだ」

　思いきり投げ返してやった。宙を切り裂いて飛んだ矢は、弓を構えたゴブリンの胸元に突き刺さり、矢を受けた標的が前のめりに倒れ伏す。

　凌りよう真まに『危ない』と警告をしてくれた人物──赤茶色の髪をした若い女性が、驚きよう愕がくに目を見開いていた。

「四匹目」

　呟つぶやき、首だけで振り返ってみれば、凌真の負傷を期待していたのであろうゴブリンが、笑顔のまま固まっている。

「……五匹目。お前はまだ逃げないのか？」

　冷たい声音で問いかけられたゴブリンが後ずさり、眼めを泳がせた。そして地面にへたり込んでいる塔とう子こを認めると、

「ギャギャギャ！」

『これだ！』と言うように鳴き、走り寄ろうとする。人質、或あるいは去り際の手土産にでもするつもりだろうか。思ったよりも知能が高く、人間の幼児くらいはありそうだ。

「……ほう？」

　だが凌真は動じることなく手て斧おのを投とう擲てきすると、ゴブリンが塔子に辿たどり着つくより速く足首の腱けんを断ち、自由を奪った。倒れた魔獣に歩み寄り、手斧を拾いあげて言う。

「どうやら、仲間の後を追いたいらしい──五匹目」

　血ち飛沫しぶきが舞い、断末魔の鳴き声がとどろいた。
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「──これで終しまいか」

　魔獣の血と脳のう漿しようがべっとり付着した手斧を放り、凌真はうなずく。

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した人々を追い、ゴブリンの群れも四方八方へと散ったため、ひとまず近くに敵影はない。降りかかる火の粉は払った。しかし、

「……まいったな」

　溜ため息いきまじりに呟いて、途方に暮れる。改めてどうしてこうなったのかと自問しながらブレザーの襟を正すと、ネクタイを締め直し、周囲を見回した。

　虐殺と凌りよう辱じよくの跡。風に吹かれて揺れる緑は赤黒く彩られ、あちらこちらに無惨な亡なき骸がらが転がっている。生なま温ぬるい風に運ばれ、濃い血臭が鼻先をくすぐった。

　目覚める前と後とでは文字通り、がらりと『世界』が変わってしまっている。

　そこに、凌りよう真まが守り続けた平穏はなかった。

「ギャギャ！」

　ふいに背後で耳障りな鳴き声があがる。

　瞬間、思考するより速く身体からだが反応し、振り向きざまに薙ながれた黒いコンバットブーツの踵かかとが襲撃者の首筋に叩たたき込こまれた。

　骨がへし折れる音。断末魔の叫びと共に吹っ飛ばされた矮わい躯くが地面を転がり、小刻みな痙けい攣れんを繰り返す。そして、今度こそ完全に動かなくなった。

「殺やり損ねていた……か」

　足を下ろしてぼそりとぼやく。それは凌真が一番最初に上段蹴りを浴びせ、返り討ちにしたゴブリンだった。頭蓋骨を砕かれて尚なおしぶとく生きており、草原に身を潜ませながら虎こ視し眈たん々たんと奇襲のチャンスを窺うかがっていたのかもしれない。

　そんな気配にも気づかないとは、やはり少なからず狼ろう狽ばいしているのだろうか。

　見知らぬ世界で、見知らぬ生物──深緑色の肌をした子鬼の魔獣、ゴブリンとの戦闘を強いられている状況に。

「…………」

　顔をしかめて押し黙る。身体の負傷や衣服の破損は皆無で、返り血も浴びていないが、呼吸は乱れ、心臓が早鐘を打っていた。

　この程度の運動で悲鳴をあげる肉体の状態もまた、隠しきれない動揺の顕あらわれだろう。

　或あるいは、興奮しているのかもしれない。

　退屈だった平穏が完膚なきまでに破壊され、安寧とは真逆の過酷な状況に追いやられてしまった、予期せぬ出来事サプライズプレゼントに。

「お、おいっ！」

　──と。たたずむ凌真の背に、ぶっきらぼうな声がかかった。

　振り返る。肩の辺りで切きり揃そろえられた赤茶の髪に同色の双そう眸ぼう、日本人とは異なる顔立ちの女性が真っ白い肌を上気させ、訊きいてきた。

「あんた……一体、何者なんだ？」

「ん──」

　ゴブリンが取り落としたものか、彼女の手には血ち塗まみれの小剣が握られている。

　戦いの趨すう勢せいを見て、不利ならば加勢しようとしてくれたのだろう。戦闘の最中、弓矢で狙われている凌真に向かって「危ない、後ろ！」と声をあげたのも彼女だ。

　お互い同じ『災難ゲーム』に巻き込まれただけの他人同士だが、そんな相手を見捨てて逃げるのではなく救おうとする女性の行動には好感を覚えた。

　だから、応える。

「凪なぎ平ひら凌真」

　二人の間を血ち腥なまぐさい風が吹き抜け、ざわざわという草擦れの音を奏でた。

　天に輝く二つの陽ひから注ぐ光の眩まぶしさに瞳を細め、

「ごく普通の高校生だ」

「コ、コウコウセイ……普通の？」

　堂々と告げられた凌りよう真まの素す性じように、女性が眉をひそめた。目を伏せ、しばし何事かを考え込むようにした後、

「いや」

　凌真を見つめ返すと、真顔のままツッコミを入れてくる。

「あんた、絶対『普通』じゃないだろ」

「…………」

　沈黙。ややあって、凌真も真顔で言い返す。

「いや。普通だが？」

「普通じゃないだろっ！」

　凌真の『普通』発言を再度否定したのは、眼がん前ぜんの女性ではなく塔とう子こだった。地面に座り込んだまま、声と身体からだを震わせながら、どこか畏れるような眼まな差ざしを向けてくる。

「なんだよ、さっきの……いくら父様の寄よ越こした『護衛』でも、あの立ち回りは滅め茶ちや苦く茶ちやすぎる！　殺やり方とか手慣れすぎだし。凌真、君は一体──」

「ギャギャギャ！」

　そのとき新たなゴブリンが二匹、それぞれ湾刀と短たん槍そうを手に、猛然と突っ込んできた。凌真は嘆息し、塔子を守る位置に移動する。

「……またか。まったく、落ち着いて話もできないな」

　人々が散り散りに逃げ、彼ら獲物を追いかける形でゴブリンも散ったとはいえ、いなくなってはいない。

　草原にはまだちらほらと獲物を求めてうろつく者や捕らえた女性を凌りよう辱じよくする者、必死の抵抗を見せる人々と争う者などがおり、依然として油断ならない状況だ。

　迫り来る魔獣を見据え、凌真はこきりと首を鳴らした。

「まぁ、二匹なら問題はない。すぐに片づけ──」

「──あたしに任せな！」

　迎え撃とうと身構える凌真の傍かたわらを、女性の影がすり抜ける。

　右手には、ゴブリンの小剣。二匹の魔獣を前にしながら、彼女は微み塵じんも臆することなく真っ正面から肉薄し、

　──一いつ閃せん、二閃。

　剣の刃やいばが目にも留とまらぬ速さで奔はしると、緑色の塊が二つ、赤黒い鮮血の尾を引き、宙を舞った。

　首から上をなくしたゴブリンたちが一歩二歩とよろめくように歩いた後、断面から血を噴き散らして倒れる。ほぼ同時、刎はね飛ばされた頭部がごとりと地面に落下した。

「……っ!?」

　目を剥むく凌りよう真まを振り返り、女性が口端を吊つりあげる。

「どうだい、ナギヒラリョーマ。あたしも、ちっとはやるだろう？」

「……。何者だ？」

　明らかに『普通』ではない。凌真は女性のことを注視し、低い声音で尋ねた。

　半袖のＴシャツにレギンスという格好の女性は恐らく二十代前半、ランニング中の女子大生か、専門学生にも見える。

　しかし彼女が披露した剣の腕前や身のこなし、魔獣を相手取る胆力からして、普通カタギとは思えなかった。

　──同業者、自分と同じ裏社会の人間か？　訝いぶかしむ凌真に笑みを深めて、刃やいばに付着した血を振るい落としてから、女性は応える。

「リィン・レイン」

　告げられた名前はその顔立ち通り、日本人のものではなかった。だが日本語は流りゆう暢ちようで、発音に違和感もない。

「普通じゃない人間さ」

　凌真に対する意趣返しのつもりか、リィンと名乗った正体不明の女性が含みを持たせた口調で続け、瞳を細める。凌真は溜ため息いきをこぼした。

「……だろうな。具体的にどう普通じゃないのか訊きいたら、教えてくれるのか？」

「ああ、教えるよ。ただ──」

　軽く周囲を見回しながら、リィンが歩み寄ってくる。凌真の耳元に口を寄せ、

「場所を変えたい。とりあえず森へ入ろう」

「わかった」

　持ちかけられた提案に、二つ返事でうなずいた。

　草原を離れたいのは同じだし、リィンの素す性じようにも興味を惹ひかれる。またあれほどの実力者なら、戦力としても申し分ない。

「塔とう子こ。立てるか？」

「……ごめん、無理。こ、腰が……きゃっ!?」

　凌真は塔子が答え終わるのを待たず、背中と膝の裏に手を回し、腰を抜かして動けなくなっているお嬢様の身体からだを抱きあげた。塔子が悲鳴を漏らし、凌真の首にしがみつく。

　それを見て、リィンが「……ん？」と眉をひそめた。

「そのお荷物も、連れてくのかい？」

「誰がお荷物だ！」

　お荷物呼ばわりされた塔とう子こが、素っ頓狂な声を出す。凌りよう真まは「ああ」と首肯した。

「連れていく。この女、塔子は俺の護衛対象……守るべき要人だからな。やかましくても我慢してくれ」

「やかましくて悪かったねぇ!?」

「……ふぅん？　あんたが騎士なら、その口うるさいお荷物は姫ってわけか」

　わめく塔子に顔をしかめながらも、リィンがうなずく。

「興味があるのは、あんたなんだが。そういうことなら、まぁいいさ。露払いは任せな、リョーマ」

「む、そうか。助かる」

　塔子を抱えあげた凌真は両手が塞がっているため、リィンの申し出はありがたかった。腕前も確認済みだ。

「ねぇっ！　ちょ、ちょっと待ってよ！」

　森を目指して駆け出そうとした瞬間、塔子が声をあげ、制止してくる。

　塔子の視線は草原に倒れた少女、ゴブリンに恋人を殺された末に嬲なぶられ、放心しているクラスメイトへ注がれていた。

「あの子、小鳥遊たかなしさんも一緒に……た、助けてあげなきゃ──」

「あきらめろ」

　凌真は切り捨てるようにキッパリと告げ、走りはじめる。塔子が「えっ」と絶句した。塔子を抱えて駆けながら、淡々と言葉を重ねる。

「さっきも言ったが、俺の仕事は人助けじゃない。お前の身を守ること……余計な荷物や足手まといは不要だ」

「……っ!?」

　冷酷とも取れる凌真の一言に、塔子が愕がく然ぜんとした。直後、視界の端で白刃が閃ひらめき、凌真たちに飛びかかろうとしたゴブリンが斬り伏せられる。

「行け！」

　リィンが擦れ違いざまに叫び、立ち塞がる魔獣の群れへと突っ込んだ。

　派手に小剣を振り回してゴブリンを牽けん制せいし、注意を引きつけることで退路を開く。誰かが「助けてくれぇ！」と叫ぶが、リィンも凌真も、耳を貸さない。

　この状況で全てを守り、救うことなど不可能だからだ。

「……うっ……くっ……」

　塔子が呻うめき、歯を食いしばる。それでも瞼まぶたを閉じたり、耳を塞いだりはしない辺りは、さすが黒くろ天あま城ぎ竜りゆう玄げんの娘といったところか。

　凌真は塔子を抱く両腕に力を込めると、この血ち腥なまぐさい場所から一刻も早く離脱するべく、足を速めた。
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　背の高い樹きが林立し、重なり合った葉が陽ひの光を遮っている薄暗い森。

　陽光が射ささないはずの地面には雑草が繁茂しており、小さな白い花々が仄ほのかに青く発光しながら咲いていた。

「……さて、と。まぁ、ここまで来れば大丈夫だろう」

　草原から森の中へ逃げ込み、しばらく進んで、追おい縋すがってくる魔獣の気配がないことを確かめた後。リィンが手近な岩に腰かけ、息を吐く。

　辺りには静寂が満ち、塔とう子こもだいぶ落ち着きを取り戻していた。凌りよう真まの腕から降りるや否いなや、幻想的に光り輝く足元の花を見下ろし「わぁっ」と表情を明るくさせる。

「綺き麗れいな花だね。光ってる……」

〈鬼おに火び草そう〉

　と、リィンが言った。しかし違和感がある。耳ではなく頭の中に、声が響いてきたかのような──

〈別名、ウィスプフラワー。大気中の《魔ま素そ》を蓄えて咲く、エンドベイルじゃよく見る花さ〉

「えっ!?」

　見れば、地面にしゃがみ込んだ塔子が驚いた顔をしており、花に手を伸ばしかけたまま固まっていた。どうやら彼女にも聞こえたらしい。

〈反応するな〉

　凌真が口を開きかけたとき、リィンの声が再び脳内に響く。唇を一切動かしていないにもかかわらず、まるでテレパシーのように。

〈反応すれば、勘づかれかねない……『観覧者』である魔族の奴やつらに。あたしがこうして念話でこっそり話しかけてることを〉

　念話は思考を相手に直接届ける超能力の一種だが、なぜリィンがそんなものを扱えるのか、そしてなぜ花の名前など、この世界の情報を知っているのか。

　尋ねようにも『反応するな』と言われた以上、不用意に口を開けず、凌真は塔子と顔を見合わせた。すると、




〈まず最初に告げておくとね。あたしは、この世界──エンドベイルで生まれ育った人間なんだ〉




　リィンが正体を明かす。塔子が「えええっ!?」と声をあげ、慌てて口を塞いだ。

　凌りよう真まは無反応を貫きながら『いきなりどうしたんだ、こいつは？』というような目を、塔とう子こに向ける。リィンが溜ため息いきをこぼした。

〈……驚くのも無理はない。色々知りたいことはあるだろうけど、まずはエンドベイルと呼ばれる世界のことから話そうか〉

　凌真たちが目だけでうなずくのを確認してから、語りはじめる。

〈本来の名は、エバーグレイス──『永久の恩おん寵ちよう』と謳うたわれた美しい世界で、豊かな自然と多様な生物、大気中には潤沢な魔ま素そが充みち満みちている楽園だった〉

　鬼火草の説明にもあった『魔素』という単語が気にかかるところだが、一旦脇に置いておく。

〈けど、そんな美しく穏やかな世界はあるとき、エバーグレイスとは別の世界からやって来た異邦人《魔族》どもの侵攻を受け、蹂じゆう躙りんされた〉

　魔族。凌真の脳裏にあのゲームマスター、ルエルの姿が思い起こされた。

〈無論、エバーグレイスの人々は全力で抵抗したが……魔族の力は凄すさまじく、長きに亘わたる平和のせいで争い慣れしていなかった人間側は、瞬く間に全面降伏。結果、恵まれた世界エバーグレイスは魔族によって完全に支配され『終幕が降りた世界エンドベイル』と名を変えられたんだ。そしてこの世界の人々は、被支配者へと堕おとされた。早い話が『奴隷』だね。いや──〉

　小剣を握るリィンの手に力がこもる。

〈家畜、或あるいは玩具おもちやといった方が正しいかもしれない……あたしたち人間は牧場や工場といった施設で管理され、売買されて、ただ魔族のために使い潰される。そんな、最底辺の存在だから〉

　ゲームが開始される前、皆の前に現れたルエルも言っていた。魔族は一番偉い存モ在ノで、人間は奴隷や家畜未満の玩具だと。であれば、リィンたちエンドベイルの人間のみならず凌真たち『異世界人』も、魔族にとっては同じ最底辺の存在なのだろう。

　まったく、とんだ終末異世界デイストピアだ。

〈魔族の奴やつらは、あたしたち人間を欲望のまま、好き放題に使い、虐げ、弄び、壊す……この遊戯ゲームもそうさ〉

　──《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》という名のサバイバル・デスゲーム。

〈魔族が従える化け物《魔獣》に人間が嬲なぶられ、絶望しながら虐殺されていく様を眺めて愉たのしむ、最悪の見世物。そう、奴らは『観みて』いるんだよ。今この瞬間も……惨劇の一部始終を、遠く離れた場所からね〉

「…………」

　凌真は周囲に視線を巡らせ、カメラなどの装置を探るが、それらしきものはない。

　何か未知なる力によるものだろうか。例えば念話と同じ超能力であるクレアボヤンス、千せん里り眼がんのような。

〈とはいえ、さすがにこの人数だ。参加者一人一人の会話や動向が、逐一追われてる……なんてことはないだろうけど。今回は参加者全員が『異世界人』で、召喚の規模もかなり大きかったことから注目度が高い。そんな中、開始早々──〉

　リィンが凌りよう真まをじっと見つめた。

〈あの暴れっぷりだからねぇ。目をつけられてもおかしくないよ。異世界人のふりをして正体を隠しているあたしとしても、接触はリスクを伴う。だがリョーマには、それ以上の価値を感じた〉

　小剣を置いて立ち、リィンが歩み寄ってくる。片手を差し出し、

「単刀直入に言う。力を貸してくれないか？」




〈──魔族の支配に抵抗し、戦い続けるあたしたち《レジスタンス》に〉




　直後、脳裏にリィンの言葉が届いた。塔とう子こが小声で繰り返す。

「れじすたんす？」

〈反体制派の組織さ。世界はひどい状況だけど、それでも決してあきらめることなく……この『終わった世界』を変えようとする者たちがいる。そのためには力が必要だ。あんたみたいな、類たぐい希まれなる異世界人の力がね〉

[image: ]

　リィンの目つきは真剣で、真摯だ。嘘うそを吐ついているようには思えない。しかし、

「俺の目的は、ゲームで生き残ることと……塔とう子こを守り抜くことだ」

　この世界を変えることではないと、言外に伝えた。凌りよう真まに手を差し出したまま、リィンが「ああ」と首肯する。

「わかってる」

〈ただ、こうやってエンドベイルに連れて来られて、ゲームに巻き込まれた以上、この手を取るしか選択肢はないよ？　たとえ生き延びられたとしても、待っているのはさらなる絶望。魔族の奴隷や家畜や玩具おもちやとして、生きることを強いられる未来だからね。ゲームが終われば解放されるだなんて、淡い希望は──この世界には、存在しない〉

「……っ!?」

　塔子が絶句し、目を見開いた。凌真も微かすかに顔をしかめる。

　そういえば、ルエルが口にしたのはクリア条件だけで、報酬に関しては一切教えられていなかった。否いや、言われていたではないか。くれてやるのは『絶望だけ』だと。

〈……希望があるとするのなら〉

　赤茶色の瞳に確固たる意志を宿して、リィンは続ける。

〈支配者である魔族を斃たおし、魔族を統べる《魔王》を討って……平和な世界エバーグレイスを取り戻した先。あたしたち、レジスタンスが想おもい描えがく未来にだけだ。だから──〉

　──力を貸してくれ、と。再び差し伸べられた手は細く、地獄の底に垂らされた蜘く蛛もの糸を思わせた。
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「……う、ううう」

　両手で頭を抱え込み、地面にしゃがみ込んだ塔子が唸うなる。

「あ、頭がぁ……頭が、パンクしちゃいそうだよぉ！」

　そんな塔子を眺め下ろして、凌真は「だろうな」と呟つぶやいた。塔子がじろりと凌真を睨にらみあげ、ぼやく。

「いやいや。だからさ、なんでそんなに冷静なんだよ、君は……」

「余計なことを考えないからだ」

　答えるなり視線を周囲の森へと移し、いつどこから魔獣が襲ってきても対応できるよう感覚を尖とがらせた。森は不気味なほどに静まり返っているが、時折、遠く人の悲鳴や魔獣の鳴き声らしきものが聞こえる。

　尚なお、リィンは現在この場にいない。凌真がリィンの手を取りかけたとき、塔子が少しの間、凌真と二人にしてほしいと願い出たのだ。

　感情を整理したかったのだろう。リィンは逡しゆん巡じゆんしながらも、最終的には「わかった」と受け入れてくれ、付近の探索へ出向いた。別れ際、

〈このフィールドは、広大な森の一部が『見えない壁』で囲われている匣はこ庭にわだ。具体的な位置や広さは不明だが、以前レジスタンスの潜伏場所として使用していた森の一つで……ある程度の土地勘はある。とりあえず、あたしが戻るまで動くなよ？〉

　──と、新たな情報を寄よ越こして。

　他にもまだまだ気になることは山ほどあるが、疑問は思考を鈍らせる。故に凌りよう真まは一旦全て放棄し、己の役目に集中していた。

　凌真の役目。それは、塔とう子こを守ることである。

　異世界に来て、リィンたちレジスタンスと手を取り合うことになっても、竜りゆう玄げんから与えられた任務は消えない。だから、

「心配するな」

　身を縮こまらせて怯おびえる塔子に、強い口調で言い放つ。

「お前は、俺が必ず守る」

「ふぇっ!?」

　塔子が驚いた声をあげ、弾はじかれるように凌真を見あげた。凌真は塔子を見つめ返すと、不敵な笑みを浮かべてみせる。

「俺はお前の『護衛』だからな。この世界でも、元の世界でも、変わらない……超凄すご腕うでのボディーガードだ」

「凌真……」

　塔子がぴくりと身体からだを震わせ、瞳を潤ませた。

　凌真がゴブリンを圧倒し、蹂じゆう躙りんする光景を目の当たりにした後。凌真との間で張り詰め続けていた緊張の糸が、少し緩んだような気がする。

　あの虐殺を見て、塔子は凌真が一体何者なのか尋ねようとした。しかし、事実を伝えることはできない。

　凌真に塔子の護衛を依頼したのは竜玄で、竜玄は娘に裏社会のことや黒くろ天あま城ぎグループが抱える闇のことを明かしたくないと考えているからだ。

　革手袋に包まれている両手が、魔獣だけではなく幾多の人間の血で汚れていることも、今はまだ知る必要のない情報だろう。

「……うん。そっか。そうだね」

　塔子が首肯し、肩の力を抜いて笑った。

「なら、安心だ。正直これから先のことを思うと、不安で押し潰されそうになるけど……なんだろう。君があまりに変わらないから、私だけビクビクしてるのが馬鹿らしくなってきちゃった！」

　塔とう子こが「よし！」と気合いを入れて、立ちあがる。空元気かもしれないが、恐怖で萎縮しているよりはずっといい。

「……ていうかさ。凌りよう真まは恐こわくないのかい？」

「ん？」

「いや、不安に思ったりしないのかなって。魔獣とか、魔族とか」

　凌真の耳元に口を寄せ、ささやいた。

「リィンさんが話してた、この世界のこととか。なんかあからさまにやばそうじゃない？　そんな世界を変えるだなんて、生半可じゃなさそうだけど」

「……。ああ」

　魔族の力がどの程度かは不明だが、置かれている状況からして人間側は圧倒的に不利。パワーバランスは魔族側に傾ききっているだろう。

　だが。否いや、だからこそ──

「やり応えのある『依頼』だな」

　──面白い。

　既に安定している世界の平穏を保ち続けるのではなく、傾ききったバランスを調整し、失われた平穏を取り戻す。

　それこそ、調整者バランサーにふさわしい仕事だ。

「わ、笑ってる……」

　塔子が引いた。凌真は我に返り、両手で頬ほおをぱんっと叩たたいた。

「……っと、すまない。ワクワクしすぎて、つい冷静さを失いかけてしまった」

「ワクワク!?　ビクビクじゃなくって!?　君のメンタルどうなってるの!?」

　塔子が鋭いツッコミを入れてくる。どうやらすっかりいつもの調子と余裕を取り戻したようだ。彼女自身の精神力メンタルも、中々どうして悪くなかった。

「まぁ、そういうところが頼もしいんだけどね」

　塔子が呟つぶやき、照れ臭そうに頬を掻かく。

　その背後、視界の端で何かが蠢うごめくのを捉え、凌真は瞬時に身体からだを緊張させた。しかし、鋭い視線を向けた先に敵影はない。

　あるのは一本の木だ。

　苔こけのような緑が繁茂した樹じゆ皮ひに覆われている、赤い果実をつけた広葉樹。木肌の凹凸やしわが、どことなく人の顔に見えるのは気のせいか。

　眼めのごとくぽっかり空いた暗い空洞の奥から、こちらに注ぐ視線のような気配を感じ、凌真は瞳を細めた。

「塔子」

「うん？　なんだい、凌真──ひゃっ!?」

　華きや奢しやな腰へと右手を回し、引き寄せる。息がかかるほど近くに寄った塔とう子この顔が、赤く染まった。

「ちょっ!?　だ、だめだよ、そんなっ！　二人きりだからって──」

「まずい。逃げるぞ」

「へ？」

　耳元でささやきかけるや否いなや、草原を離脱したときと同じく左手を膝裏に入れ、呆ほうける塔子の身体からだを抱きあげた。走り出す。

「は、はぁ!?　逃げるって、何から──ひっ!?」

　凌りよう真まの背後に目を向けた塔子が悲鳴を漏らし、絶句した。

　分厚いコンバットブーツの靴底で不安定な地面を踏みしめて駆けつつ、凌真もちらりと後ろを確認する。

　そこでは空洞に赤い光を灯ともした例の木が根を蠢うごめかせ、長い枝を腕のように伸ばしながら猛然と追いかけてきていた。
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「な、何あれ！　トレント!?」

「……『トレント』とはなんだ？」

「ゴブリンと同じ、ファンタジーではお馴な染じみな木の化け物さっ！」

　塔子が凌真の首に両腕を回し、ぎゅうっとしがみついてくる。

　地面の凹凸や柔らかい土、木々の根や石に足を取られないよう注意しながら走りつつ、凌真は「──ほう？」と興味を示した。

「なら、やはり魔獣か。小鬼の次は動く木……面白い！」

「お、面白いって……本当、君のメンタルどうなってるの!?」

「うるさい、口を閉じていろ。舌を噛かむ」

　告げると同時に身体を傾け、背後から伸ばされた枝を回避する。五つに枝分かれした手のような枝先が凌真の傍かたわらを掠かすめ、木の幹を掴つかんだ。

　樹じゆ皮ひに五本の指が食い込み、直径四十センチはあろうかという太い木がべきりとひしゃげる。恐ろしい握力だ。捕まれば、まとめて握り潰されかねない。

　凌真は走る方向を変え、続けざまに伸ばされてきたもう一本の腕も躱かわすと、視界の端で今一度、魔獣トレントの姿形を確かめた。

（腕のような枝は二本か。リーチは十メートル前後で、関節は四──）

　木を放した右腕が再び凌真たちへ伸ばされ、器用に折れ曲がりながら木々の隙間を縫うように迫り来る。

　凌りよう真まは頭上から叩たたきつけられてきた右腕、間髪入れず振るわれた左腕を避よけると、

（存外、足も速いな……振りきれるか？）

　蛸たこのように蠢うごめく根から視線を前方へと戻し、地を蹴る足に力を込めた。

　逃げるのではなく迎え撃ち、応戦する手も浮かんだのだが、護衛対象の塔とう子こを危険な目に遭わせるわけにはいかない。

　しかも、相手は木の化け物である。

　ゴブリンのような人型とは違い、どこが急所か不明だし、どうすれば倒せるのかも皆目わからなかった。少なくとも、丸腰で立ち向かえる相手ではない。

　リィンには『動くな』と言われたが、止やむを得えない判断だ。

「……っ！」

　トレントに背を向けたまま、地面を蹴りつけて跳ぶ。

　高さ五メートルほど、小さな崖のようになった段差から飛び降り、着地。横よこ薙なぎに空を掻かく魔獣の腕を仰ぎ見ながら膝を折り曲げ衝撃を殺すと、バネを利用して疾駆した。

　腕の中の塔子に問いかける。

「どうだ、多少は距離が開いたか？」

「ううん、全然！　あっ、やばい……またっ……」

「くっ!?」

　襲い来るトレントの魔手をギリギリで避け、凌真は額に汗を滲にじませた。

（……よわったな）

　凌真とてスタミナは無限ではない。常に背後へ気を払いながらの疾走、腕に人間一人を抱え、足場が不安定な森の中を駆け抜けるのは体力の消耗も激しい。

　対するトレントは『木』だ。体力という概念があるのかどうかさえも怪しく、このまま鬼ごっこを続ければ、追い込まれるのも時間の問題。

　何か、打開策を打つ必要がある──と。凌真が周囲に視線を走らせ、活路を探っていたときだった。

「む？」

　行く手に人の集団が見え、目を凝らす。

　凌真たちと同じゲームの参加者か、梢しよう蔭いん高校の制服を着た男女や私服姿の人々がざっと十人以上。寄り集まって密集し、森の中を探索していた。

　先頭に立つ斧おのを手にした作業服の男が、近づいてくる凌真たちとその背後──枝と根を蠢かせて迫る木の化け物を見て、ぎょっとする。

「うおおお!?　な、なんだありゃ！」

「き、木が……動いてる!?」

「きゃあああ!?　やだ、こっち来ないでよっ！　あっち行ってえええ！」

　一瞬でパニックに陥り、うろたえる人々。反面、凌りよう真まは冷静だった。冷徹かつ冷酷に、状況を分析し──

（……悪いが、既に手遅れだ。巻き込んでしまい、すまない……この幸運は、ありがたく利用させてもらうぞ？）

　瞬時に判断を下すと、進路を変更することなく突っ込んで、慌てふためく彼らの近くを行き過ぎる。

　偶然森で出会った人々に厄介な魔獣を押しつけ、その隙に逃げ果おおせる──というのが、凌真の選んだ道だった。葛藤や逡しゆん巡じゆんは、ない。裏社会の人間である凌真には、他者の命を踏み潰しながらでも進む覚悟が備わっている。

「ぎゃっ!?　う、うわああああああ！」

　横ざまに振るわれてきたトレントの腕が先頭に立つ男の身体からだを掻かっさらい、高々と持ちあげた。握った斧おのを取り落とし、男が抵抗しようともがく。

　その光景を横目に見つつ、凌真は塔とう子この身体を抱え直すと、早急にこの場を離れようとした。だが直後、




「なぎやんっ！　とーこ！」




　聞き覚えのある声が耳じ朶だを打ち、凌真の足がピタリと止まる。

　見れば集団の最後尾、パーカーのフードを被かぶった[image: ]つじ村むらが手にした鉈なたをぶんぶんと振り、凌真たちに呼びかけてきていた。傍かたわらには彼女の友人、釘くぎ山やまの姿もある。

「!?　あっ……」

　釘山はすっかり怯おびえきった様子で、[image: ]村の片腕にしがみついていたが、遅れて凌真たちの存在に気がつくと、目を見開いた。見たところ、大きな怪け我がなどはなさそうだ。

「真ま理り花か!?　し、紫し織おりまで……」

　塔子が凌真の腕から降りて、二人の元へ駆け寄ろうとする。

「よ、良かったぁ。無事だったん──」

「ぐぎ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　断末魔。トレントの手に捕まった男の身体が、レモンを搾るように骨ごと握り潰され、鮮血と臓物の雨を降らせた。ひしゃげた骸むくろが地面に落ちる。

　犠牲者の血で赤黒く染まった掌てのひらが開かれるのを見て、凌真は叫んだ。

「避よけろ、[image: ]村！」

「……っ!?」

　次なる獲物に狙いを定めた血ち塗まみれの手が、[image: ]村へと伸ばされる。[image: ]村は反応できない。呆ぼう然ぜんと固まったまま、迫り来る魔手に為なす術すべもなく──

「真ま理り花かっ！」

　捕らわれかけた瞬間。硬直する[image: ]つじ村むらの身体からだを、釘くぎ山やまが突き飛ばして退どかせた。

　[image: ]村が「きゃっ!?」と地面に倒れ込む。彼女が面をあげる頃には、友をかばって魔獣の手にさらわれた釘山の両足が、地表を離れていた。蒼そう白はくな顔面が悲壮に歪ゆがめられる。

「に、逃げ……」

「しおりんっ、いやああああああ！」

　[image: ]村が絶叫し、身体を起こした。鉈なたを振りあげ、逃げるのではなく幼なじみを取り戻すべく駆け出そうとする。パーカーのフードが脱げ、ポニーテールが揺れた。

「絶対、死んでも助け──」




「いいから逃げろ」




　──ぽんっ、と。凌りよう真まは擦れ違いざま、左手で[image: ]村の頭を叩たたき、

「釘山は、俺が助ける」

「……え？」

　告げると同時。右手で鉈の刃やいばを掴つかむと、呆ほうける[image: ]村の手からするりと奪い取る。そしてそのまま振ふり被かぶり、躊ちゆう躇ちよなくぶん投げた。

　縦方向に回転しながら飛ひ翔しようした鉈の刃が、トレントの幹──赤い光を宿す窪くぼみの一つに吸い込まれ、突き刺さる。トレントの動きが止まった。

（[image: ]村と釘山は、塔とう子こが親しくしている友人だ。見捨てて逃げることはできない）

　地を蹴り、敵を目がけて走る。

　二人は護衛の対象ではないが、その存在が塔子に与える影響は大きく、凌真にとっても他人ではない。無事に会えたら可能な限り救うと、最初から決めていた。

　だから凌真は塔子を残し、素早く駆け戻ったのだ。

（……木の化け物、か）

　肉薄の途中、血の海から男が取り落とした斧おのを拾いあげ、黒い革手袋が嵌はめられた両手で握る。柄の長さはおよそ一メートル、重量は二キロほど。

　得物の具合を確かめつつ、跳んだ。

（どうしたら殺せるのかは、わからない……が）

　瞳を細める。狙うのは枝。釘山の身体を捕らえ、今にも握り潰そうとしているトレントの右腕だ。凌真は空中で斧を振り被り、

「──所詮、木だ」

　全力で振り下ろす。瞬間、落雷じみた破砕音と共に枝がへし折れ、木の化け物の片腕が一撃で、半ばから切り落とされた。
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　木の欠片かけらと、血液じみた紅あかい樹じゆ液えきが宙に散る。断ち切られた枝の先、釘くぎ山やまが「あっ」と小さく声を漏らすのを凌りよう真まは聞いた。

「[image: ]つじ村むら！」

　鋭い声を飛ばしながら着地し、枝が地面に落下するより速く地を蹴る。

　直後、薙なぎ振るわれてくるトレントの左腕。

　凌真は腕と地面の間にできた人がギリギリ這はって通れるくらいの隙間へスライディングして滑り抜け、

「釘山を連れ、遠くへ逃げろ！」

　先ほどまでいた森の奥を示した。そこでは、木の陰から顔を覗のぞかせた塔とう子こが手を振っており、今にもこちらへ走り寄ってきそうな様子でそわそわしている。

「この木は──」

　凌真は薙がれた腕を躱かわすや否いなや、勢いを殺さないまま疾走し、両手で斧おのを構え直しつつトレントの背後に回り込んだ。そして一気に肉薄すると、

「俺が、引き受ける」

　大人が腕を広げて抱えきれるかどうかという太い幹に、斧の刃やいばを振るう。

　分厚い樹じゆ皮ひを砕き割る、確かな手応えがした。大木が揺れて傾き、魔獣の動揺を顕あらわすように葉がざわざわと音を奏でた。

「さて」

　凌真はコンバットブーツの靴底で幹を蹴りつけ、刃が埋まりきるほどに深くめり込んだ斧を引き抜きながら呟つぶやいた。

「どう殺そうか」

　瞬間、足元でトレントの根がのたうつと、獲物に食らいつく蛇の群れを思わせる動きで襲いかかってくる。凌真はすぐさま距離を取り、根の範囲外へ逃れた。

　根が蠢うごめき、トレントの幹が回転。片かた眼めに鉈なたを突き立てられた魔獣の赤々と燃える光が、敵意を以もつて凌真を捉える。

（……よし。これで、ひとまず注意は引きつけられた。後は──）

「しおりん！　待ってて、すぐ助けるからねっ」

　[image: ]村が釘山の元に駆け寄り、魔獣の手から友人の身体からだを抜け出させようとした。

　しかし魔獣の指は切り離された後も釘山の身体を掴つかんだまま放さず、[image: ]村自身の焦りもあってか、救出に手間取っている。すると、

「て、手伝うよ！」

　ジャージ姿の男が走り寄り、[image: ]つじ村むらに手を貸した。この状況で、逃げずに残っている者がいたことに凌りよう真まは驚く。

「こ、これごと運んでいこう！」

　年齢は十代後半から二十代前半。小柄で気が弱そうに見えるが、判断は悪くない。釘くぎ山やまの身体からだを捕らえた枝ごと、ずるずると引きずりながら、凌真にうなずきかけてくる。

　あの様子なら、たぶん問題ないだろう。

　凌真は思わぬ助すけっ人との男性にうなずき返すと、目の前のトレントに意識を集中させた。

　上空から振り下ろされてきた左腕を躱かわし、爪のごとく尖とがった五指が地面を抉えぐり取とるのを尻目に再度肉薄。

「ふっ！」

　幹ではなく根を狙い、斧おのの刃やいばを振り下ろす。紅あかい樹じゆ液えきの飛沫しぶきを散らして、長く太い根が切断された。触手のような根が蠢うごめき、のたうち回る。

　凌真は即座に飛とび退のいて、反撃しようと群がってくる根を避よけた。

（この魔獣は『動く木』の化け物だ。木は通常、動かない。だからこそ根が発達し、このような変化を遂げているんだろう。なら──）

　脚の役割を果たす根さえ潰すことができれば、動くことは不可能。動けない木は、ただの木だ。

（まず自由を奪う。命を奪う方法は、その後ゆっくり試してみればいい）

　殺やり方を定めてからは、簡単だった。

　一撃離脱。根を一本切断したらすぐさま斧を引いて退どき、鞭むちのように暴れ回っては槍やりのごとく突き出されてくる根の猛攻を、丁寧に回避する。

　撒まき散ちらされる紅い樹液も、浴びないよう気をつけた。毒が含まれているかもしれないからだが、仮に無毒であったとしても《抹殺者プレイヤー》たる凌真の身体には標的の返り血を浴びない動きが染みついている。

「……っ！」

　背後の死角から伸ばされてきた腕を躱して、五本目の根を切り落としたとき。トレントがバランスを崩し、ぐらついた。

　それを好機と捉えた凌真は退くのではなく、連続で攻勢に出る。

　足をあげ、コンバットブーツの靴底で、トレントの眼めに突き立てられた鉈なたの柄を蹴り、ぐりっと奥まで押し込んだのだ。衝撃で木が震え、葉がひらひらと舞い落ちた。トレントの巨体が、傾かしぐ。

　──が、倒れはしない。地に着いた根でかろうじて踏み留とどまると、浮いた根を蠢かせ、凌真を絡め取ろうと伸ばした。瞬間、

「倒れろ」

　トレントの顔、ちょうど鼻っ柱の辺りに全体重を乗せた凌りよう真まの両足が叩たたき込こまれる。

　地面に突かれた斧おのを支えに、繰り出されたドロップキック。樹じゆ皮ひが砕けて凹くぼみ、大木がついに倒れた。

　彼方かなたから塔とう子この声援が届く。

「凌真っ！　やっちゃえ、いっけええええええ！」

　応えるように凌真は攻めた。のたくりながら空を掻かく根を一本、二本、三本、四本……と立て続けに刎はねる。横倒しになったおかげか、根の動きは凌真を狙うというよりもがくのに近いがむしゃらなもので、対処は容易だった。凌真が根を掻かい潜くぐり、斧を振るうたび紅あかい樹じゆ液えきと切り飛ばされた根が宙を舞う。

　そうしてあらかた太い根を削そぐと、凌真は頭上から自分の身体からだを叩たたき潰つぶそうと振り下ろされてきた握り拳を躱かわし、

「これで──」

　岩石めいた魔獣の拳打が大地を揺さぶり、穿うがつのを背に疾駆。高々と振ふり被かぶった斧で、残る魔獣の左腕を根元近くから断ち切った。

　紅い樹液に塗まみれた斧を担いでトレントの顔を見下ろし、問いかける。

「──終わり、か？」

　窪くぼんだ眼がん窩かに赤い光を宿す魔獣からの返答は、ない。

　反撃もなかった。両腕の枝を失い、根の大半を奪われた木の化け物に抵抗する術すべはもうないようだ。凌真はやや拍子抜けする。

「ああ、そうか。終わりなのか……ふんっ」

　鼻を鳴らして、呟つぶやいた。担いでいた斧をゆっくり持ちあげ、

「残念だ」

　トレントの顔を目がけて振り下ろす。動く木の怪物も、こうなってしまえばただの樹木と相違ない。闘いの最中、心を昂たかぶらせかけていた熱が急速に冷めていくのを感じつつ、凌真は嘆く。

（もう少し、愉たのしめるかと思ったんだが。存外、呆あつ気けなかったな）

　そして再び斧を持ちあげると、太い幹が完全に断ち切れるまで淡々と、刃やいばを振り下ろし続けた。
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「──凌真！」

　遠くへ避難していた塔子が、慌ただしく駆け戻ってくる。切り倒されたトレントを眺め、おずおずと訊きいてきた。

「た、斃たおした……のかい？」

「ああ。恐らくな」

　答え、足元の魔獣を見やる。大人が腕を広げて抱えきれるかどうかという太い幹は物の見事に真っ二つ、断面から溢あふれる紅あかい樹じゆ液えきが血ち溜だまりのように広がっていた。

　窪くぼみに灯ともる赤い光は消えており、枝や根が蠢うごめく気配もない。

「だが、油断はできん。何せ、相手は得体が知れない化け物だ……念のため、離れておく方がいいだろう」

「……だね」

　片手に斧おのを引きずりながら、空いた手で塔とう子こを促し、遠ざかる。そこへ──

「え、ええっと、なぎやん……だよね？」

　[image: ]つじ村むらが近づいてきて、おっかなびっくり確認してきた。後ろには釘くぎ山やまの姿もあったが、二人とも表情は固く緊張したままだ。凌りよう真まは眉をひそめ、応える。

「そうだが。俺以外に見えるか？」

「や、別に見えないんだけどさ。なんていうか、こう……」

「うん。恐ろしいよね！」

　言いい淀よどんでいる[image: ]村に代わって、塔子が明るく言葉を継いだ。これ見よがしに嘆息し、うんうんと首肯する。

「わかる、わかるよぉ。たった一人であんな怪物に挑んで、あっさり斃しちゃうとか……どう考えても『普通』じゃないし。つい、警戒しちゃうよね」

「…………」

「でも、大丈夫。心配は無用だよっ！」

　閉口する凌真の背中をバシッと叩たたき、塔子がふん反り返った。八重歯を覗のぞかせて笑み、凌真のことをまじまじ見つめる友人たちに対し、はっきりと言い放つ。

「凌真は、私の……いや『私たち』の頼れる護衛だからね。彼が一緒にいる限り、どんな脅威が襲ってきても絶対に守ってくれる。だろ、凌真？」

「……。いや──」

　自分が必ず守ると誓った相手は塔子であって、[image: ]村や釘山ではない。そう口にしかけて呑のみ込こみ、凌真はうなずいた。

「ああ。もちろんだとも」

　塔子にとって、[image: ]村や釘山は大切な友人である。亡くした場合の精神的ダメージは計り知れない。だからこそ、凌真も塔子の傍そばを離れてまでトレントに殺されかけた二人を助けようとしたのだ。

「護衛……ああ、そうでした。だから、あんなにお強いんですね」

　釘山が納得し、強こわ張ばらせていた表情を和らげる。一方、[image: ]村はというと──

「や、違うから！　なぎやんが怖いとか、そういうんじゃないからっ！」

　慌てた様子で否定し、パタパタと両手を振った。凌りよう真まから視線を逸そらし、ポニーテールの毛先を弄いじくりながらもじもじとする。

「ただ、ちょっとびっくりしたっていうか？　なんか普段と雰囲気違くて、心強くて……ふ、不覚にも──」

「ときめいちゃった？」

「そう、ときめいて……って、違うし！」

　からかう塔とう子こに[image: ]つじ村むらが声を裏返らせ、わめいた。釘くぎ山やまが苦笑する。

「俗に言う『吊つり橋ばし効果』というやつですか。まぁ、わからなくもありませんけど」

「紫し織おりまで!?」

　再会できた喜びや安あん堵どの気持ちが入り混じっているのか、やたらとテンションが高い。凌真は姦かしましい会話を続ける女子三人から視線を外し、別の人物へと移した。

「……う、うわぁ。ハーレムだ。いいなぁ……」

　一歩離れたところから、凌真たちのやり取りを傍ぼう観かんする小柄な男。釘山を助け出すのに手を貸してくれた、見ず知らずの男性である。

　短く切られた黒髪に上下黒のトレーニングウェア、黄色いランニングシューズを履いている。

「先ほどは、ありがとうございます。助かりました」

　凌真は男へ歩み寄り、頭を下げた。男が「えっ」と声を出し、慌てたように言う。

「あ、ああ……いいよ、全然。目の前で美少女がピンチに陥ってたら助けるし、普通に。男だったらわかんないけど、美少女だもん。助ける助ける！」

「……。はぁ」

　冗談なのか本気なのか、判断が難しい。風変わりな男性だった。

「ま、まぁ実際のところ、助けたのは僕じゃなくて、君だけど……いやぁ、すごいよね。斧おのだけで、トレントをやっつけるだなんて……そりゃあ、惚ほれるよ！」

　トレント。塔子いわくファンタジーではお馴な染じみの怪物らしいから、男が名前を知っていてもなんら不思議ではないのだが、その物言いや纏まとう気配には違和感がある。

　凌真はひとまず彼が何者なのか探ろうと、口を開いた。

「あんた、名前は──」




〈ぴん、ぽん、ぱん、ぽぉおおおん！〉




　──と、そのとき。凌真の問いを遮るように声が届く。耳からではなく頭の中に直接、まるで念話のように。

〈あー、あー。もしもし聞こえてる？　聞こえてるかな、玩具おもちやのみんな？　偉くて可愛かわいいゲームマスター、ルエル・クルーエルさまだよぉ～〉

　嗜し虐ぎやくと嘲弄、悪意がたっぷり含まれた甘ったるい声音。咄とつ嗟さに周囲を見回すが、ルエルらしき影はない。

　[image: ]つじ村むらが「ひゃっ!?」と驚き、釘くぎ山やまに抱きついていた。塔とう子こもビクッと身体からだを跳ねさせ、眼がん前ぜんの男性が表情を引きしめる。空気が一気に張り詰めた。

〈これはゲームのアナウンス。スタートから、二時間が経たちました。ゲーム開始時、五百十九人いた参加者は──現在、二百七十四人です……って、おいおい！　ちょっとぉ～、減りすぎじゃない？　わざわざ異世界から連れて来たのに、弱すぎて拍子抜けだよ〉

　きゃははははははと、不快な嗤わらいが頭に響く。

　ルエルのアナウンスによれば、既に半数近くの者が死亡してしまったらしい。その中に[image: ]村や釘山が含まれなかったことを、今はただ幸運に思った。

〈ゲームは残り二十二時間。これから時間が経つにつれ、やばい魔獣が『追加』されてく予定なんだけど……この調子じゃあ、すぐに全滅しちゃいそう！〉

　しれっと聞き逃せない情報が伝えられ、凌りよう真まは双そう眸ぼうを細める。ゴブリンもトレントも、魔獣の中ではまだ弱い部類というわけか。

　凌真の身体が、ぶるりと震えた。

〈……ってことで、優しいルエルさまからのお助け。そう、ヘルプ！　ボクら魔族がお前たち人間にくれてやるのは絶望だけ、なんだけど……この世界には最初から、お前たちがいた世界にはないものがあるんだ。それは──〉

　──《魔ま素そ》だよと告げ、ルエルは笑う。笑う気配が、した。

〈大気中に充みち満みちているエネルギー。エンドベイルに棲すむ《精霊》が生み出してる魔素は、体内へ取り込まれることにより変質し……《魔力》となって蓄えられる〉

　魔素、精霊、魔力。そのうち最初の『魔素』に関しては、リィンの話にも少しだけ登場していたことを思い出す。

〈その魔力を消費して、想い描いた幻想を現実のものにするのが《魔法》だよ。燃え盛る火を想おもい浮かべれば火が灯ともせるし、溢あふれる水を想おもい描えがけば掌てのひらから水が湧き出る……まぁ、条件はあるんだけどねぇ～〉

「!?　魔法っ！」

　塔子が歓声をあげ、両手を叩たたいた。ファンタジー系の創作物には疎い凌真でも、魔法はさすがに知っている。科学では説明できない、超自然的な力。

「幻想を現実に……」

　それだけ聞くと万能に思えるが、後に続いた『条件』が気になる。一体どんなものなのだろうか。続くルエルの説明を待ち、凌真がワクワクしていると──

〈──はいっ、ヘルプ終了！〉

　碌ろくな説明もなく、早々に助言ヘルプが打ち切られてしまった。

〈とりあえず、これだけわかれば充分でしょ～。あれこれ細かく説明してあげるのも面倒臭いし。使えなければ死ぬだけだもんね、うん、何も問題ナッシング！〉

　相変わらずひどい。リィンの話の後に聞くと、ルエルたち魔族がいかに人間を下に見ているかがひしひしと伝わってくる。

〈まぁ、せいぜい頑張りなぁ？　お前らが足あ掻がく姿も愉たのしいからね、きゃはは！　以上、全体アナウンス終了！　ばいばい、みんな……生きてたら、また会おうねぇ～？〉

　捨て科白ぜりふを吐くと、一方的に話を終わらせる。それきりルエルの声は聞こえず、静寂が戻った。凌りよう真まは緊張を解く。

「……やれやれ。不親切なヘルプだったな。仮にもゲームマスターを名乗っているなら、もう少し丁寧な進行を心がけてほしいものだが」




「おいコラ。ボクに向かってダメ出しするなよ、下等生物。ミンチにしちゃうぞ？」




　耳元から聞こえる凶暴な甘い声。瞬間、凌真は背後を振り向きながら斧おのを薙なぎ振るい、飛とび退のいていた。

　淡いパステルグリーンのもふもふとした柔らかいボディが、刃やいばをぼふんっと跳ね返す。黒いつぶらな瞳が二つ、無機質に凌真を捉えた。怖おぞ気けが走る。

　ルエル・クルーエル。アナウンスが終わった直後、なんの気配も予兆もなく突如として凌真の背後に現れた魔族は、愉しそうに「きゃはは！」と笑い、

「なぁんて、もちろん冗談冗談！　捻ひねり潰しに来たわけじゃないから、安心しろよ人間。ボクはご褒美をあげにきたんだ……初しよっ端ぱなから、その魔獣《エルダートレント》を斃たおしてみせたお前にね？」

　両手を挙げると、斧を構えて臨戦態勢の凌真と──凌真が屠ほふった魔獣トレントを見ながら悠々と告げてきた。





＊＊＊






「……ご褒美」

　ルエルの言葉を復唱し、眉根を寄せる。

　安心しろと言われても、嗤わらいながら絶望を贈るような相手だ。素直に緊張を解くはずもなかった。

　むしろより警戒を強める凌真に、ルエルが殺気を放つ。

「おいおい人間、安心しろって言っただろ？　魔ボ族クの命令コトバが──なぁんてねっ！　これも冗談、きゃはははは！」

　素す手でで心臓を鷲わし掴づかみされたような戦慄。

　その『懐かしい感覚』はルエルが笑った瞬間、跡形もなく消し去られたが、凌りよう真まの背筋には大量の冷や汗が浮いていた。片足が無意識に半歩後ろへ退いている。

　それは、目の前の脅威から逃れるためか。或あるいは、対たい峙じした敵に飛びかかる予備動作のためか。いずれにせよ──

「最初から放たれている魔獣の中でも、このエルダートレントはだいぶ厄介……運悪く、出遭った人間はご愁傷様！　な奴やつだったんだけどねぇ」

　のんびりと言いながら、ルエルがトレントへ歩み寄っていった。

　この場にいるのが凌真だけならともかく、今は塔とう子こや[image: ]つじ村むら、釘くぎ山やまといった守るべき対象もいる。下手にルエルを刺激して彼女たちの身を危険に晒さらすわけにもいかず、凌真はただ大人しく相手の挙動を注視した。

「斃たおされちゃったかぁ……って感じ！　やるじゃん、お前」

　ルエルがトレントから赤い果実をもぎ、放り投げてくる。凌真はスッと身体からだをずらして避よけた。林りん檎ごに似た丸い果実が、ころころ転がる。

「……いや、避けるなよ。受け取れよ」

「遠慮しておく。害があるかもしれないからな」

「用心深い奴だなぁ。害とかないし、美お味いしいよそれ。魔ま素そをたっぷり含んでる、豊潤な甘い果物だ」

「それをわざわざ教えに来た、と？」

「きゃはっ、まさか！」

　尋ねる凌真に、ルエルが肩をすくめて笑う。

　ここに現れてからずっと、ルエルの意識は凌真一人に向けられていた。

　固唾を呑のんで見守る塔子や、身を寄せ合って怯おびえる[image: ]村と釘山、敵意を滲にじませ緊張する男には目もくれず、

「ボクが教えに来てあげたのは、もっと有益なことだよ」

　凌真を見つめ、言い放つ。

「魔法に関する追加『ヘルプ』さ」

「……ほう？」

「説明だけじゃ不充分かと思ってね。特別に見せてやる。魔法っていうのはぁ──」

　ルエルが両手を腰の辺りに当てて、むんっと身体を反らせた。

　鋭くも丸っこい牙が並んだ口部分、その前の空間に突如ビー玉サイズの紅あかい球体が生み出される。赤や橙だいだい、いくつもの色が混ざり合って煌こう々こうと輝くそれは火球だ。

　さながら極小の太陽。ルエルが大きく口を開けると、火球は中へ吸い込まれ、




「──燃え盛る吐息フアイアブレス」




　次の瞬間。吐息と共にルエルの口から吐き出された凄すさまじい炎が、灼しやく熱ねつの颶ぐ風ふうとなってほとばしり、一直線に宙を奔はしった。

「ぐっ!?」

　凌りよう真まにできたのは、両腕で顔をかばいながら飛とび退すさることだけ。ほんの数メートル脇を炎の渦が過ぎ、熱風が肌を焼く。

　炎はトレントの骸むくろを焼き払いつつ森を吹き抜け、進路上にある全てのものを紅ぐ蓮れんの中に呑のみ込こんだ。轟ごう々ごうと、火が燃えあがる。

　そして火炎が吹き過ぎた後、振り返ってみれば、森が抉られていた。

　木も草も花も──何もかもが一瞬で灰も残さず燃やし尽くされ、遥はるか彼方かなたまで黒い焦土のみが広がっている。

　わずかな残り火さえもなく、直撃を受けたトレントの骸は跡形もなく消きえ失うせていた。文字通り『焼失』している。

　余波だけで軽い火傷やけどを負った凌真の肌が、ひりっと疼うずいた。

「理わ解かってもらえたかな？　これが、魔法だよ」

　目を見開いて硬直している凌真に話しかけ、この災さい禍かを引き起こした恐るべき存在が、満足げに息を吐く。

「今の実演で残りの果実と、不運な人ゴ間ミがいっぱい蒸発しちゃったっぽいけど……うん、どうでもいいね！　ご褒美はこれでおしまい。じゃあ、ばいばい」

「待て」

　言い捨てるなり背を向けて立ち去ろうとするルエルを呼び止め、凌真は訊きいた。




「一つ質問がある。このゲームのクリア条件は『生き延びること』だと話していたが──俺が今この瞬間に運営者であるお前を殺したら、ゲームは終わるのか？」




「──[image: ]？　なんだって？」

　ルエルが振り向く。その全身から暴力的な気配が溢あふれ出だして膨らみ、凌真へ叩たたきつけられた。灼熱の颶風に呑み込まれるような錯覚が、凌真を襲う。

　常人ならそれだけで理性を消し飛ばされかねない殺気の塊に当てられて尚なお、凌真は正面からルエルを見据え、続けた。

「冗談だ」

「……………………」

　沈黙。その間、凌りよう真まに向けられているルエルの殺気は濃さを増し、鷲わし掴づかみにした心臓を握り潰さんとするように強まっていく。やがて、

「きゃはっ！」

　今にも弾はじけようとしたとき、ルエルが笑った。重圧が消え、空気が和らぐ。

「面白い冗談だねぇ～。そんな幻想、魔法でも現実にはできそうにないけど。ボクを殺したらゲームが終わる、かぁ。う～ん……」

　わざとらしく腕組みをして悩んだ後、両手を挙げた。

「わかんないっ！　でも終わるのはゲームじゃなく、お前の命だと思うよぉ～、うん……以上、スペシャルヘルプ終了。惨むごたらしく死ね、クソ生意気なゴミ虫が！」

　最後に罵倒を吐き捨てて、ルエルの姿が掻かき消きえる。魔法による空間転移テレポートのようなものだろうか。周囲の気配を探ってみるが、それらしきものはない。

　現れるのも一瞬なら、去るときも一瞬だ。

（……。つい熱くなったな）

　嘆息し、弛し緩かんする。火傷やけどした片かた頬ほおを撫なで、瞼まぶたを閉じた。

（不要な挑発だった。己自身の『衝動』に負け、守るべき者を危険に晒さらしかけるとは……あるまじき失態だ）

　突然連れて来られた異世界、はじめられた過酷なゲーム、襲い来る魔獣との戦闘、魔王を斃たおして終末異世界デイストピアを救う壮大なミッション、目の当たりにした魔族の力に、魔法という未知なる奇き蹟せき。平穏で退屈だった世界が一変して以降、立て続けにもたらされる刺激が、凌真の平静を狂わせる。

　──『期待』してしまうのだ。

　硝子がらすのように澄んだ冷気が肌を突き刺す一昨年おととしの冬。凌真が『彼女』と出会ったときに味わわされたような、極上の戦慄スリルを──

「ナギヒラリョーマ！」

　過去の追憶に沈みかけた凌真の意識を、鋭い声が引き戻した。

　瞼を開く。

「やっと見つけた……かと思ったら、なんだよこりゃあ？　あたしがちょっと目を離した隙に何をやらかしたんだ、あんたは!?」

　赤茶色の髪と瞳をした女性、リィンが凌真の元にずんずん近づいてきて、焦土と化した森を指差しながらわめいた。

〈目立ちすぎるな〉

　ついでに釘くぎを刺すように、頭の中へ直接叩たたき込こまれてくる言葉。凌真は「ああ……」と目を逸そらしつつ、怒るリィンに事情を話す。

「はぐれてしまったことは、すまない……色々あったんだ。リィンと別れ、塔とう子こと二人になった後、木の化け物に──」

「リ、リィンちゃん！」

　そこへ男が割り込んできた。呼びかけられたリィンが驚き、男の名前を口にする。

「シン……」

「知り合いなのか？」

「……。ああ」

　男と視線を絡ませてから、リィンは応えた。

〈あたしの『仲間』さ〉

　リィンの、仲間。それが意味するところを理解し、凌りよう真まはシンと呼ばれた男を眺める。地面に転がるトレントの実を拾いあげながら、シンが苦笑した。

「な、なんだ……もう顔見知りだったんだね。なら、話は早い……かな」

　そう言って放られた赤い果実を、凌真は避よけることなく受け取る。

　瞬間、頭の中に声が届いた。表の気弱な印象とは違う、凜りんとした強い声音が。




〈レジスタンスの、シン・ヘイズだよ。よろしくね？〉
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　魔族に支配された終末異世界デイストピア、エンドベイル。

　事情を知らない[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまのために、リィンから改めて伝えられたこの世界と彼女たちレジスタンスが置かれた現状は、かなり厳しいものだった。

　かつて《エバーグレイス》と呼ばれた頃の世界人口は、およそ五十億人。対する魔族の総数は五百万程度だが、そのたった五百万の魔族にエバーグレイスの人々は為なす術すべもなく侵略され、蹂じゆう躙りんされて、降伏を余儀なくされたのだ。

　そして現在、エンドベイルと名を変えられた世界に棲すむ人々の数はおよそ二十億。

　そのうち魔族の支配を逃れて暮らすリィンたちのような人間は極少数で、魔族に反旗をひるがえそうとする者に至っては百万人にも満たないらしい。

〈……ただ、勝算がないわけじゃないんだ〉

　先導して森を進みながら、感情を押し殺すような声音でリィンは続ける。

〈同じ、反体制派──現魔王への反逆を目もく論ろむ者は、魔族の中にも少なからずいるから。奴やつらの力をうまく借りることができれば、きっと……実際、あたしたちがこうしてゲームに潜り込めたのも、運営側に『協力者』がいてくれたからだし〉

　曰いわく、今回のゲームに参加しているレジスタンスの人間は各スタート地点に一人ずつ、リィンとシンを含めて五人。あらかじめ用意された異世界の装束を着て、協力者の魔族が召喚のタイミングと同時に《空間転移》魔法を発動することにより、凌りよう真またち異世界人の中に紛まぎれ込んだのだという。

　後はそのまま各々が見定めた者と共に生き延び、クリア後、協力者の魔族がうまく身柄を預かる流れになっているようだった。

（……なるほど）

　一通りの話を聞き終え、凌真はうなずく。

　ひとまず『ゲームをクリアする』という当面の目標に変わりはないが、本来ならば絶望で塞がれていたはずの未来に、微かすかな希望と突破口が見えただけでも上々だろう。

　加えてこの森は、以前リィンたちレジスタンスの潜伏場所として利用されていたらしい場所。土地勘がある現地ガイドのような存在は、単純にありがたい。

「え、ええっと……」

　リィンが話し終わった後も皆が沈黙し続けていると、最後尾を歩くシンが恐る恐る口を開いた。その両手には、凌真がトレントを倒すのに使用した斧おのが握られている。

「と、とりあえず、あれかな。これは、お互い仲良く手を取り合うってことで、いい……のかな？」

「ああ。俺は、そのつもりだが」

「ん……私も大丈夫だよ」

　凌真の傍かたわら、塔とう子こが迷いなく同意した。

「先のことはよくわかんないけど、まずはゲームで生き残らなくちゃならないもんねぇ。ここで協力しないなんていう選択肢はない、だろう？」

「……だな」

　未知なる世界や魔獣の脅威に慌てふためいていた塔子だが、心配していた[image: ]つじ村むらや釘くぎ山やまが無事だったこともあってか、だいぶ余裕が取り戻されていた。

　桃と林りん檎ごを足して二で割ったような赤い果物、凌真が譲り渡したトレントの実にかぶりつき、目を丸くする。

「うわっ、甘ぁ！　めちゃくちゃ美お味いしいじゃないか、これ……あ、二人も食べる？」

　そして前方を歩く友人たちに、食べかけの果物を勧めた。[image: ]村と釘山がゆっくりと振り返る。二人とも、死人のような顔色をしていた。

「なぎやん、とーこ……」

　平常の無駄な元気はどこへやら、[image: ]村が消え入りそうな声で言う。

「よく平気でいられるね？」

「……本当ですよ」

　凌りよう真またちを見つめる釘くぎ山やまの瞳も昏くらく、精気が抜け落ちていた。

「……絶望的じゃないですか。私たち、魔獣から逃げるだけでもいっぱいいっぱいだったんですよ？　というか凪なぎ平ひらさんに助けてもらわなければ、二人とも死んでましたし。全然まったく、クリアできる気が……」

「じゃあ、やめときな」

　釘山の弱気な発言を切り捨てたのは、先頭を歩くリィンだ。肩越しに後ろを振り向き、赤茶色の目を鋭く細める。

「足手まといはいらないからね。遊びで来てるわけじゃないんだ……あたしとしてもこれ以上、余計な荷物を抱え込みたくはない」

「これ以上？　その『お荷物』は私のことかな？」

　リィンの言葉を聞いた塔とう子こが、首を傾かしげて問いかけた。口調こそ穏やかだったが、声音には隠しきれない棘とげや苛いら立だちが含まれている。

　リィンが歩みを止めた。身体からだごと振り返り、応える。

「訊きくまでもないだろう？」

「…………」

　リィンと塔子が睨にらみ合あい、不穏な空気が漂った。[image: ]つじ村むらと釘山が身を縮こまらせる。凌真は溜ため息いきを吐つき、仲裁に入ろうとした。

「まぁまぁまぁ！」

　瞬間、ぶつかり合うリィンと塔子の視線を遮るように身体を滑り込ませたのは、彼女と同じレジスタンスのシンだ。

　リィンと対たい峙じし、塔子をかばうようにしながら、

「あ、足手まといとか荷物とか……そんな言い方良くないよ、リィンちゃん。仲間割れは良くない。僕たちが争う相手は別にいるんだから、さ？」

「…………」

「それに、単なる足手まといじゃないとも思う」

　強い口調で言い放ち、シンが背後の[image: ]村と釘山に視線を移す。

「君が来る前、目の前で友達が死にかけたとき、二人は逃げるんじゃなく……互いに助け合おうとしていた。その勇気を賞賛したい。彼女たちは、僕が見定めた仲間だ」

「シ、シンさん……」

「──なんて。かっこいいことを言ったら、僕もリョーマくんみたいに女の子からモテるかなって」

「……シンさん」

　小声でぼそりと付け足すシンに、[image: ]村が呆あきれた。塔子が「私のフォローはないの？」とぼやき、物欲しそうに凌真を見やる。凌真は塔子の頭に手を置き、言った。

「荷物なら、俺が背負うから大丈夫だぞ」

「……。荷物は否定しないんだ」

「なんなら、まとめて背負うしな？」

　唇を尖とがらせている塔とう子こは無視して[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまのことも示すと、リィンがようやく雰囲気を和らげる。

「……ふんっ。まぁ、あんたたちがそう言うんだったら、いいけど」

　呟つぶやいてから前を向き、歩きはじめた。

「ただ『守られ続けている』だけじゃ、仲間としては認められない。だから、力をつけてもらうよ」

「力……何、特訓でもするの？」

　塔子の問いに、リィンが「みたいなものだ」と答えた直後、視界が開ける。

　リィンの先導で辿たどり着ついたのは、小さな湖だった。青みを帯びた美しい水面みなもが陽ひの光を反射して、キラキラと輝いている。水源があり、拠点を張るにはもってこいの場所だが、今のところ凌りよう真またち以外の人影はない。魔獣の気配もしなかった。

　静せい謐ひつな湖を背に振り返り、リィンは告げる。

「新たな魔獣が追加されるには、まだしばらく時間があるはず……その間、ここで魔法を試してみよう」
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〈魔法とは『幻想を現象として引き起こし、現実にする』御み業わざだ〉

　草花が生い茂った湖の畔ほとり。凌真たちは冷たい水で渇いた喉を潤しながら、リィンからの説明を聞いていた。

〈火を熾おこしたり、風を生んだり……こんな風に頭の中へ直接、言葉やその言語が持つ意味を翻訳して届けたり。引き起こす現象を明確に『イメージ』することができれば、魔法で実現できないことはない〉

　水面に映る自分の顔、火傷やけどを負った頬ほおに手を当て、凌真はルエルが放ってみせた魔法を想起する。浴びたもの全てを燃やし尽くす灼しやく熱ねつの風。

　想像力次第では、あんな天災じみた炎さえ、生み出すことができるのか。

〈ただ、制約もある。まず第一に、魔法を使うためには魔力がなければならない。大気中の魔ま素そが呼吸などで体内に取り込まれ、変質したものが魔力だ。基本的に引き起こされる現象が大規模なほど、そしてその現象が現実にはあり得ないものであるほど、多くの魔力を消費する〉

　凌真は水面から顔をあげ、宙空を見つめてみるが、捉えられるものはなかった。

　隣では塔とう子こが両腕を広げ、空気中の魔ま素そを取り込むように深呼吸している。

〈第二に魔素は無属性だが、魔力には属性がある。火・水・土・風・氷・雷・光・闇……など。各々の体質で、性質が決まるわけだね。火属性なら火の魔法といった具合に、魔法の種類が狭められるのさ。稀まれに二つ以上の属性を持つ者もいるんだが、大抵は一つだけ。魔力の属性と違う属性の魔法を使うことは、できない〉

（……ふむ？）

　四大元素や陰いん陽よう五行のようなものなのだろうか。眉をひそめる凌りよう真まと違い、塔子はうんうんとしきりにうなずいていた。ゴブリンやトレント同様、これもまたファンタジーではお約束なのかもしれない。

〈第三に、魔法で創り出されたものは長く世界に留とどまることができない。留まらせるには想像し続ける必要があり、その間、魔力を消耗し続ける……魔力がなくなれば消えるし、集中が途切れるだけでも霧散する。儚はかないもんさ〉

　あくまで現象、ひとときの幻ゆ想め。

　しかし、その幻想はわずかな時間だけでも現実となり、爪痕を残す。森を焼き尽くして抉えぐった、ルエルの炎のように。

〈──と、まぁ説明はこれくらいかな〉

　岩に腰かけながら湖を眺めていたリィンが立ちあがり、凌真たちを見回す。

〈習うより慣れろ。早速、実践といこうか……まずは魔力の属性を探りつつ、イメージを練りあげること。それが炎なら色や揺らめき、勢いから熱さまではっきり想おもい描えがけるまでね。言っとくが、中途半端な想像じゃ現実にはならないよ？〉

　挑戦的に口端を歪ゆがませ、リィンが笑った。

〈あたしたちこの世界で生まれ育った人間も、魔法がちゃんと使えるようになるには相応の時間がかかる。異世界人のお手並み拝見、といこうか〉
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「──其そは光。熱く眩まばゆく煌こう々こうと、猛たけり輝く剿そう滅めつの灯ともしび」

　瞼まぶたを閉じた塔子の口から、仰々しい言葉が紡ぎ出される。

《詠唱》と呼ばれるそれは脳内にイメージを想起させ、放つ魔法の幻想をより鮮明に描くための呪文だ。

「汝なんじ、流星のごとく宙を奔はしりて、標的を撃て──」

　詠唱を続けつつ眼がん前ぜんの湖に右みぎ掌てを向け、塔子がカッと目を見開いた。叫ぶ。

「天翔る光弾アロウレイ！」

　瞬間、かざされた塔子の掌てのひらから白い光がほとばしり、

　次の瞬間には消きえ失うせていた。最も近い距離から光を浴びた塔とう子こが両手で目元を覆い、悶もだえる。

「ぎゃあああ!?　目が、目がぁっ！」

「…………」

　凌りよう真まは塔子の魔法が『失敗』に終わったことを認めると、自らの作業に戻った。塔子がふざけるのをやめ、頬ほおを膨らませてむくれる。

「って、凌真。ちょっとは心配してよ。護衛だろ？」

「……。あの程度の光を浴びたところで、失明のリスクなどないだろう。まるでカメラのフラッシュじゃないか」

　凌真は溜ため息いきを吐つき、黒い革手袋が外された手をひらひら振った。

「というか。なんだ、今の詠唱は……引き起こされた現象のしょぼさはともかく、やたら立派で、堂に入っているように見えたが」

「しょぼいとか言うな！」

　目を吊つりあげて怒った後、塔子が恥ずかしそうに頬を掻かく。

「アニメの真ま似ねだよ。魔法はオタクの憧れだからね。いつか私も使ってみたいなぁって、普段から妄想し続けていたんだ。君ならわかってくれるだろう、紫し織おり？」

「ええ、まぁ」

　塔子に同意を求められた釘くぎ山やまがうなずき、傍そばで「うーうー」唸うなりながら目を閉じている[image: ]つじ村むらへ右手を向けた。

「気持ちはわかりますよ。ただ──」

「うー。後少し！　もうちょっとで、イメージが……」

「穿ち貫く水弾アクアブレツト！」

　銃の形に構えられた釘山の手、その人差し指の先辺りからぴゅっと水が発射され、[image: ]村の横っ面に浴びせかけられる。[image: ]村が「冷たっ」と悲鳴をあげた。

　水がぽたぽた滴る指先を見て、釘山が微妙な表情になる。

「実際、しょぼい……ですよね。これ、果たして役に立つんでしょうか？　魔獣から身を守るのに」

「立たないだろうな」

「立たないね」

　凌真とリィンの反応が重なった。リィンは岩に腰かけながら、凌真たちが魔法の習得に励む様子を眺め、念話で助言をくれている。

〈けど、筋はいい。最初のうちはちっぽけな火や一滴の水くらいでも生み出せれば上出来だから。今はまだ実用性がなくっても、修練を重ねていけば……後々『化ける』可能性は充分あると思うよ。トーコもシオリも、マリカもね〉

「しおりん、喰くらえ！　ビリビリぃ！」

　釘くぎ山やまから水鉄砲をもらった[image: ]つじ村むらが釘山の手に触れ、お返しの魔法──恐らくは静電気のようなものを浴びせた。釘山が「痛っ」と悲鳴をあげる。

　凌りよう真またちが魔法の実践をスタートしてから、およそ三十分。

　塔とう子こは光で釘山は水、[image: ]村は雷……と、皆それぞれ自身の魔力属性を把握し、些さ細さいではあるものの、なんらかの『現象』を引き起こすことに成功していた。そんな中、

〈問題は──〉

　水鉄砲ＶＳ静電気で戦いはじめる[image: ]村たちから視線を外し、リィンが凌真のことを見つめた。赤茶色の瞳には、少しだけ失望の色がある。

〈リョーマ。まだわからないのか？〉

「…………」

　尋ねかけてくるリィンに応えず目を閉じて、凌真は脳裏に様々なイメージを描いた。

　燃える火、滴り落ちる水、硬く角張った石、吹き抜ける風、滲にじみ出だす昏くらい影──だが、そうして想おもい浮かべられた幻想が現実になる気配は、やはり一向にない。

　凌真は未いまだ自身の魔力が持つ属性すらわからずにいる。そして属性がわからなければ、どんな魔法が扱えるのかも不明のままだ。

「あれあれぇ？」

　顔をしかめる凌真の耳元で、塔子がにやにや笑いながらささやく。

「私の魔法を『カメラのフラッシュ』なんて馬鹿にしてきたくせに、君はそれすら起こせないのかい、凌真？　しょぼいねぇ」

〈……。リィン、他に使える魔法はないのか〉

　人差し指で頬ほおをつんつん突いてくる塔子を無視し、凌真はリィンに問いかけた。

　念話。声を発さず言葉を直接、脳内へ届ける魔法だ。距離や対象の数に応じて難易度が変わるが、基本的には自分の想いが相手に『届く』イメージを描けば届く。

　これは無属性に分類される種類の魔法で、属性によらず使える魔法の一つらしい。

　魔法の修練をはじめるにあたり、リィンから最初に教えられたのが、この意思疎通魔法だった。正直、これだけでもかなり便利だ。

　魔族の目を気にすることなく会話ができるし、戦闘中のコミュニケーションなどにも、幅広く応用できる。

〈おーい？　無視するなよぅ〉

　ただし魔力を消費するため、無駄な使用は控えるべきだろう。凌真は塔子のくだらない念話を聞き流しつつ、リィンからの返答を待つ。

〈無属性なら、そうだねぇ……やっぱり《身体強化》かな〉

　リィンが岩から腰をあげ、軽く身体からだの筋を伸ばした。

　念話は他の面々にも届けられているのか、凌りよう真まの頬ほおを引っ張っていた塔とう子こが手を止め、[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまが喧けん嘩かを止やめる。

　リィンが今しがた腰かけていた岩を見下ろし、深呼吸した。

〈──想像イメージするんだ。呼吸によって体内へ取り込まれた魔力が、血管の中を流れる血液のように全身を巡る様子を。そしてその流れが強化したい部位に集まり、筋力や肉体強度が高められていく感覚を〉

「ふむ……」

　中国武術における『内気功』に似た感覚だろうか。あれも体内の『気』を操ることで、肉体強化や治癒の促進、解毒を行うとされる技術だ。半ばオカルトではあるが、イメージの参考程度にはなるかもしれない。

　などと思考しながら、凌真はリィンが右腕を引いて構える様を注視する。

〈そう。例えば拳を鋼鉄みたいに硬くして、腕周りの筋力を引きあげてやれば──〉

　瞬間、叩たたきつけられた拳が轟ごう音おんと共に岩を砕き割り、破壊した。傷一つない拳を払い、リィンが得意げな表情をする。

〈こんな風に、素す手でで岩を叩たたき割わることも可能だ〉

「……おー。すごい」

「見事だな」

　地面に半ば埋もれた岩はそれなりに巨大だが、リィンの拳を受けた位置から真っ二つに割れ、細かな破片を飛び散らせていた。

　もし普通に拳を叩きつけたら、砕けるのは岩じゃなく拳の方だろう。

「あっ、できた。なんだ、意外と簡単なんだなー。魔法って！」

　この光景を観みているかもしれない魔族に向けてか、リィンはわざとらしく呟つぶやくと、砕き割られた岩に手を添えて笑った。

〈……まぁ、これでも加減はしているんだけどね。元の膂りよ力りよくはさほど重要じゃない。要はどれだけはっきりと自分の『強さ』を想おもい描えがけるか。砕けるのは拳じゃなく、岩の方だと信じ込めるかさ。簡単なようでいて、中々──〉




　──グォオオオオオオオオオ、と。




　突如、凄すさまじい咆ほう哮こうがとどろく。次いで、折り重なる人々の絶叫。

　大気が震え、魔法という未知の技術に触れて浮かれ気味だった場の空気が、一気に張り詰めた。

　手放していた小剣を取り、リィンが森の彼方かなたを睨にらむ。

「!?　この声、まさか……」

　直後、地震のような揺れが襲った。低く獰どう猛もうな鳴き声とリズミカルな地響きが、急速に近づいてくる。

「う、うぎゃああああああ！　ごめん、た……助けてえええっ！」

　ほどなく湖を囲む森の中から飛び出してきたのは、食糧の調達や探索のため単独で行動していたシンと──

「グオオオオオオオオオォ！」

　そのシンを猛然と追いかける巨大な、全長十メートル以上はあろうかという蜥蜴とかげのような怪物だった。全身は暗灰色の鎧よろいじみた外殻に覆われ、逃げる獲物を喰くらおうと開かれた顎の縁には、犠牲者たちの血や肉片で赤黒く染まった牙が林立している。

「ド、ドラゴン!?」

〈ロックドラゴンだ！　助けろ？　冗談じゃない〉

　目を剥むく塔とう子こ。リィンが吐き捨て、切迫した声で叫んだ。

「死ぬ気で逃げるよ!?　じゃなきゃ全滅──」

「いや」

　叫ぶなり身をひるがえし、駆け出そうとするリィンに対し。凌りよう真まは迫り来る魔獣と向き合う形で相対すると、落ち着き払った態度で言い放つ。

「無理だ。もう間に合わん」

「ひいいいいいい！　死ぬ、死ぬううう！」

　たたずむ凌真の傍かたわらをシンが走り過ぎ、魔獣が目前に迫った。獲物を狙う紫黒色の眼めがシンから凌真に移り、炯けい々けいと光り輝く。

「グォオオオオオオオオオ！」

　魔獣が左前脚を振りあげ、大振りのナイフを五本束ねたような鋭い爪で、凌真の身体からだを引き裂こうとした。瞬間、

「殺やる、しか──」

　凌真は空いた懐に踏み込み、剥むき出だしの右拳を構える。リィンが『岩竜』と呼んでいた魔獣の身体は名前の通り、腹部まで隙間なく分厚い外殻に守られていた。

　それを砕き割る幻想イメージと共に、打ち込む。

「──ない！」

　轟ごう音おんが響いた。凌真の拳を受けた魔獣の外殻が砕け散り、壁のようにそびえ立った巨体が殴り飛ばされる。魔獣はリィンが破壊した岩の辺りに突っ込むと、苦しげに鳴きながらもがいた。

「……ふむ。なるほど……こんな感じか？　上出来だが、たまたまうまくいっただけなのかもしれん。後もう何発か、試させてもらうとしよう」

　無傷の拳を握り直し、倒れた相手に歩み寄っていく。魔獣が怯おびえるように鳴いた。

[image: ]

「ク、クオオォン……」

「……ねぇ、リィンちゃん。彼、人間……だよね？」

　凌りよう真まに魔獣をなすりつけたシンが、迷わず逃走を選ぼうとしたリィンに尋ねる。リィンは「うーん」と答えに迷い、

「だと思うけど。少なくとも『普通』の人間では、ないね」

　再び叩たたき込こまれた凌真の拳が、強きよう靱じんな外殻に覆われている魔獣の頭部を容易たやすく砕き割る光景を目の当たりにすると、畏れを滲にじませ呟つぶやいた。
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　人間の身体からだに犬の頭を持つ魔獣《コボルト》が吠ほえ、凌真に右手のナイフを突き出してくる。凌真は刃やいばを躱かわし、左へ踏み込むと、武器を握った魔獣の手首を掴つかみ、無理やり下ろさせた。そして身体を半回転させ、遠心力を加えて引っ張りながら、

「……ふんっ」

　腕の裏側に肘打ちを喰くらわせて折る。そうして無力化した魔獣の身体を盾として使い、背後から振り下ろされてきた剣を受けると、

「これで、三匹」

　武装解除のついでに奪い取ったナイフで、小剣を握るコボルトの頸けい動どう脈みやくを切り裂いた。さらにそのまま返す刃やいばで、腕を折ったコボルトの喉も裂く。鮮血がしぶいた。

「四匹」

　返り血すら浴びることなく躱かわしきり、二匹の魔獣が地面に倒れ伏したときには、凌りよう真まの視線は既に別の標的へと移されている。

「天翔る光弾アロウレイ！」

　湖の傍そば、手て斧おのを携え迫るコボルトに、塔とう子こが右手を向けて叫んだ。すると掌てのひらの中心から白い光が矢のように放たれ、コボルトの顔面を撃つ。

　コボルトが「キャウンッ!?」と鳴き、動きを止めた。しかし、ダメージはない。魔獣は光に驚いただけ。それでも、

「ふっ！」

　充分すぎる『隙』である。標的が復活するより速く、凌真は身体強化によってナイフを握る右腕や肩周りの筋力を引きあげると、思いきりぶん投げた。

　魔獣の血に塗まみれた刃が弾丸じみた速度で宙を飛び、遠く離れたコボルトの後頭部に突き刺さる。頭蓋骨を貫いて、深々と。

　衝撃で吹き飛ばされたコボルトが塔子の傍かたわらを過ぎ、湖に落下した。

「五匹。ひとまず、これで最後だな」

「……。ああ」

　赤く染まった小剣を振り、リィンがうなずく。彼女の周囲には切り倒されたコボルトが二匹、転がっていた。一匹は喉を切り裂かれ、一匹は胸を貫かれている。

　凌真とリィンの二人で合計七匹。他に魔獣の気配がないことを確かめてから、リィンが溜ため息いきをこぼした。

「あたしが二匹殺やってる間に、五匹か……つくづく凄すさまじいねぇ。まぁ、相変わらず他の魔法は使えないようだけど」

　凌真たちが湖に着き、魔法の修練を開始してから一時間ほどが経たつ。にもかかわらず、凌真が扱える魔法は未いまだ無属性のみ、魔力の属性も不明のままだった。

　身体強化や念話といった魔法は問題なく使えていることから才能がないわけではなく、リィン曰いわく、もしかすると凌真は魔力に属性がない──即すなわち『無』属性なのかもしれないらしい。

　稀まれではあるが、そういう体質の者も存在するようで、使える魔法が限られる反面、魔ま素そを魔力として溜ため込こむのが速いといった長所もあるという。

　今の状況下において、それはこの上なく大きなアドバンテージだ。

　なぜなら──

「とーこ!?　ちょっ、大丈夫？」

　焦ったような[image: ]つじ村むらの声。見れば塔とう子こがうずくまり、額を押さえていた。凌りよう真まは革手袋を外しつつ塔子の元へ近づいていき、しゃがみ込む。

「どうした、塔子？　体調でも悪いのか」

「い、いやぁ……なんだろ。立ちくらみが……あはは。貧血かなぁ？」

「……ふむ。熱は、ないみたいだが」

（魔力切れだね。体内の魔力が尽きかけてるサインだ）

　大粒の汗が滲にじんだ塔子の額に手を触れ、凌真が体温を確かめていると、リィンから説明が届いた。

〈魔力は大気中の魔ま素そが体内に取り込まれて作られるものだが、あんたたちがいた世界に魔素は存在しなかったんだろ？　元々、きっと充分な量じゃない〉

　──そう。凌真たちがいた地球には魔素がなく、蓄えられはじめたのはエンドベイルにやって来てから。蓄えられる魔力の量や速度は個々人によるのだが、充じゆう溢いつに必要な時間は平均しておよそ一日。

　つまり、圧倒的に『足りない』のである。

「やっぱり普通の人間は、この辺りが限界っぽいねぇ。魔力的にも魔法の完成度的にも。一旦、練習は打ち止めにしようか」

「……っ！」

　リィンの言葉を聞いた塔子が、悔しそうに顔を歪ゆがめた。ふらつきながらも立ちあがり、拳を握りしめてみせる。

「だ、大丈夫だよ。まだいける！　ようやくコツが掴つかめてきたんだ、だから──」

「やめておけ」

　息巻く塔子の握り拳に手を触れて下げさせ、たしなめた。

「無理するな。確かに上達はしている。先ほど魔獣を撃った魔法も、目め眩くらましとしてある程度使えるものではあったしな。ただ、別になくても問題はなかった」

「む……」

　塔子が放った光の矢はコボルトの足を止めたが、仮に魔法がなかったとしても、凌真が投とう擲てきしたナイフは充分間に合っていたはずだ。

　またコボルトとの戦闘で、凌真が魔法の力を借りたのは、あの瞬間だけだった。魔法の助けもほとんど必要としない凌真に、どうして他人の助けがいるだろう。

「……むうう。それは……そう、だろうけどさぁ」

　塔子がむくれ、唇を尖とがらせた。

「私だって──」

「お前たちは、大人しく守られていろ」

　凌真はうつむく塔子の頭に手を置き、彼女が口にしかけた想おもいを遮って言う。

「その方が殺りやすい」

「…………」

　黙り込む塔とう子こ。それに対し、[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまは顔を見合わせ、

「わぁ。なぎやんってば、頼もしー」

「私たち、目め眩くらましすらできませんからね……」

　はやし立てたり嘆息したりと、各々の反応を見せていた。そこへ──

「お、おーい！」

　シンから声がかけられる。

「みんなお待たせ、準備できたよ」

　魔獣の迎撃を凌りよう真またちに任せ、離れた場所で一人せっせと作業していたシンが、立派な肉の塊を両手で頭上に掲げながら笑った。

　凌真が倒した岩竜、ロックドラゴンのものである。

「……魔力は大切だけど、体力も大事だし」

　湖こ畔はんには石を組んで作ったかまどが用意され、魔獣肉の他にも森で採取された木の実や果物などの食べ物が、食器代わりの外殻に盛りつけられていた。

　そこでようやく思い出したように、昼休みから何も食べていない塔子たちの腹がぐぅっと鳴る。

「とりあえず、これで腹ごしらえをしようか」
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　湖の水で綺き麗れいに洗い、乾かされた岩竜の外殻。そこに平べったい岩の上で焼かれた肉を取り、冷ましてから手て掴づかみで口へと運んだ。

　味わいは牛に似ている。脂が少なくあっさりした赤身の肉で、変な臭みや癖もないため食べやすかった。おまけに硬い外殻で守られているためか、ロックドラゴンという名前に似合わぬ柔らかい肉質だ。

　塩などの味つけがなくても、充分食べられる味だろう。

「……美う味まいな」

「うん、美お味いしい！」

「美味しい、です」

「うまー」

　各自最初に短い感想を漏らしてからは、無駄に会話を弾ませることもせず、黙々と食事を続けた。この世界に来て初めて口にする異世界のもの、せっかくならもう少しゆっくり味わいたいところだが、今は状況が状況である。

　こうしている間もいつまた魔獣が襲ってくるかわからず、凌りよう真まは作業のようにナイフで肉を切り分けては焼き、焼いては皆の皿に運んで、迅速な栄養補給を行った。

「げっ……私、内臓系だめなんだけど？」

「食え」

「い、いやぁ。私は普通のお肉だけでも──」

「好き嫌いなどしている場合か。内臓は栄養価が高い。不ま味ずくても、ちゃんと食え」

「……。はぁい」

　凌真に注意された塔とう子こが渋々ながら指示に従い、肝臓らしき肉片を口へと運ぶ。

　凌真は塔子の護衛兼お世話係、依頼主の竜りゆう玄げんからは『好き嫌いをなくさせるように』との命令も受けていた。

　塔子は好き嫌いが多くわがままで、平常時は達成困難なミッションだったが、この状況ならと、凌真は多めに内臓を追加していく。




〈そういえば、新たな魔獣はいつ追加されるんだ？〉




　そして食事を続けつつ、見張りに立ってくれているリィンとシンへ念話で問いかけた。新しくコボルトの小剣を手にしたリィンが頭上を仰ぎ、応える。

〈……あんたたちの世界基準で言うと、六時間ごとに一回。ゲームは二十四時間だから、全部で三回のタイミングがある。最初の追加は、もう少しだろうね〉

　天に輝く二つの陽ひ。リィンはその傾き具合で時間を計っているようだったが、凌真たちにはもっと正確な確認手段があった。

　スマートフォンだ。相変わらず圏外だが時計はちゃんと生きており、時刻は現在十八時五十四分。ゲーム開始が十四時二十七分だったから、魔獣追加までにはまだ九十分ほど、猶予があることになる。

〈魔族の奴やつも言っていたけど、単純に数が増えるだけじゃない……終盤になればなるほど厄介な魔獣が追加されていくから、こうしてのんびりしていられるのも今のうちだけかもしれないね？〉

　──まぁ、そのときは、あたしも本気を出させてもらうけど。最後にそう付け足して、リィンが不敵な笑みを浮かべた。

　木の枝や葉を燃料にして、かまどの中で燃えあがる炎。その火種となったのは、リィンが人差し指の先に灯ともしたライターほどの火だ。

　リィンの魔法は火属性。正体が露見しないよう力を抑えているのだが、シン曰いわくリィンはレジスタンスの中でも指折りの実力者であり、とりわけ魔法の腕に関しては天賦の才を誇るのだという。

〈ほう……それは、頼もしい限りだな〉

　今はまだなんとかなっているものの、魔獣の強さが増したとき、凌りよう真ま一人で非戦闘員の塔とう子こたち全員を守り抜けるかどうかは正直なところ怪しい。

　そういう意味で、リィンやシンのように戦い慣れした者が一緒にいてくれるというのは頼もしかった。燃え爆はぜる火の温あたたかさを感じつつ、凌真は粛々と内臓を焼く。

「……。あのさぁ、凌真」

　肉を冷ましている間、木の実を摘つまんでいた塔子が、取り皿の外殻にこんもり盛られた内臓と石の上で焼かれている内臓を指差し、抗議した。

「さっきから、内モ臓ツばっかり焼きすぎなんだよ！　もっとバランス良く、お肉を追加してくれないかなぁ!?」
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　その後、凌真たちに続いてリィンとシンも無事食事を終えると、時刻は十九時半過ぎになっていた。魔獣が追加されるまで、およそ一時間。

　断続的な人々の悲鳴や魔獣の鳴き声が響いていた森も、今は不気味なほど静まり返り、湖には嵐の前の静けさを思わせる穏やかなひとときが流れている。

　魔獣もコボルト以来、ほとんど現れていない。

　束つかの間まの安寧。間もなく迎えるであろう新たな局面に備え、皆が身体からだを休めている中、凌真は起きあがり、丸めて枕代わりにしていたブレザーを羽織った。

　湖の水で顔を洗っていた塔子が、怪け訝げんな目を向けてくる。

「……凌真？　どこへ行くんだい？」

「少し『狩り』に出てくる」

「狩り、だって？」

　岩に腰かけ、武器の手入れをしながら、リィンが眉をひそめた。凌真は「ああ」と短く応え、両手に黒い革手袋を嵌はめる。

「魔獣狩りだよ。新たな魔獣が追加される前に、今いる魔獣の頭数をできるだけ減らしておくんだ。やはり集団戦は避けたいからな」

　一度に戦う魔獣の数が増えれば、それだけ塔子たちを守りきるのが困難になる。

　ゴブリンやコボルトも、凌真にとっては別段大した相手ではないが、塔子たちには立派な脅威。潰すに越したことはなかった。

「え？　け、けど、護衛の君がいなくなったら……」

「この状況なら問題ないと判断をした。仮に魔獣が現れたとしても、リィンやシンだけで充分対処が可能なはずだ。そうだろう？」

「まぁ、それぐらいはね」

　リィンがうなずく。一方、シンは不安げだ。

「え、ええ……大丈夫かな？　ゴブリンとかコボルト程度の魔獣だったら問題ないだろうけど、僕が探索中に出遭った奴やつみたいなのは、さすがに──」

「情けないこと言ってんじゃないよ」

　リィンが吐き捨て、シンを睨にらんだ。シンの傍かたわら、身を寄せ合って眠る[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまに目を向け、立ちあがる。

「それでもあたしの仲間か、あんたは……平気さ、リョーマ。あんたの連れはあたしたちに任せろ。魔獣の数を減らしておきたいっていうのも、同感だしね」

「……ああ。助かる」

　シンの態度が気がかりではあるが、一応はリィンと同じレジスタンスの人間だ。魔族の注目を集めないよう、気弱なふりをしているだけかもしれないし、最低限の実力くらいはあるだろう。

　凌りよう真まはそう納得すると、森へ向かって歩きはじめた。

「──リョーマ」

　その背に、リィンの声がかけられる。

「あまりやりすぎるなよ？」

「……わかっている」

　リィンを振り返らないまま、凌真は応えた。わざわざ釘くぎを刺されなくとも、全力を出すつもりなどない。魔法の使用は最低限に留とどめ、消耗は最小限に抑える。でなければ、いざというとき守れないからだ。

　とはいえ──

（多少の『慣らし』は必要だろう）

　守るべき対象、塔とう子こたちというある種の『枷かせ』が外れた凌真は軽やかに走り出し、数多あまたの魔獣が待ち受ける森の奥へと踏み込んでいった。
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　森を流れる川の畔ほとりは、濃密な死の気配で満たされている。飛び散った赤黒い血が草木を汚し、喰くい千切られた肉体や内臓の欠片かけらが散らばっていた。

　生きているのは一匹だけだ。この惨劇を作り出したと思おぼしき黒い獣──大型犬を一回り大きくしたような、狼おおかみに似た未知なる魔獣。

　ただ『狩る』ことにのみ特化した肉体の構造と筋肉、鋭い爪が備えられた四肢は地面を蹴って躍動し、脆ぜい弱じやくな獲物の身体からだを瞬まばたきの間に引き裂くだろう。

　そして倒れた獲物の身体からだに覆おおい被かぶさり、発達した顎で喉笛を噛かみ千切って仕し留とめると、死体の腸はらわたをむさぼり喰くらう──魔獣は今まさに、そんな食事の真っ最中だった。

　と、ふいに魔獣の耳がピクンッと動く。獲物の腹から顔を持ちあげ、血のように赤い眼めを巡らせかけた、次の瞬間。

　木々の隙間を縫いながら矢のごとく飛来した小剣が、魔獣の頭部に突き立った。

　魔獣が甲高く鳴き、横殴りに吹っ飛ばされる。地面の上でしばし弱々しく痙けい攣れんした後、動かなくなった。

「……一撃。まるで狙撃だな、これは」

　凌りよう真まは川の対岸にある木立の奥から現れ出ると、双そう眸ぼうを細め、魔獣の頭部を物の見事に貫通している剣を見る。

　投げナイフがピストルだとすれば、この投げ小剣はライフルだ。魔法による筋力と視力の強化があって初めて実現できる技。

「正面からやり合えば、苦戦していた……かもしれないが」

　岩を足場に川を渡り、惨劇の場に降り立った。凌真が屠ほふった魔獣は体長二メートル強、こうして間近から観察すると、その巨大さや恐ろしさがよくわかる。

　ただの人間がこんな化け物に襲われてしまえば、ひとたまりもないだろう。川の畔ほとりには同じ梢しよう蔭いん高校の生徒らしき四人の男女が、無惨な亡なき骸がらとなって転がっていた。

　凌真は魔獣に腸を喰われていた男子を見下ろし、血ち溜だまりの中、投げ出された手の先に湾刀が落ちているのを見つけると、

「拝借するぞ」

　呟つぶやいてから拾いあげ、新しい武器にする。

　凌真が先ほど投とう擲てきしたのはここへ来る途中、狩り殺したゴブリンから手に入れたものだが、ゴブリンやコボルトなど人型の魔獣は基本的に群れで行動しており、数自体も多い。扱う得物に困らないのは良いことだった。

「……さて」

　十九時四十九分。残り三十分ほどだ。凌真はスマホで現時刻を確かめた後、仄ほのかに血の味がする水で喉を潤し、人と獣の死体が転がる川辺を後にする。

「次の標的を探すか」

　時間は限られていた。迷わないよう木に刃やいばで目印を刻みつけつつ森を駆け抜け、魔獣の姿と気配を探る。

「ギャギャギャ！」

　ゴブリンは、わかりやすい。甲高く耳障りな鳴き声が、離れていても聞こえてくるからだ。男を殺し、女を犯して愉たのしんでいた四匹のゴブリンを一匹残らず湾刀で斬り殺すと、新しい小剣に持ち替え、すぐさま次の標的へ。

「アオオオオオオォン！」

　コボルトは鼻が利くぶん、ゴブリンよりも不意打ちが仕掛けづらいが、身体能力自体はさほど変わらない。真っ正面から挑みかかっても、狩り殺すのは簡単だった。

「……。ふぅ」

　やがて最後に残ったコボルトの首を手刀で刎はね飛ばすと、噴き散らされる鮮血を避け、息を吐く。計九匹。遠とお吠ぼえにより集まってきたのか、かなりの数を一度に相手取ったが、危うい場面は一度もなかった。

　エンドベイルに来て初めてゴブリンを殺したときと同様、武器を奪い取りながら戦い、攻撃を躱かわしては叩たたき込こみ──プロの殺し屋として身体からだに染みついた動きを、ひたすら繰り返す。

　ただ唯一、決定的に違うのは、魔法による《身体強化》の有無だった。

　動体視力を高めれば敵の動きが止まって見えるし、玉鋼のごとき刃やいばをイメージした手刀を振るえば、素す手でで骨ごと身体を切断できる。爆発的な脚力は通常不可能な挙動を可能にし、十数メートル開いた距離を一瞬でゼロにした。

　魔力が限られているため乱用はできないが、ポイントを見極めて使えば、絶大な武器となる。だが、




「物足りないな」




　そう、足りない。凌りよう真ま自身の力ではなく、力を振るう対象の力が。

　ゴブリンもコボルトも、わざわざ魔法に頼るまでもなく『殺せる』相手だ。どうせ魔法を試すなら、もっと殺やりがいのある標的がいい。

　先ほど川辺で仕し留とめた黒い狼おおかみの魔獣でも、エルダートレントでも、ロックドラゴンでもなく、もっと──

　かつて凌真が元の世界で出遭った『彼女』や、凌真の前で圧倒的な力を誇示した魔族、ルエル・クルーエルのような。

　退屈で冷めきった心に、熱い戦慄と興奮をもたらしてくれるような脅威を。

「……まぁ、いいだろう」

　木々の切れ間から覗のぞく砕けた月から視線を逸そらし、走り出す。

　焦らなくともあと十数分で新しい、より凶悪な魔獣が追加されるはず。それまでに為なすべきことを為そうと決め、凌真は脚に力を込めると、

「ギャギャギャ！　ギャッ──」

「十八匹目」

　湖への帰路を辿たどる最中、出遭う魔獣を片っ端から淡々と殺し続けた。
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　計二十五匹のゴブリンと十九匹のコボルト、名称不明な黒い狼おおかみの魔獣を屠ほふった凌りよう真まは、使えそうな武器をいくつか携え、湖へと帰還する。

　右手に小剣、左手に鉈なた。懐やベルトにはナイフを数本、暗器として忍ばせていた。

　時刻は二十時十五分。十分前には湖に着き、万全の準備を整えてから、魔獣追加の瞬間を迎えられるだろう。

　──と、思っていたときだった。

「む？」

　行く手の地面に人らしきものが転がっているのを認め、眉をひそめる。

　上下黒のトレーニングウェアに、黄色いランニングシューズ。凌真の留守中、リィンと共に塔とう子こたちの護衛を任せていたはずの男、シンだった。

　頭を抱えてうずくまり、ガタガタと身を震わせている。凌真はすぐさま異常を察知し、問いかけた。

「シン。こんなところで、何をしている？　塔子たちはどうした？」

「!?　あっ……リョ、リョーマくん」

　ビクリと跳ねあげられたシンの顔は、左ひだり頬ほおが赤く腫れあがっている。黒い衣服は土つち埃ぼこりに塗まみれ、凌真を見あげる瞳には怯おびえの色が滲にじんでいた。

「あ、い、いや…………ごめん……そ、それが……その……」

「もういい。わかった」

　目を泳がせながらしどろもどろに答えるシンの言葉を遮ると、凌真は己自身の目で何があったのかを確かめるべく、湖に急ぐ。

　背後でシンが「あっ!?」と声をあげ、叫んだ。

「だ、だめだ、リョーマくん！　戻ったら、きっと君まで──」

「塔子！」




「きゃああああああっ!?」




　シンの制止に構わず湖へ戻った凌真を出迎えたのは、けたたましい悲鳴。

　こぼれんばかりに目を剥むいた塔子が、片手で胸元を隠しつつ、森の中から現れた凌真に人差し指を突きつけてくる。

「の、覗のぞき魔だ！　また覗き魔が出たぞおおお！」

「…………」

　凌りよう真まはすぐさま真顔に戻り、わめく塔とう子こをじっと眺めた。

　上半身は下着のみだが、下半身はスカートに靴下、靴までしっかりと身に着けており、残る衣服も傍かたわらの岩にかけられている。

　また、ハーフアップを解かれた濡ぬれ羽ば色いろの髪は微かすかに湿っているようだった。以上のことから状況を把握し、凌真はうなずく。

「──なるほど。水浴びをしていたんだな？　着替え中にすまない」

「いや、冷静かっ！」

　塔子がツッコミを入れ、溜ため息いきをこぼした。胸を隠していた手をどかし、大人びた黒い下着を恥ずかしげもなく晒さらしながら、ブラウスを着る。

「女子の着替えに遭遇したんだからさぁ、もっとこう……あるだろう、ねぇ？」

「俺もお前に言われたくはないが。もう少し恥じらいというものを覚えた方がいいんじゃないか、お嬢様」

　そう言って、他の面子メンツに視線を移した。

　釘くぎ山やまはブラウスのボタンを留とめかけたまま絶句して固まり、[image: ]つじ村むらは凌真に背中を向けて座り込み、リィンは耳まで真っ赤になって小剣を振りあげていた。

「……。一人、過剰に反応しているのがいるな」

　恐らくシンに『制裁』を加えたのも、彼女なのだろう。

　呆あきれる凌真に「や、やかましい！」と激げき昂こうし、リィンが小剣を下ろした。水洗いをし、よく乾かされたゴブリンの腰布で髪を拭く。

「……魔獣なのかと、思っただけだ」

「あれ、無事だったんだね、リョーマくん。てっきり君も、戦いばっかで男慣れしてない初う心ぶなリィンちゃんの過剰防衛反応オーバーリアクシヨンに──げふぅ!?」

「黙れ」

　凌真の後からのこのこと現れてきたシンの顔面に、リィンが石を投げつけた。水浴び中に覗のぞきを行い、痛い目に遭うシンの様子が容易たやすく想像できる。

「──で。俺が出払っている間、何か目立った出来事はあったか？」

　緊張感に欠ける空気を引きしめるように、凌真は低い声で尋ねた。リィンが「いや」と首を振る。

「ないね、なんにも。平和なもんさ。魔獣はおろか、他の人間がここを訪れてくることもなかったし」

「……そうか。やはり皆、森に身を潜ませているのだろうな。或あるいはゲームの舞台となるフィールドが、思ったよりも広いのか」

「あれじゃない？　最初広くて、だんだん狭くなってく……みたいな？」

　凌真が漏らした一言に[image: ]村が反応し、髪を結わえながら続けた。

「あたしがよくやるサバイバル系のスマホゲーだと、そんな感じのルールが一般的だよ。時間が経たつにつれて狭まっていくから、最後の方は生き残るのがむずいんだよねー」

〈そうなのか？〉

　両手で銃を撃つ真ま似ねをする[image: ]つじ村むらから、リィンに目を向けて訊きく。リィンが同じく念話で応えた。

〈さぁ、どうだろう……あたしたちも、そこまで詳しいルールを教えられているわけじゃないんだ。元々この《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》は毎回ゲームマスターの裁量や気分次第でルールが大幅に変更されたり、追加されたりするからね〉

「……ふむ」

　つまり[image: ]村が予想する展開も、あり得なくはないのか。その場合、最悪『次』でここがフィールドから外れ、拠点を移す必要に迫られるかもしれない。

　いずれにせよ、ゲームのルールが運営次第でいくらでも変わる可能性があるというのは厄介だ。

　まずは果たしてリィンの言う通り、魔獣の追加がされるのかどうか。

〈──皆さん。もうそろそろですよ〉

　塔とう子この髪を編んでやっていた釘くぎ山やまがスマホで時刻を確認し、報しらせる。凌りよう真まの体内時計では現在、二十時二十六分。

　釘山と[image: ]村が互いの手を握り合い、斧おのを担ぎ直したシンが二人を守れるような位置へと移動した。リィンが小剣を取り、塔子が心を落ち着けるように深呼吸する。凌真は無言で沈みかけている二つの陽ひを睨にらんだ。

　二十時二十七分。




〈ぴん、ぽん、ぱん、ぽぉおおおん！〉




　ルエルのアナウンスが届く。相変わらず気の抜ける、効果音の真ま似ね事ごとと共に。

〈やっほぉ、みんなぁ～。久しぶりだね？　お・ま・た・せぇ～、偉くて可愛かわいくて最強なゲームマスター、ルエル・クルーエルさまだよぉ～〉
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〈──さてさて。ゲームスタートから六時間、四分の一が終わりましたが……現在、生き残っている参加者は百九十五人！　前回が二百七十四人だったから、これまた結構減ったなぁ～。弱っ！　異世界人、やっぱり弱ぁ！〉

　きゃはははははは、とルエルが嗤わらった。

〈けど、思ったよりは減ってない……かな？　まぁ、舞台が広くて隠れる場所もたくさんあるし、魔獣の数もそこまで多くないからね。ここまでは『レベル１』ってところかな？　ここからは『レベル２』──〉

　頭の中に響くルエルの声が低くなり、不穏な色を纏まといはじめる。




〈お前たちが逃げ回る匣庭フイールドの範囲を狭くし、新たな『敵』をどどんっと追加しちゃいまぁあああっす！〉




　敵というのは魔獣のことだろう。やはり、リィンの情報通り。さらに[image: ]つじ村むらがしてみせた予想も、物の見事に的中していた。

　ルエルが言い放つと同時、何もなかった空間に格子状の青い光が現れる。

　光は遥はるか雲の上まで天高く伸びあがり、円形に広がって、檻おりのように周囲を取り囲んでいた。あれがこれから狭められるのだろう。

　見たところ、現時点での広さは大体二十平方キロメートルくらいか。

　凌りよう真またちが拠点としている湖の場所は真ん中寄りのため、ひとまず範囲外となる心配はなさそうだった。

（問題は、新しく追加される魔獣の方……だが）

〈尚なお、どういうものが、どれだけ放たれるかは『秘密』！　そこはほら、出遭ってからのお楽しみってことで〉

（……まぁ、教えてはくれないか。せめて、数くらいは知りたかったな）

　とはいえ、魔獣に関する知識なら現地人であるリィンやシンが持ち合わせているため、さほど心配いらないかもしれない。

　それこそ、リィンたちにとってもまったく未知の魔獣が現れてこない限りは。

〈以上、全体アナウンス終了！〉

「終わりか。よし」

　リィンがうなずく。概おおむね想定通りだと安あん堵どしているようだった。だが直後、




〈──ここからは、個別アナウンスだよ〉




　脳裏に響く声。遠く彼方かなたで縮みはじめた光の檻を眺めやりながら、新たな魔獣の襲来に備えて動き出そうとしていた凌真は、ピタリと停止する。

〈ボクの声が聞こえている『お前』……そう、お前に向けた言葉だよ〉

　どうやらこのルエルの言葉は、凌真一人に届けられているらしい。周囲の気配を探ってみるが、それらしきものはなかった。

〈トレントを倒した後も、随分活躍してるじゃないか？　ゴブリンを虐殺し、コボルトを鏖おう殺さつし、ロックドラゴンやブラックワーグなんていう、トレントよりも厄介な──ボクがお前のためにこっそり追加してやった魔獣も、サクッと殺やりやがってさぁ〉

「……ん」

　ブラックワーグというのは、凌りよう真まが森の川辺で見かけた黒い狼おおかみのような魔獣か。

　またシンが出遭ったロックドラゴンも、言われてみれば、ゴブリンやコボルトに比べて明らかに凶悪だった気がする。

　しかし、あれが『追加分』なのだとしたら正直、拍子抜けだった。

〈──物足りない〉

　凌真の心中を代弁するかのように言い、ルエルは続ける。

〈お前、そうぼやいてたよな？〉

　ゴブリンやコボルトを狩り、ブラックワーグも一撃で屠ほふって。凌真がぼそりと漏らした一言を、ルエルはきっと聞いていたのだ。

〈それから、こうもほざいてた……よなぁ？〉

　ルエルの声は明るかったが、そこには昏くらい殺意のような感情が込められていた。声音を聞いただけでも感じられる戦慄に、凌真の鼓動が速まっていく。

〈お前がボクを殺したら、ゲームは終わるのかって〉

　──いいよ、と。笑い混じりに告げられ、凌真は目を見開いた。硬直したまま動かない凌真を訝いぶかしみ、リィンが尋ねかけてくる。

「リョーマ？　どうかしたのか」

「すまない。一つ想定外の出来事が起きそうだ」

「……。なんだって？」




「ぱんぱかぱぁああああああん！　スペシャルイベント、発生ぇえええ！」




　次の瞬間、背後でやかましい声があがった。

　見れば湖の上空、欠けた巨大な月を背にして竜が浮かび、黒いつぶらな瞳で凌真たちを見下ろしている。

「……っ!?」

　動揺と緊張が走った。リィンが呻うめき、たじろぐように一歩退く。

「ルエル・クルーエル……」

「ス、スペシャルイベントだって？」

　当惑するシン。皆の視線が凌真に注いだ。凌真は応えず、塔とう子こを背中に庇かばいつつ、続くルエルの説明を待つ。

「きゃははは！　お前たち、頑張ってるねぇ。人間共が魔獣によって一方的に蹂じゆう躙りんされていく様子を愉たのしむ、この《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》で……本当よく頑張ってると思うよぉ、うん。これは、ボクからそんなお前たちへのご褒美！　ボーナスであり、チャンスでもある特別なイベントさ」

「嫌な予感しかしないんだけど」

　凌りよう真まの制服を掴つかんで握り、塔とう子こがぼそりと呟つぶやいた。凌真は「だな」と同意する。

　しかし凌真の鼓動を高鳴らせているのは、これから自分たちの身に降りかかるであろう災難への不安でも恐怖でもなく、期待だった。

　果たして──




「──《狂える禍か竜りゆう》ことボク、ルエル・クルーエルをやっつけろ！」




　ルエルが告げ、短い両腕を掲げる。

「堕ちる太陽フオーリングサン」

　するとルエルの頭上、何もない空間に紅あかい球体が生まれた。

　最初、ピンポン球程度のサイズに見えた火球は膨張してみるみる大きさを増し、空気が歪ゆがむほどの熱を放ちながら、禍まが々まがしい輝きを増していく。

「もしこのイベントをクリアできれば、その瞬間にゲームは終わる。だけどもし、クリアできなかったら……」

　やがて火球の熱波に当てられた竜の身体からだが発火し、燃えあがりはじめた。ルエルの全身が、激しい炎に包まれる。




「終わるのは、お前らの方だからなぁ？」




　刹那、ルエルを呑のみ込こんでいた炎がフッと消失。現れたのは、金色の髪をした『少女』だった。

　デフォルメされた竜の着ぐるみは跡形もなく燃え尽きていたが、少女が身に纏まとう衣服は無事で、白い肌にも火傷やけど一つない。

　凌真たち人間と変わらぬあどけない、可愛かわいらしい顔をこの上なく邪悪に歪ゆがませ、中身を晒さらした魔族ルエルが嗤わらう。

　宝石めいた翠みどり色の双そう眸ぼうは、赤い炎の光に照らされ、爛らん々らんと輝いていた。




「きゃはははははは！　わかりやすくて最高だろぉ～？　ボクら魔族の玩具おもちやでしかない、矮わい小しような生き物が──雑魚に合わせた温ぬるい遊戯ゲームで、調子ぶっこいてんじゃねぇ」

[image: ]
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「ていっ！」

　気の抜けたかけ声を出し、ルエルが両手を振り下ろす。

　退避している暇もない。天に生まれた太陽のごとき巨大な火球が、凌りよう真またちの眼がん前ぜん──広がる湖に墜おとされ、爆はぜた。

　白い水蒸気が噴きあがって世界を覆い、凄すさまじい熱風が吹ふき荒すさぶ。

「くっ!?」

　凌真は両腕で顔を庇かばいつつ、魔法により眼がん球きゆうを強化。吹きつける突風の中、目を閉じることなく細めて凝らし、白煙に紛まぎれて襲い来るルエルに備えた。

　──が、強襲はない。

　ほどなくして風が収まり、塞がれていた視界が晴れると、

「うん。これで『舞台ステージ』は整ったかな」

　目の前の景色から、湖が消え失せていた。

　豊かな水が一滴残らず蒸発し、水底の泥は干あがって、ただひび割れた灰色の大地だけが広がっている。

　魔法を放った位置から動くことなく、翼もなしに浮遊していたルエルが自ら作りあげた舞台に降り立ち「きゃはは！」と笑った。

　リィンが声をわななかせて呻うめく。

「ば、化け物……め……」

　先の火球を湖ではなく凌りよう真またちに向かって墜おとしていれば、勝負は一瞬だっただろう。敢あえてそうしなかったのは、これが『見世物』であるからか。

　同時に、魔族ルエルはこう告げてきているようにも思えた。




　──お前たち人間を殺すことなど造作ない、と。




「う、うわぁ……やばいよ。どうする、リィンちゃん？　まさか魔族が直接出張ってくるなんて。こんなの、前代未聞だよ！」

「くそっ、だからあたしは目立ちすぎるな、やりすぎるなと言ったんだ！　魔族を刺激しすぎるなって……もう手遅れだけどねぇ!?」

　狼ろう狽ばいするシン。リィンは凌真を横目で睨にらみ、苛いら立だたしげに吐き捨てると、迷わず素早い判断を下した。

「全力で逃げるよ！　森の中なら、多少は──」

「紅蓮の鳥籠クリムゾンケイジ」

　詠唱と共に、ルエルが右足を踏み下ろす。瞬間、ルエルを中心として生み出された炎が幾筋も蛇のごとく地を這はい、放射状に奔はしった。

「……っ!?」

　炎は凌真たちの傍かたわらを過ぎると、森の手前で空中に伸びあがり、上空で収束。燃え盛る紅蓮の鳥籠を成す。

　直後、タイミング悪く木々の陰から飛び出してきた黒こく狼ろう──ブラックワーグが、リィンに躍りかかろうとして、行く手を阻む炎に触れた。

　すると魔獣は一瞬で火だるまとなり、断末魔の鳴き声をあげながら地面の上をのた打ち回る。しかし炎はまったく消えず、むしろより火勢を増して、魔獣の身体からだを焼き尽くしてしまった。後には、骨も残らない。

「きゃは！　だめだめ、逃げようとしちゃ。せっかくのスペシャルイベント、ボクが用意してあげた特設ステージなんだからさぁ～。ちゃんと、踊れよ」

　かつて湖があった場所の真ん中でマイペースに準備運動ストレツチをしつつ、ルエルが話しかけてくる。逃げるという選択肢を早々に潰され、リィンがよろめくように炎から退いた。

「!?　さ、最悪だ……」

「やるしかない、みたいだね」

　一方、シンは腹を括くくった様子で立ち塞がる炎に背を向け、斧おのを構えて大きく前へ出る。身を寄せ合って怯おびえる[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまを一いち瞥べつし、

「ひとまず、彼女たちはリィンちゃんに任せる。僕はリョーマくんと……」

「ああ」

　向けられてきた視線にすぐさま応えると、凌りよう真まは塔とう子こを後ろに下がらせ、シンの隣に肩を並べた。右手に小剣、左手に鉈なたを携えて泰然と言う。




「ルエルを斃たおし、このイベントをクリアする。そしてゲームを終わらせる──最初から、そのつもりだが」




「……。心強いなぁ」

　シンが微わ笑らった。やはり普段の気弱で頼りない言動は魔族をあざむく演技だったのか、ルエルを見据える眼まな差ざしは険しくも鋭い。

　ルエルが「おぉ～」と手を打ち鳴らし、愉たのしそうにはしゃぐ。

「いいねぇ、やる気満々って感じで。そんな風に粋がられると、ボクもますます殺やりたくなるよ。きゃはっ！　けど、とりあえず、そうだなぁ……一発くらいはサービスで受けてあげてもいいかなぁって。ほらほら、おいでぇ？」

「りょ、凌真──」

「リィン。塔子たちを頼む」

「……っ！」

　凌真の身を案じてか、駆け寄ろうとする塔子を制し、リィンに皆の護衛を任せた。

　塔子は目を丸くして固まった後、何か言おうと口を開きかけるが、

「塔子、[image: ]村、釘山。お前たちは手を出そうとするな」

　凌真は低い声で遮り、念を押す。

「……何があっても、絶対に。手を出せば、巻き込まれる危険があるからな。お前たちの命まで守ってやれる余裕はたぶん、ない。終わるまで、大人しくしていてくれよ」

　そして、返事を聞かぬまま歩きはじめた。シンと共に、殺すべき『標的』が待つ舞台の真ん中へ。

「あれぇ、全員で来なくていいの？　塵ちりも積もれば山となるのに……まぁいいや。一気に全部叩たたき潰つぶしちゃうのは『見世物シヨウ』として面白みがないし、女は後に取っておくかぁ──ねぇ。どっちから、殺してほしい？」

〈シン！　同時に仕掛けるぞ〉

　声を弾ませ尋ねかけてくるルエルは無視し、念話でシンと連携を取る。彼我の距離が五メートルを切ろうかというところでタイミングを合わせ、

〈三、二、一──〉

　──『ゼロ』のカウントで、踏み込んだ。ルエルの左側から凌りよう真まが、右側からシンが、それぞれ小剣と斧おのを手に猛然と斬りかかる。

　一発目はサービスで受けると豪語してみせたルエルは、防御する気も回避する気もないのか、無防備にも腕を広げて突っ立っていた。

　凌真は身体強化により限界まで高められた膂りよ力りよくで以もつて横よこ薙なぎに小剣を振るい、ルエルの首を刎はね飛ばすべく容赦ない一撃を見舞う。同時に、

「斬り潰す重力刃グラヴイテイハツク！」

　両手で斧を振ふり被かぶったシンが詠唱を口にし、魔法を発動。ルエルの脳天に斧の刃やいばを叩たたき落おとした。名前からして重力に関する魔法だろうか。衝撃で大気が震え、ルエルの靴底が地面にめり込む。しかし、

「……。きゃはっ！」

　頭部に叩きつけられた斧の刃も、首筋に振るわれた小剣の刃も、魔族の肉体を傷つけることは叶かなわなかった。ルエルの身体からだに刃が届く寸前、硬い『何か』に阻まれて、弾はじかれたのだ。

「ざぁんねんっ！　お前ら人間のか弱い力じゃあ、魔ボ族クの《盾》は破れなかったみたいだねぇ～」

　──盾。恐らく魔法で宙空に作り出された見えない盾のようなもので、斬撃を防がれたのだろう。

　凌真はそう推察しつつも小剣を引き、大きく後ろに飛とび退のいて、距離を取った。強度や範囲など正確なことがわからない以上、下手に攻め入るのは危険と判断したためだ。

「ぐっ!?　ま、まだまだあああ！」

　だがシンはあきらめず、再び斧を振りあげると、強い闘志を宿した瞳でルエルを睨にらみ、間髪入れず二撃目を浴びせかけようとする。

　その選択が、命運を分けた。

「死ね！　斬り潰すグラヴイテイ──」




「風刃ウインド」




　邪魔な羽虫を払うように手を振り、ルエルが呟つぶやく。

　瞬間、マイクのハウリングに似たキィンッという高い音が鳴り、シンの首から上が切り飛ばされた。

　目を見開いたシンの首が宙を舞い、頭部をなくした胴体がぐらりと傾かしぐ。さらに切断面から鮮血が噴き出すより速く、

「……あっ、ごめん」

　ルエルが謝り、払った手を戻すようにしてもう一度振った。

「裂風ゲイル！」

　すると突風が吹き、シンの胴体を横殴りに吹っ飛ばす。かまいたちのごとき風は肉体を切り刻み、衣服もろともズタズタにした。

「死ねなんて言われたから、つい殺やっちゃった！」

　落ちてきた首をキャッチし、ルエルがぺろりと舌を出す。

「もっとじっくり時間をかけて嬲なぶり殺ごろして、みんなを愉たのしませたかったんだけどねぇ～。お前ら人間は脆もろすぎて、すぐ死んじゃうからさ。加減が難しいんだよ……っと！」

　ルエルはシンの頭部をサッカーボールのように蹴りあげ、リフティングすると、最後に右足を振り抜いて蹴飛ばした。

「まぁ──」

　シンの頭部は赤黒い血を撒まき散ちらしながら放物線を描き、遠く離れたリィンたちの前に落ちて転がる。[image: ]つじ村むらが悲鳴をあげ、ふらりと卒倒しかける釘くぎ山やまを塔とう子こが支えた。リィンは憤怒に燃える眼まな差ざしで、ルエルを睨にらんでいる。

「いいけどねぇ～。殺す人間はまだまだ、いっぱいいるし？　ボクが一番殺したいのは、お前だからさ」

「……。そうか」

　リィンたちには目もくれず、炯けい々けいとした殺意を宿す翠みどり色の瞳で凌りよう真まを見つめながら嗤わらうルエルに、凌真は応えた。仲間の命が一瞬で奪われ、残酷に弄ばれる様子を目の当たりにしても動じず、平然と。

「なら両りよう想おもいだな。俺も、お前を殺したい」





＊＊＊






「きゃははは！　本当、生意気な人間だなぁ。その威勢が、いつまで保もつか──」

　腹を抱えて哄こう笑しようした後、ルエルが表情を消す。直後、

「──愉しみだよ」

　ルエルの姿がフッと消失し、耳元でささやきかけられた。熱い吐息が吹きかかり、凌真の背に悪寒めいた冷たい戦慄が走る。

「……っ！」

　身体からだが即座に反応し、相手を視界に捉え直すよりも速く、反射的に小剣を振るった──が、防がれる。刃やいばを通して伝わる硬い感触、衝撃がビリビリと腕を震わせ、凌真の心をも慄ふるわせた。

「わおっ、敏感だねぇ～？」

　一拍遅れ、凌りよう真まが視線を向けたときには、ルエルは後ろ向きに一回転してふわりと宙に舞いあがり、けらけら笑っている。

（……空間転移か）

　間合いをほんの一瞬で詰めたり、離したりできる魔法。厄介なのは、詠唱──即すなわち予備動作がまったくないことだった。

　詠唱は脳内に魔法のイメージを想起させ、より鮮明に描くためのものだが、銃器でいうところのトリガーを引く動作のように不可欠ではない。

　実際、身体強化や念話など簡単な魔法であれば、凌真でも詠唱の助けを借りることなく発動できる。

「う～ん。どういたぶってやろうかなぁ」

　凌真の頭上をふわふわと漂いながら、ルエルが余裕の態度で思案した。

　あの《空中浮遊》も魔法の力によるものだろう。

　凌真は空を飛べないし、仮に飛べたとしても『空を飛ぶ』こと自体に慣れていないため空中戦など挑めない。

　加えて、先ほど凌真の剣やシンの斧おのをあっさり防いでみせた《盾》──捉えるだけでも困難なのに、捉えても攻撃が通らないとは……。

「……なるほど」

　これが魔族か、と凌真は実感させられる。そんな凌真を見下ろしてふん反り返り、

「あれあれぇ～？　早速、怖おじ気けづいちゃった？　きゃはは！　来ないなら、こっちからガンガンいかせてもらうよ──火球フアイア！」

　ルエルが右みぎ掌てに、サッカーボール大の燃え盛る火球を生み出した。そして眼がん下かの凌真を狙い、無造作に投げつけてくる。

　凌真は大きく飛とび退のいて避よけるも、火球が地面に触れた瞬間、

「ぐぁ!?」

　爆発が起き、巻き起こされた熱風が凌真を襲った。まるで手しゆ榴りゆう弾だん。

　火球の直撃を受けた地面は浅く抉えぐれてクレーター状になり、ルエルが放った魔法の威力を物語っている。軽い火傷やけどを負った凌真の肌がひりつき、熱を持って疼うずいた。

「と、風刃ウインド！」

　続けて左腕を振り、ルエルがさらなる魔法を見舞う。

　ウィンド、風。シンの命を刈り取った『見えない刃やいば』が凌真の首筋を浅く裂き、甲高い風鳴りの音を立てて吹き抜けていった。首を傾けるのが少しでも遅ければ、凌真もシンと同じ末路を辿たどっていたかもしれない。

　傷口から溢あふれ出た血が、汗のように肌を伝い落ちていく。

（ルエルの魔法は、火と風……か？　ファイアとウィンド。いずれも、喰くらえば致死級の危険な魔法だ。特に──）

「ほらほら、どうしたぁ!?　逃げてるだけじゃ殺せないだろぉ？　ちょっとはやり返してみろよ、ほらぁっ！」

　ルエルが踊るように空中を舞い、二本の腕を躍動させた。不可視の、恐らくは風の刃やいばが立て続けに放たれ、襲い来る。

　凌りよう真まは絶えず動き回って跳び、身をよじってはギリギリで避よけながら、ルエルの挙動を注視し続けた。

　地面を深々と切り穿うがつ刃は不可視だが、よく目を凝らして見れば、魔法を放つ際に振るわれる腕や脚の軌跡をなぞる形で放たれてきているのがわかる。飛来するスピードも速いが、今は空中と地上でそれなりの距離があるため、ルエルの動きに注意を払っていれば、躱かわしきるのも難しくはない。

　気にかかるのは、最初以外『無詠唱』なところだろうか。しかし、凌真の頭に浮かんだそんな疑問もすぐに氷解することとなる。

「なんだよ、結局口だけかよぉ～。動きも鈍いし、思ってたより大したことないなぁ……所詮人間、所詮塵ゴ芥ミだね。燃えろ、火球フアイア！」

　詠唱し、両りよう掌てに生み出した火球をルエルが連続で投げつけてきた。そして、

「風刃ウインド！」

　再び詠唱。爆風に煽あおられて体勢を崩しかけたところへ、風の刃を切り放ってくる。凌真は一旦剣を手放し、地面を転がることでなんとか魔法を避けた。

　同時に理解する。

（なるほど。使う魔法を『切り替える』ときに、詠唱が為なされるようだな？　同じ魔法を連続で放つ場合は、詠唱なしでも可能だ……と）

　魔法とは、頭の中で想おもい描えがいた幻想を現実にするものだ。

　いかな魔族とて、イメージを切り替えるためには詠唱というスイッチがいるのかもしれない。なら、それは付け入る隙になり得る。

　加えて──

「……ふぅ。ちょっと休憩」

　空中を舞い踊り、嵐のように魔法を浴びせかけてきていたルエルが猛攻を止やめ、地面に降りた。大きく伸びをし、あくびする。

「はふっ……退屈すぎて眠たくなってきちゃった。ああ、やばいなぁ。この間に攻撃されたら、やばいなぁ～」

　──この態度。見世物を意識しているのか、凌真たち人間を下等生物と舐なめ腐っているのか。ルエルは自ら隙を作ると、凌真にちらりと流し目を向けてきた。

「随分と、余裕だな？」

　凌りよう真まは左手の鉈なたを振ふり被かぶりつつ、ルエルの視線を受け止める。

　わざわざ挑発されるまでもなく、ルエルが地面に降り立った時点で肉薄していた凌真は標的の頭頂部を見下ろし、鉈の刃やいばを全力で叩たたき落おとした。

「……っ!?」

　しかし、見えない盾により弾はじかれる。ルエルがにんまりと嗤わらった。絶対に破られないと確信した上で、抵抗を愉たのしむような表情だ。

「だって実際、余裕なんだもん」

　その反応を見て『反撃はない』と判断した凌真は退くのではなく、攻め入る。首、胸、腕、脇腹、脚と連続で鉈を振るうも、ことごとく防がれてしまった。

　剣けん戟げきじみた硬質な音色が、間断なく鳴り響く。

「きゃはは、無駄無駄！　無駄だって。そんな、生っちょろい攻撃──っと!?」

　どれだけ鉈を浴びせても無駄だと悟った凌真は最後、顔面に鉈を振り下ろすと見せかけてから足元の土を蹴りあげ、離脱した。

　土はルエルの全身に浴びせかけられるが、そのうち見えない盾で防がれたのは、凌真が狙うと思わせた顔周りのみ。服を汚されたルエルのこめかみが、ひくっと震える。

「て、てめぇ……」

　翠みどり色の瞳に爛らん々らんとした敵意が灯ともり、

「裂風ゲイル！」

　詠唱。巻き起こされた突風が、凌真の身体からだを吹き飛ばして八つ裂きにした。ミキサーの中に投げ込まれたように、無数の裂傷が刻まれていく。

　ただ、それほど深い傷ではなかった。同じ魔法を浴びたシンの胴体はもっとズタズタにされたはずだが。

　やはり遊ばれている。血だらけの身体を起こす凌真に、ルエルが服の汚れを払い落としながらゆっくり歩み寄ってきた。

「……はぁ。危ない危ない……つい、カッとなって殺しかけちゃったよぉ。ごめんね？　平気？　ボロボロだけど」

「……。ああ」

　凌真は首肯し、不敵に唇を吊つりあげてみせる。

「平気だよ。初めてお前の攻撃をまともに喰くらったが、思ったよりも生っちょろくて拍子抜け──」

「風刃ウインド」

　凌真を黙らせるように、ルエルが腕を縦に振りあげ、風の刃を放った。横に飛とび退のき、回避する。地面には刃で削り取られた痕が、深く残されていた。

　ルエルが呆あきれ、魔法を撃った左手で金髪の毛先を弄いじる。

「お前さぁ。そんなに早く死にたいの？　なら、お望み通り──なぁんて、言うわけないだろ、ばあああぁか！」

　ルエルが右腕を振り抜き、斜めに風の刃やいばを放った。空中にいたときよりも間合いが近いため、躱かわすのがギリギリになる。ブレザーの裾が切れ、風圧でなびいた。

　ルエルがくるりと回転し、軽やかにステップを踏みながら、左右の腕で風の刃を次々とお見舞いしてくる。

「殺してください、ルエルさま。お前が自分からそうお願いするまで、殺してなんかやらないもんねぇ？　まずは四肢を切り飛ばそうか。そうやって動けなくしてから、寸刻みにしてあげるよぉ～。きゃははは！」

　下手に間合いを縮めれば、飛来する魔法を避よけきれなくなるし、かといって距離を空ければ、攻めに転じるのが難しくなる。

　故に凌りよう真まはルエルの攻撃をかろうじて躱せ、その気になれば踏み込める距離感を維持しつつ、反撃の機を窺うかがっていた。

「──もしくは」

　左腕で魔法を放った直後、ルエルが右みぎ掌てを上に向け、にぃっと笑う。

「生きたまま、丸焼きにしてあげるのもいいかもね？」

　その予備動作を目にした、瞬間。凌真は初めて《身体強化》の魔法を発動、強化された脚力で地面を蹴りつけて踏み込み、

「火球フアイア──」

　ルエルが魔法を切り替える詠唱のタイミングに合わせて、一気に肉薄した。

　それまで凌真の緩慢な『素す』のスピードに慣らされ、油断していたルエルは急な加速についてこられない。

「うわっ!?　ちょ……」

　さらに《火球フアイア》は生み出してから投げるという二段階の動作が必要なため《風刃ウインド》よりも隙が大きい。ルエルが慌てて火球を投げ放とうと構えたとき、凌真は既に懐深くへ潜り込んでいる。左手の鉈なたを高々と振りあげ、

「はわわ！」

　防御用の盾を頭上に展開させてから。




「──殺もらった」




　脚と同様に魔法で強化し、刃のごとく研ぎ澄まされた右の手刀を、ルエルの左胸に突き出した。

　ぐちゅり、と破壊の音が鳴る。

　凌りよう真まの手刀は盾に阻まれることなく肉を突き破り、肋ろつ骨こつの隙間を綺き麗れいに縫って、魔族の心臓を正確に刺し貫いた。
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「…………がっ、は……？」

　驚きよう愕がくに目を見開いたルエルの口から漏れる呻うめき声ごえを、喉の奥からせりあがってきた血が塞ぐ。

　凌真は手刀を引き抜くと、一歩下がって喀かつ血けつを躱かわした。支えをなくしたルエルの身体からだが揺れ、傾かしぐ。

「で、でめ……ぇ……」

　ルエルが血の泡を吐き、凌真に掌てのひらの火球を投げつけようとした──が、燃え盛る炎は、蝋ろう燭そくの火が吹き消されるように呆あつ気けなく潰ついえてしまう。

「よ、よぐ……も……ぐ、ふっ……」

　凌真に空っぽの手を伸ばしながら突っ伏し、ルエルが倒れた。乾いた大地に魔族の血が染み込んでいく。

　──静寂。

　左手に鉈なたを提げ、赤黒い鮮血に塗まみれた右手をだらりと下げて、凌真は地面に倒れたまま動かぬ標的を眺めた。

「…………。終わり、か？」

　尋ねかけるが、返答はない。人間と変わりない外見に違たがわず、急所も同じだったということなのか。血だらけの右手を見つめ、凌真は拍子抜けしたように呟つぶやく。

「しかし、ここまでうまくいくとは……」

　放たれてくる魔法から逃げ回りつつ、ルエルの挙動を注視していた最中、凌真は敢あえて身体強化の魔法を使わなかった。

　それにより、凌真の身体能力は『この程度』なのだと相手の余裕を深めさせ、遅い動きに慣れさせたところで、おもむろに魔法を発動。

　ルエルの油断と詠唱の隙を突き、間合いを詰めて、防御を誘うフェイントからの一撃で仕し留とめる。そんな思惑だった。

　ルエルが盾を一部分、守ろうとする箇所にのみ展開することは、土を浴びせかけたとき確認済みだ。常に全身守られているわけでないなら『反応』させなければいい。

　結果、ルエルは凌真の手刀を防げず、急所である心臓を貫かれてあっさりと斃たおされてしまった。

　──本当に？　凌りよう真まの冷静な部分が、疑問を投げかけてくる。

　ルエルは死んだ。ならばなぜルエルの魔法、辺り一帯を囲う紅蓮の鳥籠は消えずに残り続けているのだろうか、と。

〈まだだ、リョーマ！　まだ終わっちゃ──〉




「火炎殲風フレアストーム」




　凌真の頭にリィンから警告が響いたのと凌真が大きく飛とび退すさったの、そして地面に顔を突っ伏したルエルが詠唱を口にしたのは、ほぼ同時だった。

　ルエルを中心として灼しやく熱ねつの風が逆巻き、吹ふき荒すさぶ。

　強化された脚力により高く跳躍した凌真の足元を、轟ごう々ごうと燃える紅の風が舐なめ尽くし、大地を焼き焦がしつつ吹き抜けた。

「……っ!?」

　凌真は目を剥むき、炎の颶ぐ風ふうが過ぎ去った後の地面に着地する。揺らめく陽炎かげろうの向こう、ルエルがのっそり起きあがり、

「きゃはは、ふっかああああああぁつ！」

　空に両拳を突きあげた。凌真を見やり、嘲あざ笑わらう。

「──殺したと思った？　残念！　この程度の怪け我がじゃ、ボクら魔族は殺せないよぉ～。お前たち人間みたいな、脆もろい肉体カラダじゃないから……ね」

　凌真に貫かれた左胸は衣服が破れ、赤黒い血に塗まみれていたが、既に出血はない。傷口も塞がっているようだった。

　手応えからして確実に心臓を貫いたはず。なのになぜ、生きているのか。やはり魔法によるもの──

〈……魔族の『自然治癒力』だ〉

　思考する凌真の脳内に、リィンの言葉が届く。

〈凄すさまじい再生能力を誇る奴やつら魔族は、心臓を貫かれた程度の傷ならあっという間に完治しちまう。自然治癒力だけじゃない……肉体強度や身体能力、蓄えられる魔力の量など。外見こそ人間と変わらないけど、魔族の生物的な性能スペツクはまるで次元が違うんだ〉

（……。なるほどな）

　凌真たち人間からしてみれば魔法と変わりない、圧倒的な基本性能。それこそが魔族を支配者たらしめている、絶対的な差なのだということか。

〈だから。だから、あたしたち人間は──〉




「人間おまえは、魔ボ族クに敵かなわない」




　浮かべていた笑みを消し去り、ルエルが傲然と告げてきた。

「その残酷な現実を、仲間共々思い知らせてやるよ。そして、絶望させてやる……さっきみたいな『奇跡』をいくら積み重ねても無駄！　ボクら魔族には届かないんだってこと、たっぷりと理解しな？」





＊＊＊






「……と、いうわけで。もっとじっくり遊んであげるつもりだったんだけど、ごめんね。気が変わったよ」

　ルエルの声音が低くなり、凌りよう真まを見据える翠みどり色の双そう眸ぼうに宿る光が鋭さを増した。凌真の手刀で貫かれた胸に右手を添えながら、吐き捨てる。

「お前は、もう死にさらせ。風刃ウインド──」

　そして胸から手を離し、振りあげた。凌真は放たれてくる風の刃やいばに備えて身構え、相手の腕が描く軌跡を注視する。

　しかし腕を振り下ろすかと思われた刹那、瞬まばたきの間にルエルの姿が消失し、

「──砕拳ミルパンチ！」

　背後から声。凌真は瞬時に反応し、身を捻ひねりつつ飛とび退すさって離れた。風が吹き、ガガガガガガッと工事現場で使われる掘削機のような轟ごう音おんが響く。

「……ちぇっ、ミンチ失敗！」

　ルエルが舌打ちし、腕を肩からぐるんぐるんと回した。ルエルの拳打をもらった地面は深く抉えぐられ、無数の刃物で刮こそぎ取られたような痕を晒さらしている。

　巻き起こされる風に煽あおられ、ルエルの髪や服がなびいた。拳に刃と化した風を纏まとわせているのだろうか。掠かすめるだけでも危うそうだ。

　ルエルが凌真を見、にぃっと口端を吊つりあげて笑む。

「お前はよく頑張った！　雑魚なりによく頑張ったと思うよぉ、うん。だから、もう……素直にあきらめて死ね？」

　言い放つなり、ルエルが凌真に右拳を突き出した。腕に纏わりつくように渦巻いていた風が放たれ、一直線にごぉっと奔はしる。

　地面を切り刻みながら吹き抜ける突風を、凌真は横っ飛びに回避し、

「死ねっての！」

　その直後、空間転移で目の前に出現してきたルエルの左フックを屈かがんで躱かわした。

　一瞬前まで凌真の頭部があった空間を、魔族の拳が刈るように薙なぐ。かまいたちが頭上を吹き過ぎ、何本かの毛髪と暴力的な風切り音が撒まき散ちらされた。

　完全に『殺す』つもりの一撃だ。自らを見下ろしてくる爛らん々らんとした眼がん光こうを受け、凌りよう真まはぞくりと身を震わせる。

〈──リョーマ〉

　と、そこへリィンの声が届いた。凌真は眼がん前ぜんの標的へ意識を向けたまま、彼女の言葉に耳を傾ける。

〈魔族を『殺す』方法は、二つしかない〉

「死ね死ね死ね死ね死ね死ねぇ！」

　左右交互に拳を振るい、ルエルが嵐のような激しい連打を浴びせかけてきた。

　肉にく眼がんでは捉えきれない速さだが、動き自体は素人しろうとじみており乱雑だ。目や肩など身体からだの予備動作や重心移動に注意していれば、避よけるのは難しくない。拳と共に巻き起こされる風まで、ことごとく躱かわしきる。

〈再生が間に合わないほどの損壊をいっぺんに与えるか──〉

「ああああ、もうっ！　ちょこまかと鬱陶しいなぁ!?」

　逃げる凌真に拳が当たらず焦じれたルエルがわめき、動きを止めた。頭の中で何かしらのイメージを練りあげ、幻想を編む気配。

　凌真はいち早く危険を察知し、脚力を強化して全力で後方へ跳ぶ。

「燃え盛る吐息フアイアブレス！」

　ルエルの口から吐かれた炎が灼しやく熱ねつの颶ぐ風ふうとなって吹き、眼がん下かの大地が紅ぐ蓮れんに呑のまれた。蒸発した湖の畔ほとりで、塔とう子こたちを守るようにたたずむリィンと視線が絡む。




〈──魔力を涸かれさせるか〉




　それが最善手だと、彼女の眼まな差ざしが告げていた。

〈魔族にとっての魔力とは、取り込まれた魔ま素そだけじゃない。自らの身体から湧き出す、生命力でもあるんだよ。だから魔族は膨大な魔力量を誇るんだけど、魔力が尽きれば命も尽きる〉

〈再生もしないのか？〉

〈ああ。魔法だけじゃなく、肉体を再生するのにも魔力はいるみたいだからね。それが、ほぼ唯一の弱点さ。問題なのは、ルエルの『限界』がわからないのと──〉

「……チッ、避けやがったか。しぶとい虫め。抵抗する画えはもう充分だっつぅの！」

　着地する凌真を睨にらみ、ルエルが両手の親指を地面に向かって立てる。そして人差し指で凌真を示すと、

「今のボクらが見たいのは、お前が惨むごたらしく殺される画だ。無様な悲鳴と鮮血と臓物を撒まき散ちらして、盛大に死ね！　火弾の蹂躙バラージフアイア」

　指先から大量の火球を乱射してきた。凌りよう真まは横っ飛びに避よけ、そのまま駆ける。連続で爆発が起き、火柱があがった。

　まるで機関銃とグレネードランチャーを合わせたような魔法だ。逃げる凌真の後を追いかけ、ルエルが火弾を掃射する。

　円を描いて疾走する最中、視界に映り込んだリィンの表情は、ルエルと戦う凌真以上に切迫して見えた。

〈──それまであんたが保もつのかどうか、だね〉

　ルエルの魔力が尽きるのが先か、凌真が力尽きるのが先か。リィンの言葉を聞いた凌真は「なるほどな」と得心し、

「面白い！」

　牙を剥むく獣のように、歯を見せて笑む。

　走る速度を一気に落とし、追いついてきた火弾の群れを跳んで躱かわすと、右手を腰後ろへ回した。ベルトに挟んでおいた暗器ナイフを、空中から投げ放つ。

　ルエルの手元を狙って投とう擲てきされたナイフは盾に難なく弾はじかれるが、それでいい。攻撃の目的は傷を負わせることじゃなく、盾を使わせること。

　魔力を削り、消耗させることなのだから。

　殺す手段さえわかってしまえば、後はただ実行に移すのみ。

「……。お前」

　ルエルが魔法を中断し、呟つぶやいた。

「何、笑ってんだよ？」

「ん。ああ、すまん」

　凌真はルエルの猛攻が止やんでも無闇に突っ込んだりはせず、堂々と佇ちよ立りつしながら相手の視線を受け止める。肩をすくめて、答えてみせた。

「愉たのしくて、つい……な」

「愉しい？」

　ルエルが、かくんっと首を傾ける。

「う～ん、おかしいなぁ。ここは悲しんだり、嘆いたり、絶望したりする場面のはずなんだけど。その表か情お、本気で──ムカつくわぁ」

　愛くるしい顔が凶暴に歪ゆがんだ。

　全身からほとばしる殺意を顕あらわすようにルエルの周りで風が吹ふき荒すさび、咆ほう哮こうめいた唸うなりをあげる。激げき昂こうし、叫んだ。

「完膚なきまで切り刻んで殺やる。風刃ウインド！」

　舞いあがりつつ錐きり揉もみし、ルエルが風の刃やいばを放つ。凌真は身体からだをずらし避けるが、刃は今まで以上に速く、二十メートル近い距離を一瞬で奔はしり抜けた。

　風が凌りよう真まの前髪を揺らし、足先ほんの数センチの地面を奔はしった刃やいばの痕が遥はるか彼方かなた、窪地の縁まで穿うがたれていく。

「この《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》はなぁ、お前たち人間がボクら魔族の掌てのひらの上で踊って、鳴いて、絶望しながら無様に、そして一方的に……惨殺されていくのを愉たのしむ見世物なんだよっ！　それが──」

　欠けた巨大な月と燃える炎の格子を背負ってルエルは暴れ、四肢を躍動させた。腕だけでなく脚も織り交ぜ、数と激しさを増した風の刃で凌真を切り刻もうとする。

　凌真は絶え間なく足を動かし、飛来する刃の嵐を躱かわし続けるが、完璧には避よけきれず、身体からだには大小無数の裂傷が刻まれていった。

　風の刃が頬ほおを裂き、鮮血が散る。しかし凌真は、

「……『愉しい』だって？」

　──笑っていた。

　ほんのわずかでも反応が遅れれば首が刎はねられ、四肢が切り飛ばされる死と隣り合わせのダンスを踊り続けながら、ずっと。

　肌が切り裂かれても、血がしぶいても、その表情が崩れることはない。むしろより追い詰められるほど笑顔は深くなり、眠たげだった双そう眸ぼうが開かれていく。

「!?　な、何が……」

　ルエルが歯は噛がみして、一瞬だけ動きを止めた。凌真はギリギリの回避で崩れかけた体勢のまま、ルエルの位置から見えない身体の陰で、密ひそかに左手を引く。

「愉しいんだよ!?」

　直後、届いた声は背後から。凌真の死角へ空間転移で肉薄してきたルエルが問いと同時に腕を薙なぎ、凌真の首を刎ね飛ばそうとした。

　血ち飛沫しぶきが舞う。それは凌真のものじゃなく、鉈なたの刃で首筋の頸けい動どう脈みやくを切られたルエルのものだった。

「……ぐっ、あ……？」

　回避しながらのカウンター。凌真に生まれた隙を突き、奇襲をかけたルエルにとっては予期せぬ反撃だったことだろう。反応できなければ、盾で防御することもできない。

　片や、凌真はルエルの強襲を予測していた。先ほどの隙は、凌真が相手を誘い込むためわざと作ったものだからである。

「──何が？」

　鉈に続けて間髪入れず突き出した右の手刀が、飛とび退すさって逃れようとするルエルの腹を貫いた。切り裂いた首筋とは逆側の耳元で、答える。

「決まってる。単に標的を『殺す』だけじゃなくお互い、全力で存分に──」

「げっ、裂風ゲイル！」

　そして旋風が巻き起こされる前に右手を抜き、跳んだ。

　凌りよう真まの身体からだが高々と舞い、ボロボロのブレザーがひるがえる。地上の魔族を見下ろし、言った。




「殺し合えていることが」




　──凪なぎ平ひら凌真は、退屈だった。

　規格外の実力スペツクを誇るが故に苦戦らしい苦戦をしたことがなく、やることなすこと全てが簡単で、微み塵じんも充足感がない。

　喩たとえるなら、高すぎるステータスで、能力に見合わない『イージー』モードのゲームを延々プレイさせられているような感覚。

　権力と暴力が支配する裏社会さえ凌真にとっては刺激不足で、ずっと自分にふさわしい場所、ふさわしい相手を求め続けてきたのだ。だから、

「…………。殺す」

　口元の血を拭い、首筋と腹の傷を治したルエルが凌真を睨にらみ、低く呟つぶやく。離れていても感じるほどの殺気に当てられ、凌真は笑った。

　この上なく、嬉うれしそうに。

「風刃ウインド！」

　そんな凌真を八つ裂きにするべく、ルエルが風の刃やいばを放つ。回転しつつ四肢を躍らせ、より一層激しく苛烈な刃の嵐をお見舞いしてきた。

　荒れ狂う暴風に大地が切り裂かれ、深い切創が縦横無尽に刻まれていく。

　凌真の肌にも傷が刻まれ、全身血ち塗まみれ。傍はたから見れば一方的に攻められ、追い込まれている状態だろう。だが、

「だああああっ、くそ！　うぜぇっ！　さっさと死ねよ、ゴミ虫がよおおお!?」

　精神的に追い詰められているのは、むしろルエルの方だった。

　凌真の態度や、手傷は与えられても一向に致命傷を負わせられない苛いら立だちからか、魔法の威力があがるにつれて乱雑さが増していく。

　一方、魔力の消費を最小限に抑えるために、凌真は身体強化の魔法をほとんど使用していなかった。

　にもかかわらず、凌真がルエルの猛攻を凌しのぎ続けられる理由は『緩急』だ。

「愚鈍が──」

　無む茶ちやでも魔法に頼ることなく元の身体能力のみで耐え、

「死にさらせ！」

　ここぞという瞬間に、身体強化を発動。本来ならば躱かわしきれない攻撃を回避する。

　魔力が少なく限られているが故の戦い方だが、遅い動きの中に速い動きを混ぜ込まれると、対応するのが難しい。冷静さを欠いている相手なら、尚なおさらだった。

「く、くそっ……しぶといんだよ！」

　押しているはずなのに仕し留とめられない苛いら立だちは焦燥となり、痺しびれを切らしたルエルが、攻めを中断。上空へ飛びあがり、両腕を頭上に掲げる。

「堕ちる太陽フオーリングサン」

　生み出されたのは小さな火球だ。それはみるみる膨張して大きさを増し、輝きを増していった。湖の水を一滴残らず蒸発させ、丸ごと消し飛ばした魔法。

　ルエルが勝ち誇ったように笑む。

「これで終わらせてやる。さすがに防ぎきれない、だろぉ？」

　膨れ続ける巨大な火球は、今やルエルが最初に生んだものの倍。火球がもたらす破壊の渦は想像もつかないが、だからこそ──

「……面白い。魔族さまの全力とやらを拝ませてもらうぞ、ルエル・クルーエル」

　目を輝かせる凌りよう真まの反応を見て、ルエルが双そう眸ぼうを細めた。

「最後まで、その表情か……はぁ。見たいなぁ～。お前の顔が絶望に染まる瞬間！　こうすれば──」

　と、ルエルが視線を外す。眼がん下かで笑う凌真から、

「見られるのかな？」

　その後方、離れた場所で凌真の死闘を見守っているリィンや塔とう子こたちへと。

「……っ!?」

　ルエルの狙いに気づいた凌真は目を見開くが、その反応が間違いだった。凌真の変化を窺うかがっていたルエルが「きゃはっ」と愉たのしそうに嗤わらい、

「うん、やっぱりこっちにしようっと！」

　無慈悲に腕を振り下ろす。

　凌真が止やめる暇もない。慌てて振り向く凌真の頭上を巨大な火球が通り過ぎ、守るべき存在を紅ぐ蓮れんの中に呑のみ込こんだ。





＊＊＊






「きゃははははははははははは」

　響き渡る、耳障りな哄こう笑しよう。ルエルが放った魔法は塔子たちを呑み込んで爆はぜ、赤い炎と熱風を撒まき散ちらしながら辺り一帯を襲った。

　木々は消し飛び、草花は焼け落ち、あらゆる生命が燃やし尽くされる。まるで大量破壊兵器だ。跡には灰すら残らないだろう。

　しかし、或あるいはリィンなら──そんな希望を抱きつつ、凌りよう真まは余計な感情を殺した。

　仕事に『想定外』はつきものであり、そんなときいかに素早く対応できるかが、任務の成せい否ひ、ひいては己自身の生死を決定づけるのだ。

　灼しやく熱ねつの風に飛ばされ、地面を転がっている短い間に気持ちを切り替え、整える。

（今、俺がするべきことは安あん否ぴ確認じゃない。皆の生死を確かめるより、先に──）

　ほどなく閉じていた瞼まぶたを開くと、目の前に一本の小剣が転がっていた。

　戦闘の最中、魔法を躱かわすのに邪魔で手放したものだ。取り落とした鉈なたの代わりに拾い、起きあがる。凌真は瞳を眇すがめ、笑い続けるルエルに狙いを定めると、

（標的ルエルを殺す）

　持てる力の全てを込めて、小剣を投げた。

　森でブラックワーグを仕し留とめた、必殺の投とう擲てきである。狙いは正確無比。舞いあがる土煙の中から放たれた刃やいばに、しかしルエルは反応していた。

　掌てのひらを向け、盾で防御──

「──っと、危ない」

　すると思いきや、避よける。刃がルエルの胸元を掠かすめて浅く裂き、空に血ち飛沫しぶきが散った。凌真は「む？」と眉をひそめる。

（盾では防げない、と判断したのか？　……いや、違う）

　そこで、凌真は気がついた。辺りを囲う鳥籠のような炎、戦闘がはじまってからずっと展開され続けていた魔法が消えていることに。

　塔とう子こたちを始末し、閉じ込める意味がなくなったためなのか。或いは──

「……ふぅ。さすがに遊びすぎたかもなぁ……きゃはっ、まぁいいや。おかげでいいもの見られたし！　仲間が殺やられるとわかった瞬間の表情は、中々悪くなかったよ？」

　ルエルが凌真を眺め下ろして、嗤わらう。

　魔法により高められた凌真の聴力は、ルエルが嘆息の後にぼそりと漏らした一言を聞き逃さなかった。そして、

「で、できた……」

　困惑と驚嘆が入り混じったような、少女の声を。

　ルエルの笑顔が硬直し、引ひき攣つる。

「──は？　う、嘘うそ……だろう、おい……」

　森が焼失し、灰色の荒野へと変わり果てている爆心地の真ん中。半球状の光に包まれた塔子が、目を輝かせていた。




「神盾アイギス！」




[image: ]

「……塔とう子こ。無事、だったのか」

〈盾たての勇ゆう者しやの鉄てつ壁ぺき無む双そう〉

　瞠どう目もくする凌りよう真まの頭に、塔子の声が届けられる。

〈私が最近ハマったアニメに出てくる、魔法を『再現』してみたんだよ。どんな攻撃でも防ぐ、反則チート級の防御魔法をね〉

　凌真にはない知識だったが、そういえば今朝、登校中に釘くぎ山やまとそんな話で盛りあがっていた記憶があった。その釘山と[image: ]つじ村むら、リィンも塔子の魔法に守られて全員無事だ。

〈まさか、本当にできるとは思わなかったけど……ふふ。やればできる女なんだ、私は。ただ『守られる』だけ、じゃない……私だって──〉

　維持する魔力を使い果たしたのか、光が消える。ふらりと倒れる塔子の身体からだをリィンが支え、労ねぎらった。

「お疲れ。見直したよ、トーコ。まさかあんたに守られるとは、ね」

「ああああああああああああ、もうっ！」

　渾こん身しんの魔法を防がれたルエルが両手で髪を掻かきむしり、目を血走らせて叫ぶ。

「うっぜえええええ！　吹けば消し飛ぶゴミ共が、揃そろいも揃ってなんで生きてる!?　意味わかんねぇ、意味わかんねぇ……くそくそくそくそくそ！」

　躍起になって再び腕を頭上に掲げ、

「堕ちる太陽フオーリングサン！」

　二発目の火球を生み出した。殺し損ねた者たちに燃えるような眼がん光こうを向け、火球と殺意を膨らませていく。

「奇跡は二度も起きねぇよ。今度こそ、絶望──」

　と、激げき昂こうしかけたルエルの言葉が途切れ、巨大な火球が消えた。

「──ぁ？」

「お前もやっと『限界』か」

　空中で傾く身体からだ。ルエルの背後、こうなることを見越して跳躍していた凌りよう真まは、右足を振りあげる。黒いコンバットブーツの踵かかとが、ルエルの脳天に叩たたき込こまれた。

「ぎゃ!?」

　魔力が枯渇したのだろう、防御の盾は展開されない。

　踵かかと落おとしをまともに受けたルエルが、背中から地面に墜おちる。

　その胸に、遅れて上空から落下してきた凌真の手刀が深々と突き立てられた。ルエルの身体がビクンッと痙けい攣れんし、跳ねる。

「がっ、[image: ][image: ][image: ]……!?」

　口から吐き出された血が、凌真の頬ほおを赤く汚した。風を纏まとった震える右手が、よろよろと持ちあがる。

「し、死にさらせ！　ごのっ……」

　翠みどり色の美しい双そう眸ぼうに爛らん々らんとした殺意を宿して歯を食いしばり、ルエルがぶぅんっと腕を振るった。

「……クソ虫、がぁ」

　凌真の首を刎はね飛ばそうとでもしたのだろうか。しかし巻き起こされた弱い風は、前髪をなびかせただけ。それを最後の抵抗にルエルの腕が力なく落ち、瞼まぶたが降りる。

　咄とつ嗟さに傾けた首を戻して、凌真は肩の力を抜いた。胸に埋うずめた手を引き抜き、溜ため息いきを吐つく。




「──終幕。ゲームオーバー、か……」




　自らが斃たおした魔族の顔を見つめ、ぽつりと呟つぶやいた。そこにあるのは安あん堵どや喜びではなく一抹の寂しさ、悲しみに似た感情だ。

　しばらく待ってもルエルの胸に穿うがたれた傷が治りはじめる気配はなく、赤黒い血ち溜だまりがゆっくりと広がっていく。

　ただ、死んではいない。呼吸に合わせて上下する胸を眺め下ろした後、凌真がとどめを刺そうと右手を引いたときだった。




〈こぉおおおん、ぐらっちゅ、れぇしょおおおおおおぉん！〉




　大音声が脳を揺さぶる。

〈ゲームマスター、ルエル・クルーエルが斃たおされ……スペシャルイベント《狂える禍竜》ルエル・クルーエルをやっつけろのクリア条件が満たされたため、なんと！　な、なななな、なんと！　まだ途中ではありますが、此こ度たびの《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》は、これにて終了──ゲームクリアとなりますっ！〉

　ルエル撃破とイベントのクリア、ゲームの終わりを伝えるアナウンスの声は、艶あでやかな女性のものだった。

　ルエルとは別の魔族だろうか。前任者より丁寧で、柔らかな物言いだ。

〈ゲームが途中で終了するのは前例のない出来事なので、我々もびっくりしているのですけど。さすが『異世界人』の方々……ふふふ、まさかの大番狂わせでした。ひとまずは、おめでとうございますと言わせていただきましょう〉

　自分が何者なのか明かさないまま、魔族らしき声の主は続ける。

　同族が人間に討たれたというのに相変わらず声音は明るく、弾んでいるようにさえ感じられた。

〈尚なお、開始スタートから約七時間、最終的に生き残った人間は……ちょうど百人！　およそ五分の一ですね？　魔獣追加で一気に減ってしまいましたが、それでもクリア人数は過去最多の十一人を大幅に更新いたしましたぁ！〉

　最多でも十一人。途中でゲームが終わったからだとはいえ、それが百人残るのは想定外の事態に違いない。魔族側はもちろんのこと、あらかじめ段取りを決めていたであろう、レジスタンス側にとっても。

〈大丈夫。問題はない〉

　凌りよう真まがリィンに視線を向けると、リィンは力強くうなずき、

〈……はずだ〉

　なんとも不安な一言を付け足した。

　だが、凌真としてはそれでいい。何が起こるか予測できない方がよりスリリングだし、期待も高まるからだ。

〈アナウンスは以上です。それでは、皆さま──〉

　──ごきげんよう、という挨拶を最後に声は途切れた。

　瞬間、ゲームのフィールドを形成する格子状の青い光が再び可視化し、突如、真っ赤に輝く。夕焼けじみた紅あかい光が世界を染めあげ、[image: ]つじ村むらが「ひっ!?」と釘くぎ山やまに抱きついた。

「こ、今度は何ぃ!?　あたしたち、殺されちゃうんじゃ……？」

〈いや、ただの《転送》魔法だよ。あれに呑のみ込こまれても、別の場所に送られるだけ……クリアの証あかしさ〉

　徐々に狭められ、迫り来る紅あかい光を眺めやりながら、リィンが小剣を手放す。それから凌りよう真まに視線を移し、赤茶色の双そう眸ぼうを眩まぶしそうに細めた。

〈リョーマ。あんたは……本当に、すごいな。まさか魔族を、それもほとんど一人で斃たおすなんて〉

　しかし緩んでいた表情はすぐ強こわ張ばり、翳かげる。鮮血じみた真紅の光が、リィンの顔に濃い影を落としていた。




〈けど、こんなのはまだ『前哨戦チユートリアル』だ。あんたが斃した魔族ルエルは《魔男爵》──純粋な強さのみで分けられている七階位の七番目。一番下に過ぎないんだからね〉




「……っ！」

　リィンの言葉を聞いた凌真は絶句し、ルエルを見やる。

　凌真が全力で殺し合った相手も、魔族の中では下の下に過ぎない。ルエルが最下級だとしたら、より上位の魔族はどれほど強大なのだろう。

　凌真の身体からだが、ぶるりと震えた。

「…………。はは……」

　光が間近に迫り、世界が紅く染まりゆく中、凌真は笑う。込みあげてくる喜びと興奮が抑えられない。

「ははははははははは！」

　希望に似た淡い期待が、胸に芽生えた。

　やはり、この世界なら──




　穢けがれない新雪のような白肌と白髪に、昏くらく冷たいアイスブルーの碧へき眼がん。




　かつて凌真が元の世界で出会い、心奪われた『彼女』を超えるような存在に巡り会えるかもしれないと。





[image: ]




　凌りよう真まが『彼女』に出会ったのは一昨年おととしの冬、十四歳のときだった。

　忘れもしない十二月二十一日。

　クリスマスの音楽が鳴り響く都会は極彩色のイルミネーションで彩られ、アスファルトとコンクリートで作られたモノクロームの街をきらびやかに彩っている。

　硝子がらすのように澄んだ冷気が肌を突き刺す、異常なまでに寒い日だった。吐息は白く凍りつき、分厚いコートを着ていても尚なお、服の隙間から侵入してきた冷気が身を震わせる──そんな日の夜。

「もしもし。こちら《抹殺者プレイヤー》Ｒ……」

　凌真は表通りから外れた路地裏、光に溢あふれる表とは対極にあるような、暗く陰鬱とした雑居ビルを仰ぎつつ《指揮者デイレクター》に連絡を入れる。スマホを握るその手には、黒い革手袋が嵌はめられていた。

「現場に着いた。五秒後に開始する。五、四、三、二、一──」

　ビルの入口に仕掛けられた監視カメラは《計略者プランナー》の介入により、ただの飾りと化している。緊張はない。凌真の心はいつの瞬間も、凍った水面みなものように冷たく凪ないだまま。

　ゼロのカウント代わりに通話を終了し、ビルの中へと踏み込んだ。標的の数は、十三。別段難しくもない、いつも通りの楽な仕事だ。
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「──十三」

　手にした得物で最後に残った男の額を撃ち抜き、呟つぶやいた。サプレッサーにより殺されたカシュンッという銃声が、標的の生命を奪い去る。

　およそ十畳ほどの空間。その床には、今しがた殺された男以外に六人、男たちの亡なき骸がらが転がっていた。いずれも額の寸分違たがわぬ位置に穴が穿うがたれ、鮮血と脳のう漿しようを垂れ流しながら息絶えている。

　現在、凌真がいるのは三階。残る半分の標的も、ここへ来る途中に全て片づけていた。凌真は拳銃をコートの内側にしまうと、七人分の『死』を手早く確認してから、腕時計を見やる。

「……。五分か」

　予定より随分早く終わってしまった。後処理の連絡を入れる前に、念のため階下の遺体も確かめておこう。そう思い、部屋を出ようとしたときだった。




「これ、君がやったの？」




　背を向けた部屋の中から、凌りよう真まに声がかけられる。硝子がらすでできた鈴の音色を思わせる、若い女の声だった。

「……っ!?」

　驚きよう愕がくと硬直は一瞬。凌真は反射的に懐から拳銃を抜きつつ振り返り、相手の姿を視界に捉えるや否いなや発砲──しようとして、息を呑のむ。

　美しい少女だった。穢けがれない新雪のような白肌と白髪に宝石めいた蒼あおい双そう眸ぼう、容姿からして日本人ではないだろう。否いや、或あるいは人ですらないのかもしれない──そんな馬鹿げた思いを抱いてしまうほど、少女は異様に美しかった。

　白を基調に瞳と同じ青が彩る繊細な意匠のドレス、透けそうなほど薄い布地に包まれた身体からだは華きや奢しやだが、か弱いという印象はない。むしろ余計なものを全て削そぎ落おとし、丹念に磨き抜かれた刃やいばのような迫力と風格がある。まるで至高の芸術品だ。

　凌真はしばし我を忘れて、その完璧に『完成』された少女に見み惚ほれ──

「君が殺やったの、と訊きいてるんだよ？」

　次の瞬間、左耳元でささやかれた声に目を見開いた。

　飛とび退のき、少女に向けて発砲したのは無意識の行動。指がトリガーを引き、カシュンッと乾いた音が鳴る。

「ねぇ」

　直後、声は凌真のすぐ背後から聞こえた。

　再び捉えたはずの少女はいつの間にか視界から消失し、凌真がハッと気づいたときには気配が真後ろへと移動している。

「!?　くっ──」

　──カシュンッ。振り向きざまに凌真が撃った銃弾は、少女を捉えることなく消えた。そう『消えた』のだ。壁に穴を穿うがつこともなく、忽こつ然ぜんと。

　理解できない。銃を構えたまま絶句する凌真の右側で、少女は続ける。

「意味は通じているでしょう？　答えて」

　少女の声音には抑揚がなく無機質で、殺意も感情も一切感じられなかった。

　にもかかわらず、喉元に冷たい刃を押し当てられているような気分だ。凌真はごくりと唾を嚥えん下げし、答える。

「……ああ、そうだ。俺が、殺した」

「あっそ」

「……あっそ？」

　自分から尋ねておいて、なんだその反応は──と思ったが、口には出さない。代わりに素早く銃を持ち替え、振り返りざま、空いた右手を全力で振るった。裏拳が壁にめり込み、砕き割る。

　見れば、少女は一番奥の立派なデスクに腰かけており、掌てのひらの上で二発の銃弾を退屈そうに弄んでいた。それは凌りよう真まが少女に撃ったもの、消えたと思い込んでいた弾丸だ。

　そんなものがなぜ、相手の手の中にあるのか。一瞬前まで隣にいたはずの相手がなぜ、優雅に脚を組みながら奥の机に座っているのか。

「……。俺からも質問がある」

　凌真は少女に銃口を向け、簡潔に問う。

「あんた、一体何者だ？」

「…………」

　少女が無言で凌真を見つめた。銃弾を捨てて答える。

「■■■■■■■■■■■」

　色素も厚みも薄い唇から紡ぎ出された言葉は、日本語ではなかった。英語でもロシア語でも中国語でもない、不思議な響き。母国語かと眉をひそめる。

「……わからん。日本語で話せ」

「■■■■■」

「日本語で、と言っている！」

　声を荒らげ、少女を睨にらんだ。殺意を強め、言い放つ。

「さもなくば──」

　──殺す。そんな言葉を口にしかけた凌真は次の瞬間、静止していた。全身が氷漬けにでもされてしまったように動かない。

　その元凶は、目の前の少女が滲にじませる『何か』だ。殺気ではない。喩たとえるならば冷気のような、生物としての本能を根本から凍りつかせる絶対零度の恐ろしい予感。

　もしわずかでも身体からだを動かせば、その瞬間に氷の彫像と化した肉体がヒビ割れ、粉々に砕け散ってしまう幻想イメージが、凌真の自由を奪い去っていた。

　呼吸すら、満足にすることができない。

　それはこの世界で《調和を破壊する者バランスブレイカー》と呼ばれ《裏社会最強》とまで謳うたわれた凌真が生まれて初めて感じる戦慄であり、衝撃であり、絶望であり──

「……っ！」

　興奮であり、感動であり、きっと希望と呼べるものだった。

　灰色に染まりきっていた退屈な世界が、鮮やかに色づいていくような感覚。相変わらず身体は微み塵じんも動かないのに、心臓だけが早鐘を打ち、少女に向けた銃が震える。畏れではなく、悦よろこび故に。

　このとき、凌りよう真まはどんな表情をしていたのだろう。凌真の反応を目にした少女がそこで初めて、感情の片へん鱗りんを覗のぞかせた。

「ん──」

　眠たげに降りていた瞼まぶたがあがり、昏くらく冷たいアイスブルーの碧へき眼がんに、微かすかな光が灯ともる。少女は数回瞬まばたきすると、デスクから腰をあげ、

「……。ふぅん？」

　一歩一歩、ゆっくりと近づいてきた。その間、互いの視線は交わったまま。

　少女との距離が縮まるにつれて、凌真の鼓動は速くなり、呼吸はますます困難になる。小刻みに震え続ける身体からだは、未いまだ自分の意思ではピクリとも動かない。

「すごいね」

　そんな凌真を至近距離から眺め、少女がぼそりと呟つぶやいた。彼女の額には、凌真の向けた銃口が密着している。




「私の前で……そんな表か情お、できるんだ」




　少女の手が凌真に伸ばされ、細くたおやかな指先が頬ほおに触れた。冷たい指が肌を這はい、撫なでる。心臓が凍りつき、呼吸が止まったような気がした。

　酸欠か、意識が朦もう朧ろうとしはじめる。

「君はか弱く、脆もろい……けど」

　凌真の頬から手を離し、少女が傍かたわらを擦り抜けていく。

　銃を構えたまま、トリガーを引くことさえできないでいる凌真の耳元、少女はわずかに感情らしきものを滲にじませ、ささやいた。

「その『強さ』は、認めてあげる」

「……っ!?」

　そして凌真が応える暇もなく、

「じゃあ、またね？」

　と告げて、凌真の視界から消える。瞬間、凌真の硬直は解け、

「お、おい──」

　慌てて振り返ってみるが、そこに少女の姿はなかった。まるで最初から夢幻であったかのように消きえ失うせ、暖房が効いた生なま温ぬるい空気と、虚うつろな静寂だけが残されている。

　凌真の手から拳銃が滑り落ち、転がった。

　少女の言葉を思い出しながら少女が触れた頬に触れ、そこで初めて凌真は自分がずっと笑っていたことに気がつく。

「……。はは」

　窓の外では雪が舞い、世界は安寧を取り戻していたが、凌りよう真まの心は乱されたまま。名も知らぬ『彼女』の余韻が完全に抜けるまで、陶然と立ち尽くしていた。
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　何度繰り返しても決して褪あせることがない『彼女』の追憶。

　いつの日か再会できることを夢見て、しかし結局叶かなわなかった過去の幻ゆ想めから目覚めると、凌真はゆっくり瞼まぶたを開く。

　視界に飛び込んできたのは、漆黒の闇だった。

「む……」

　わずかな光源もない、完全な暗闇。ただ、近くには大勢の人の気配が感じられ、ここは一体どこなのかという疑問の声や、互いの安あん否ぴを気遣う会話などが聞こえる。

　凌真はひとまず冷たく硬い金属の床に横たわっていた身体からだを起こし、視覚以外の感覚で肉体の状態を確かめた。

　ルエルとの死闘で負った傷はそのまま、血も完全には乾ききっておらず、意識を失ってからさほど時間は経過していないだろう。服装などにも、目立った変化は見られない。

　闇の中、首を巡らせ、まずは己が守るべき少女を探す。

「……塔とう子こ？」

　名前を呼ぶが、返事はなかった。周囲の喧けん噪そうに掻かき消されないよう、声を張る。

「俺だ、凌真だ！　誰か、近くにいないのか？　[image: ]つじ村むら、釘くぎ山やま、リィン──」

「リョーマ！　起きたか」

　すると、まずリィンの反応があった。

「あっ、なぎやんおはよー」

「おはようございます、凪なぎ平ひらさん」

　続いて[image: ]村、釘山の声。いずれも凌真のすぐ近くからだ。声の調子からして、特に異常などはなさそうである。そのことにひとまず安あん堵どしながら、

「三人とも無事で、一緒か。塔子は──」

　──むにぃ。手で周りを探ってみると、掌てのひらがふいに柔らかなものを捉えた。掴つかみ、揉もむようにして感触を確かめてみる。

「ひゃ、んっ……」

　くすぐったそうな甘い少女の声がした。凌真は、そっと手を放す。

「……。塔子は、俺の傍そばにいる。まだ眠っているようだ」

「魔力を消耗したからだろうねぇ。そのまま寝かせておいてやってくれ」

　リィンの言葉に「ああ」と応え、凌真は訊きいた。

「状況は？」

「さぁ、わからない……あの紅あかい光に包まれて、気づいたら暗闇の中だったんだ。ここがどこで、これから何が行われるのか」

　そこで一旦科白せりふを止めると、リィンは凌りよう真まと距離を近づけ、声をひそめて続ける。

「──事前に聞いていた流れでは、生き残った人間が売りに出されて、魔族が買い取る。あたしたちの身柄はそれぞれ、協力者がうまく預かってくれることになっていたはずなんだけど。どうも、雲行きが怪しい」

「ふむ。やはり想定外か……」

「あはは。いっぱい生き残ったから、舞台を変えてもう一ゲーム！　……みたいなことになったりしない、よね？」

　[image: ]つじ村むらが冗談めかして明るく、けれど不安げに問いかけた。リィンが答える。

「うーん。あり得なくもないね」

「ええっ!?　そ、それはさすがに……保もたないですよ。気力も体力も」

　釘くぎ山やまがげんなりと呟つぶやいた。

　凌真としても先のダメージを引きずっており、魔力の残量にも不安があるため、ここで即座にもう一ゲームという展開はかなり厳しい。

　──と、そのとき。

　ふいに一条、頭上から光が注ぐ。

　凌真たちから二十メートルほど離れた前方の空間、スポットライトのような光に照らし出されたのは、ピーチブロンドの巻き髪をツインテールに結わえた少女。

　否いや、少女と呼ぶには若すぎるだろう。小柄で華きや奢しやな彼女は幼い子供のように見えるが、未成熟な肉体を包む漆黒の衣装は露出が多く妖艶で、ほとんど裸に近いデザインだった。

　そして幼女でありながら、胸元だけは熟れた果実のごとく豊満に成長している。

　生物としての基本的な造形は、ルエル同様、人間と変わりない。しかし決して同族ではない異様で異質な雰囲気が、その可か憐れんな『妖よう女じよ』にはあった。

　閉じられていた瞼まぶたを開き、色鮮やかな紫の瞳で周囲の闇を睥へい睨げいしつつ、妖女がくるりと回る。黒い長手袋で二の腕辺りまでが覆われている両腕を開いて、

「皆さま、大変長らくお待たせいたしましたぁっ！」

　外見にはそぐわない艶のあるハスキーボイスを朗々と響かせた。ルエルが斃たおされた後、凌真たちにアナウンスを届けた、あの声だ。

　黒いロングブーツのヒールで真っ白い床をカツンッと叩たたき、妖女は続ける。

「此こ度たびの見世物《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》が思わぬ形で終わってしまい、その後の展開について、しばし協議のお時間を頂戴しましたが……『観覧者』の方々にも引き続き愉たのしんでいただけるよう、急きょイベントを準備しました。それが──」

　次の瞬間、妖女を照らしていたスポットライトが広がるようにして、光が溢あふれた。

　闇の中から現れたのは、闘技場コロシアムを彷ほう彿ふつとさせる、すり鉢状の広大な空間。中央の底には円形の舞台ステージがあり、段々に設けられた観覧席が周りを取り囲んでいる。

　席を埋め尽くしているのは、何百という数の人間──否いや、あれは魔族だ。ルエルやあの妖女と同じ、人に似て非なる者。

　黒・白・赤・金・茶・青……と、様々な髪色や服装をした彼らはやかましく騒ぎ立てることもせず、彫像のように沈黙しながら、黒い『檻おり』の中に閉じ込められている凌りよう真またち参加者の人間を傲然と眺め下ろしていた。

　膨大な数の視線が降り注ぎ、精神が肉体ごと押し潰されそうになる凄すさまじい威圧感が、逃げ場のない人々を襲う。誰も悲鳴をあげることさえできない。

　注ぐ視線の一つ一つ、あの客席にいる者たちは全員ルエルと同等か、それ以上に強大な存在なのだ。




「──《死せる楽園の人身競売デストピア・オークシヨン》！」




　身震いする凌真の耳に、妖女の高らかな宣言が届いた。短いスカートを揺らし、豊かな胸を弾ませながら魔族は嗤わらう。

「先ほど《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》で見定めたお気に入りの商品ニンゲンを、今ここにいる魔族の皆さまで競り落としていただく、競りあげ式の公開入札オープンビツドオークションですわ。財力と欲望のまま、盛りあがってくださいませぇっ！」
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「本イベントの司会進行は、ルエル・クルーエルに代わり、わたくし──《堕だ獄ごくの果実》こと、ミリアム・ブロウシアが担当させていただきます」

　スカートの裾を摘つまみあげ、ミリアムと名乗った魔族がお辞儀する。

　舞台の脇には虫籠じみた黒い檻が全部で五つ、五角形の形で配置されており、凌真たちゲームを生き残った百人の参加者が、二十人ずつに分けられていた。

〈……ミリアム。奴やつは魔侯爵、七階位の四番目に当たる魔族だ〉

　高い天井から吊つり下さがるシャンデリアのような豪ごう奢しやかつ巨大な照明を見あげる凌真に、リィンが念話で情報を届ける。

〈魔男爵・魔子爵・魔伯爵・魔侯爵・魔公爵・魔大公、そして……それら全てを統べる、魔王。魔族の世界は完全実力主義の縦社会、あんな外ナ見リでも、あんたが斃たおした魔男爵ルエルとは比較にならない難敵さ〉

（──ほう？）

　興味を惹ひかれて目を細め、ミリアムを注視した。手足も腰も軽くへし折れそうなくらい細いが、あの貧弱な肉体でルエル以上の強者とは。

〈ただ、安心しときな。ミリアムは、あたしたちレジスタンスの協力者でもある〉

　前にリィンが言っていた『運営側の協力者』というのが、あのミリアムということなのだろうか。ならば、協力者が進行役を務めてくれているこの状況は、案外悪くないのかもしれない。

〈とはいえ……だ。観覧者には魔侯爵ミリアムと同等か、格上の魔族も少なからずいる。さすがに魔王の側近クラス、魔大公までは来ちゃいないだろうが〉

　観覧席に視線を走らせてから、リィンが横目で凌りよう真まを睨にらんだ。

〈いいか、リョーマ。何があっても絶対に手は出すな？　成り行きに身を任せ、大人しくしていろ。そうすれば、きっと問題はない〉

〈……。承知した〉

　さしもの凌真も、この数の魔族を前に切った張ったの大立ち回りをはじめるような気にはなれない。釘くぎを刺されるまでもなく静観しているつもりだったが、あのルエルを超える魔族が何百と一所に集まっている状況下、身体からだは自おのずと臨戦態勢を取る。

　たとえリィンから『問題ない』と告げられても、だ。

「──さぁ。それでは、早速まいりましょう！　何せ、品数が多いですから……サクサク進めてまいりますよぉ」

　ミリアムが片手をあげると、彼女の頭上に長方形の黒い板が現れた。空中でゆっくりと回転する板の表面に、白い文字が浮かびあがる。




　１　ＫＡＮＡ ＴＡＫＡＮＡＳＨＩ




　同時に、舞台上で赤い花弁のような光が弾はじけ、制服姿の少女が一人、どこからともなく現れた。檻おりの中から『転送』されたのだろうか。凌真たちとは別の檻に入れられた人々がざわつき、どよめいている。

「ひぃ!?」

　怯おびえる少女の身体は宙に浮かんだまま静止し、板と同じように回転。舞台を囲む観客であり、買い手でもある魔族たちに、余すところなく全身を晒さらした。

「まずは商品番号一、カナ・タカナシ！　開始早々、愛する者に見捨てられ、そのクソ男がゴブリンに殺されるのを目の当たりにした後……自らもゴブリンに襲われてしまった、可哀かわい想そうな娘です」

　わざとらしく泣なき真ま似ねをしてみせ、ミリアムが目元を拭う。

　さらに説明の最中、立体映像じみたスクリーンがいくつも出現し、少女が見捨てられる場面や恋人が殺される場面、魔獣に凌りよう辱じよくされる場面など、ゲーム中のハイライトを映して回った。人々の悲鳴と慟どう哭こく、魔族の嘲笑と歓声が響く。

「えっ、かなかな!?　かなかなじゃん、あれっ、うちのクラスの！」

　[image: ]つじ村むらが素っ頓狂な声をあげ、驚いた。釘くぎ山やまもクラスメイトが凄惨な目に遭わされている光景を見せられ、目を覆っている。

　凌りよう真まはあのとき草原に捨て置いた少女が生き延びていたことを意外に感じつつ、膝を枕に眠り続ける塔とう子この耳をそっと塞いだ。

「悲運と苦難を乗り越えた先、カナに待つのはさらなる悲劇か、それとも安寧か。運命のオークション、開幕スタートです！」

　ミリアムが告げた瞬間、場内が薄暗くなり、極彩色の光が目まぐるしく色を変えながら乱舞する。さらに明るくアップテンポな音楽まで流れ出し、舞台上のミリアムが軽やかに踊りはじめた。

　板に浮かんだ〇ゼロの数字が一〇〇〇〇〇・二〇〇〇〇〇・三〇〇〇〇〇・四〇〇〇〇〇と上昇していき、数字が増えるに従って回転のスピードもあがっていく。

　いかなる仕組みなのか、ミリアムの元には入札の情報が届けられているようで、華麗なステップを刻みながら唄うたうように言葉を紡いだ。

「五一〇〇〇〇Ｇガネー、五二〇〇〇〇Ｇ、五五〇〇〇〇Ｇ……はいっ、いかがです？」

　ほどなくして数字の上昇が止まると、音楽やミリアムのダンスも止まり、黒い板の回転も緩やかになる。観覧席を見回し、尋ねた。

「これ以上は、おられませんか？」

　そして、反応を見守った後、首肯する。

「おられませんね！　商品番号一、カナ・タカナシ──五五〇〇〇〇Ｇで『落札』うううううう！」

　ミリアムが宣言すると、観覧席から魔族たちの拍手があがり、花吹雪のように舞い散る光の演出とファンファーレじみた音楽が会場を満たした。

「こちらカナ・タカナシを落札したのは、参加者番号一八八──《混こん沌とんの母》こと、ルナマリス・ベイン伯爵！　魔獣や人間、果ては魔族まで……ありとあらゆる生き物を交配、融合させては醜怪な《合成獣キメラ》を生み出すド変態、もとい狂おしき魔獣研究家です」

　スポットライトに照らし出された観覧席の女性が深々とお辞儀し、落札を祝福する同族たちに手を振って応える。

「やっ……あ……あぁ……あああ、ぁ……いやああああ、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　ミリアムの説明を聞いた小鳥遊たかなしが顔面蒼そう白はくとなり、しばし堪こらえるように沈黙してから、大声で泣なきわめいて暴れた。ミリアムが苦笑する。

「あら、可哀かわい想そう。待っていたのは絶望でしたね？　ゴブリンに引き続き、色んな化け物との身の毛もよだつ異い種しゆ姦かんライフをお愉たのしみくださいな」

　ミリアムが手を振ると、小鳥遊たかなしの周囲に赤い花弁のような光が現れて渦巻き、その全身を呑のみ込こんで──消えた。

　悲鳴が途絶える。小鳥遊の姿も、舞台上から消えていた。

「……では、次の商品へと参りましょうか」

　掌てのひらを叩たたいて打ち鳴らし、ミリアムが何事もなかったかのようにイベントを進める。

　その扱いはまさに商品。人間を『者』ではなく『物』としてしか見ていない、魔族どもの人間市だ。

「まだまだ、たくさんございますからね！　続いて、商品番号二──」





＊＊＊






　魔族による人間の競売。その結果、落札された者たちに掲示された未来はことごとく、昏くらい絶望に彩られたものだった。

　ある者は人肉料理をこよなく愛する美食家に食材として引き取られ、ある者は猟奇的な趣味を持つ嗜虐性愛者サデイストの玩具おもちやとして『永と久わの苦痛』を約束された。

　また、ゲームでめぼしい場面がなかったある者は魔族が飼う魔獣ペツトの『餌』として安値で買われ、高額で競り落とされた美少女は彼女自身が醜い魔族の愛玩動物ペツトになった。

　奴隷や家畜未満の玩具。世界で最底辺の存在。

　好き放題に使い、虐げ、弄び、壊す。

　いつかリィンに聞かされた異世界の現状が紛まぎれもない現実として、凌りよう真またちの目の前に突きつけられていた。




〈……これが、この世界。エンドベイルにおける人間あたしたちの立場ってわけだ〉




　一人、また一人と落札されていく人々。絶望に染めあげられた彼らの表情を見、慟どう哭こくを聞きながら、リィンが硬く握りしめた拳を震わせる。

〈こんなものが赦ゆるされてたまるか。変えなきゃならない、絶対に……世界に降りた終わりのベイルを切り払い、元の輝かしく平和な世界、エバーグレイスを取り戻す！　それが、あたしたちレジスタンスの使命──〉

　最初のうちは目を覆い、耳を塞いでいた[image: ]つじ村むらや釘くぎ山やまも、だんだん恐怖より怒りが勝ってきたのだろうか。今は瞳に涙を浮かべ、唇を噛かみながら、舞台上で繰り広げられる無慈悲な人間競売の様子を睨にらむように見ていた。

「…………」

　一方、凌りよう真まの心は静かだ。残酷な人々の扱いに感情を揺さぶられることもなく冷徹に、競売の行方を見守り続ける。

　競売にかけられる人々は凌真たちの左隣にある檻おりの中から選ばれはじめ、空になったら左の檻へ。時計回りの順番で進められていった。

　凌真たちのいる檻は、位置的に最後だ。

　オークションが開始してから、どれくらい経たっただろうか。四つの檻が空になり、同じ檻の中にいる者が一人、また一人と舞台上へと送られていく。

　もはや誰がいつ競売にかけられても不思議ではない状況下、スーツ姿の若い男が消え、競売にかけられはじめると、檻には凌真たち五人だけが残された。

　そして。

「さぁさぁ！　長きに亘わたるオークションも、終わりが近づいてきました。残る商品は五。続きましては、こちらの娘──」

　商品番号九十五の男性が競り落とされて、いよいよ凌真たちの番がやってくる。

『娘』ということは、凌真ではない。[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やま、リィンが表情を強こわ張ばらせる中、最初に選ばれたのは、




「商品番号九十六、トーコ・クロアマギ！」




　──塔とう子こだった。凌真の膝に頭を預けて眠る塔子の身体からだが紅あかい光に包まれて消え、舞台の上へ転送される。目を閉じ、安らかに眠りこけたまま。

「とーこ！」

　[image: ]村が立ちあがり、檻にしがみつきながら叫んだ。リィンを振り返り、訊きく。

「ね、ねぇ？　本当に大丈夫……」

「黙って見てろ」

　低い声音で[image: ]村を制し、リィンが舞台上を睨にらんだ。

　オークションがはじまる前は静かだった魔族たちも今やすっかり盛りあがり、会場内は騒がしい喧けん噪そうで満たされている。しかしそれでも依然として、念話以外の迂う闊かつなやり取りは危険だ。

　不安がる[image: ]村や釘山、塔子が『出品』されたことで険しい表情になる凌真を安心させるように、リィンは言った。

〈心配になる気持ちもわかるが、最初に伝えた通りきっと問題はない。協力者はミリアム以外にも大勢、競り落とす側にいるんだ。しかも、レジスタンスは個人じゃなく組織──資金勝負では、まず負けないさ〉

　と、そこで舞台上のミリアムが凌りよう真またちがいる檻おりの中に一いち瞥べつをくれてくる。ふっと自信ありげに笑い、塔とう子この商品紹介をはじめた。

「ゲームマスター、ルエル・クルーエル渾こん身しんの魔法を防ぎ、仲間の命を救ってみせた勇敢なるガーディアン！　……なのですが、あれで少ない魔力を使い果たしたのでしょうか、深い眠りについております。なんともまぁ、だらしない寝顔ですねぇ～」

　ミリアムがそうあざけると、ゲーム中のハイライト映像に紛まぎれ、唇の端から透明な涎よだれをこぼす塔子の口元がアップで映される。

「そして魔法を一度だけ、奇跡的に防いだと言っても、所詮《魔男爵》のもの……たかが知れている力です。まぁ、凡百の塵ゴ芥ミよりは多少マシという程度でしょうか。顔も人間にしては整っている方ですが、わたくしたち魔族に比べれば微妙で、凡庸ですね。う～ん、五十一点！」

　塔子の頬ほおをぺちぺち叩たたき、ミリアムが嗤わらった。

　何やら露骨に貶けなしはじめたが、あれは魔族の購買意欲を削そがせ、塔子の値段を少しでも吊つり下さげようとする魂胆なのか。釘くぎ山やまが顔をしかめる。

「私たちも、あんな風に舞台上で罵られるのでしょうか……」

「じ、地味に嫌だね……てか、採点厳しすぎない？　とーこで五十一点て！」

「……。黙って見てろ」

　気の抜けたやり取りをする[image: ]つじ村むらたちに、リィンが横目を向けたとき。場内が暗くなり、ミリアムのかけ声で塔子の競りがはじまった。

「では、まいりましょう。オークション、開始スタート！」

　極彩色の光と音楽。主役の塔子を食う勢いでミリアムが激しく踊り、回る板に浮かんだ金額の数字が、〇から一〇〇〇〇〇・二〇〇〇〇〇・四〇〇〇〇〇・五〇〇〇〇〇と吊つりあがっていく。

　これまでの最高落札額は九五〇〇〇〇Ｇだが、やはり魔族の魔法を防いだ塔子は興味を惹ひくのか、それを突破し、

「一〇〇〇〇〇〇Ｇ、一一〇〇〇〇〇Ｇ、一一五〇〇〇〇Ｇ、一二〇〇〇〇〇Ｇ……おおおぉっと、ここでどどんっと一五〇〇〇〇〇Ｇの入札ですっ！」

　数字の上昇が緩やかになりかけたところで、一気に増えた。光と音の演出が止やみ、踊りを止めたミリアムが、観覧席を眺め回して問いかける。

「これ以上は、おられませんかぁ？」

　現時点での最高額入札者としてスポットライトを浴びているのは、黒い燕えん尾び服ふくのような衣服に身を包む、紳士然とした男の魔族。

〈──第四階位の《魔侯爵》ギルドレ・リッチ〉

　リィンが笑い、うなずいた。

〈魔族には珍しい『人間愛護派』でありながら、ミリアムと同格の絶大な力を持ってる。奴やつも協力者の一人だね〉

　人間愛護派。凌りよう真またちの世界でいうところの動物愛護団体みたいなものなのだろうか。であれば、塔とう子この身柄に関してはひとまず安心できそうだ。

　張り詰めていた緊張の糸があからさまに緩み、皆の空気が弛し緩かんする。

〈……百五十万Ｇ、か。トーコであの落札額なら、ゲームで目立った活躍がないマリカやシオリ、あたしも問題なく落札できるだろうね。読めないのは、ルエルを斃たおしたリョーマの額だけど〉

　目を閉じ、しばし思案した後、

〈魔族が人間一人に払う金額なんて、せいぜい女で四十から五十万、男は大体その半分が相場だ。いくら魔族を一対一で斃した人間だからって、どう頑張っても落とせないような金額がつけられることはまずあり得ない……はずさ〉

　と結論づけた。エンドベイルの物価は不明だが、リィンが話した人間の価格は日本円でちょうど牛一頭と同じくらいの相場だ。

　まさしく『家畜』──

「ん？」

　そこで凌真はふと気づく。ミリアムの進行が、止まっているのだ。

　観覧席に『これ以上は、おられませんかぁ？』と問いかけてから、既にかなりの時間が経過している。にもかかわらず、進展がない。

　何かトラブルでもあったのだろうかと眉をひそめた、次の瞬間。

　一五〇〇〇〇〇Ｇで止まっていた金額が動きはじめる。目にも留とまらぬ速さで入札額が吊つりあがっていき、黒い板が壊れたようにぐるぐると回った。

　やがて再び金額の上昇と板の回転が落ち着いたとき、浮かべられていたのは、




　一五〇〇〇〇〇〇Ｇ




　──一千五百万。十倍だ。

　場内の魔族たちがざわめき、困惑がさざなみのように広がっていく。リィンが「は？」と絶句した。

「な、なんだよ、あの馬鹿げた入札額は……人間一人に払う金額じゃないぞ!?　い、一体何が──」

「私が入札したの」

　──と、声が聞こえた。若い女の美しい声が。念話ではない。耳じ朶だに直接届く声だが、その決して大きくない声音は混乱する魔族たちの喧けん噪そうを抜け、鼓膜を甘く震わせる。

　さらに女の声が響いた瞬間、魔族たちは皆まるで喉笛を切り裂かれたかのごとく一斉に沈黙し、場内に満ちる空気の質が変わった。

　戸惑いから畏怖へ。弱者を嗤わらう強者から、強者に跪ひざまずく弱者の気配へと。彼ら魔族の視線は声が聞こえた直後から、ある一点に注がれている。

　観覧席を縦に貫く長い階段。その最上部から、声の主である『赤黒い髪の女』が悠然と降りてきていた。まるで血を被かぶったようだ、と凌りよう真まは思う。

　瞳の色も血のような赤。豊満な身体からだを包むドレスは漆黒で、剥むき出だされた真っ白い脚には絡みつく蛇、或あるいは触手のような紋様が這はっていた。

　その容貌は慄ふるえるほどに艶なまめかしく、美しい。

「ああ、もちろん一匹じゃないわ」

　女が赤い唇を舐なめ、嗤う。

　彼女の視線が向けられてきただけで、凌真の身体は小刻みに震えはじめた。本能が絶叫し、告げている。

　生物として、存在として、あの女は格が違うと。




「残りの五匹。まとめて買い取らせてもらうつもりよ。この、私──《魔大公》が一柱、グリィゼ・エルジェバードがね」

[image: ]





[image: ]




「グリィゼ・エルジェバード……」

　オークション会場に突如として現れた赤髪の女、グリィゼと名乗った魔族に魅入られる凌りよう真まの傍かたわらで、リィンが呻うめくように呟つぶやく。

〈エンドベイルに七体しかいない、第二階位の《魔大公》──第一階位の《魔王》に次ぐ立場の魔族さ。無貌の怪物、千せん変ぺん万ばん禍か、嗜し虐ぎやく殺の凶手、血ち被かぶり姫……異名は数えきれないくらいあるけど、今この状況にふさわしいのは《象かたどられし絶望》か〉

　脳内に響くリィンの声音、グリィゼを凝視したまま目を見開いているリィンの横顔には深い絶望と諦念が表れていた。

「えっ、何……もしかして、まずい感じ？」

　図太いのか鈍いのか、[image: ]つじ村むらが小声で恐る恐る訊きく。がりっと音が鳴るほどきつく奥歯を噛かみしめ、リィンが答えた。

〈……まずいなんていうもんじゃない。最悪だ。理由はまったく不明だが、奴やつが出張ってきた以上、あたしたちにできることはもう──〉

「お待ちください！」

　リィンがうつむいたとき、グリィゼに対して声をあげたのは、塔とう子こを落札しようとしていた魔族の男だ。確か、名前はギルドレだったか。

　ちょうど、ギルドレのいる段を通り過ぎようとしていたグリィゼの歩みが止まる。

　ギルドレは背筋を伸ばして立ち、観覧席の中ほどから、毅き然ぜんと意見した。

「お言葉ですが──先の《惨酷なる匣庭クルーエル・クレイドル》から続くこの競売は、あくまでも我々『領民』の戯れ、遊びです。そこにいきなり『領主』のグリィゼさまが介入し、あまつさえ目玉として用意された商品を横合いから掻かっさらうなど、あまりに無粋……野や暮ぼな行為でございましょう」

「…………」

　グリィゼは無反応。目線すら向けなかったが、ギルドレは退ひかない。

「我々の興奮に水を差す行為です。いかなグリィゼさまとて、マナー違反かと。運営者である貴女あなたもそう思いますよね、ミリアム嬢？」

「えっ」

　ギルドレに話の矛先を向けられたミリアムが、面食らう。目を泳がせて狼ろう狽ばいしながら、静まり返った会場内を見回し、

「そ、それは……ええっと……あ、あの……ですねぇ……」

　明らかに困った様子で、もごもごと言葉を選んだ。

　同じレジスタンスの協力者でも、ミリアムの方は正面切って目上の者に逆らうつもりはないらしい。ギルドレは答えあぐねるミリアムから視線を外すと、両腕を広げ、観覧席の同胞たちに是非を問う。

「……皆さんはどう思います？　なんの前触れもなく乱入してきたグリィゼさまの横暴を認め、せっかくのイベントを白けた空気で終えてしまうのか。それとも──」

　朗々と響く声音は、そこで途絶えた。

「蛟ミズチ」

　グリィゼから伸ばされた白い大蛇のような触手が、先端に開いた口でギルドレの全身を頭から丸まる呑のみにしたのだ。

　それは、グリィゼの『変異した右腕』だった。

「──ふぅ。私、優しい女よね」

　肉が骨ごと噛かみ砕くだかれ、咀そ嚼しやくされる音。断末魔のくぐもった絶叫。

　生きたままむさぼり喰くわれる同族の最期を知らしめるように、グリィゼが異形と化した右腕を振る。

　赤黒い爪に彩られた美しい左手を頬ほおに添え、聞こえよがしに呟つぶやいた。

「楯たて突つかれてもすぐには殺さず、戯たわ言ごとに耳を傾けてあげたんだもの……まぁ、途中で我慢ならなくなって、つい『手』を出しちゃったけど」

　グリィゼの右腕はまるで無数の蛇が複雑に絡まり合ったような、おぞましい形状をしていた。先端が五ご叉またに分かれ、掌てのひらの位置にヤツメウナギを思わせる細かい牙だらけの口こう腔こうが開いている。牙が赤黒いのは喰らい殺した魔族の体液か、爪と同じ元々の色なのか。

「ああ、それから貴女あなた──」

　やがて悲鳴が完全に途絶えると、血のごとき双そう眸ぼうが舞台上へと向けられ、黒いドレスの裾をひるがえしてグリィゼが跳んだ。

　階段の中途からステージの真ん中、ミリアムの傍かたわらへ。

「ひっ!?」

　変異したグリィゼの右腕が、逃げようとするミリアムの細腰に絡みつき、引き寄せる。グリィゼは怯おびえる魔族の顔を覗のぞき込こみつつ、

「──『ためらった』わね？　あのお馬鹿さんから同意を求められても否定せず、答えを濁して。つまり、貴女も私に食べられたいと……そう解釈していいかしら？」

　五叉に分かれた触手をミリアムの頬や首筋、胸元に這はわせ、嬲なぶるように尋ねた。

　同胞を丸呑みにして喰い殺した口、縁だけでなく中にまでびっしりと生はえ揃そろった牙が、豊満な胸を噛み、ぎちりと食い込む。ミリアムは必死になって叫んだ。

「ち、ちちちち、違います！　私は……も、申し訳ございませえええん！　運営者としてイベントのことを考えた結果、判断に迷ってしまい……あ、あのような失態を……」

「ふぅん？　失態、ねぇ」

　咥くわえた果実を甘あま噛がみし、グリィゼが声に込めていた圧を緩める。ミリアムは首がもげんばかりにうなずいた。

「はい！　はひぃいっ！　わたくしごときがグリィゼさまに歯向かおうなど、滅相も……だからどうか、お赦ゆるしください！　お、おゆるじぃ……」

「そう、わかったわ。なら赦してあげる。私、優しい女ですもの」

　食い込ませた牙と絡ませていた五ご叉またの触手を離し、グリィゼが微笑ほほえむ。

「……っ!?　あ、ありがとうございます！」

「ふふ。私の方こそ、ごめんなさいね。無駄に怯おびえさせてしまって──『これ』はお詫わびと、素直に謝ることができたご褒美よ」

　腰に巻きついたままの触手でミリアムを引き寄せ、グリィゼが口くち吻づけをした。唐突に唇を重ねられたミリアムが目を剥むき、ビクッと身体からだを跳ねさせる。

　たっぷり数秒の後、グリィゼが唇を離した。

「気に入ってもらえるかしら？」

「あ……あああ、ぁ……」

　そして巻きつけていた触手も解くと、放心するミリアムから数歩下がって距離を置き、じっと見つめる。異常は、すぐに現れた。

「[image: ][image: ]ッ!?」

　痙けい攣れんしてのけ反ったミリアムの腹部が、空気を入れすぎた風船のように膨れる。さらに続けて乳房が、腕が、脚が、頭が、内側から押し広げられるように膨張していき、

「ぞ、ぞん……な……ぐっ……ぐりぃぜ、ざま……[image: ]──」

　限界まで膨らんだ次の瞬間、ぱぁんっと弾はじけた。ミリアムの中身が撒まき散ちらされ、舞台の上で無惨な赤い花が咲く。

　同時に、落札額が記された黒い板が粉々に砕け散って消え、宙に浮かんだ塔とう子この身体がどさりと落ちた。

「あらら、残念。気に入ってもらえなかったみたいね」

　頬ほおに飛んだミリアムの血を左手の指で拭い取り、グリィゼがクスクス嗤わらう。

〈……。魔力を、流し込まれたんだ〉

　第四階位の魔族が立て続けに二体、あっさりと殺された。その光景を目の当たりにして固まる凌りよう真またちに対し、リィンが説明をする。

〈大気中から体内に取り込まれた魔ま素そは各々の体質によって変化し、魔力になるけど……自分の魔力とは違う属性の魔力を無理やり流し込まれると、高確率で拒絶反応が起こり、ああなる〉

　内臓すらも爆はぜたのか、赤黒い血ち溜だまりには千切れた服の残ざん骸がいだけが浮いていた。

「──さぁて、と」

　過失なのか故意なのか、ミリアムを死に至らしめたグリィゼの視線が、舞台上の塔とう子こに移る。塔子はこんな状況下でも、目覚めることなく爆睡し続けていた。

　場違いなほど穏やかな寝顔を眺め、グリィゼが笑みを深める。

「!?　塔──」

「動くな」

　凌りよう真まは声をあげかけた釘くぎ山やまの口を背後から押さえて黙らせ、ささやいた。

「……下手に動いて刺激すると、何をしでかされるかわからん。今はただ、静かに見守り続けるんだ。いいな？」

　助けようにも塔子は外で、凌真たちは檻おりの中。落ち着いた凌真の指示にこくこくと首を振り、釘山が従う。[image: ]つじ村むらとリィンも、目だけでそっとうなずいた。

　凌真は釘山から離した手を制服の懐へ入れ、二本のナイフを確かめながら、グリィゼの動向を注視する。

（最悪、これで注意を引く……が。塔子が眠ったままなのが、不幸中の幸いか）

　先のやり取りからして、グリィゼの気性は相当荒い。些さ細さいなことで気分を害し、危害を加えてくる可能性があった。

「そうねぇ。とりあえず、あれかしら？」

　眠り続ける塔子を眺めた後、グリィゼが観覧席を見回す。

「この『商品』は、私が競り落とした──ってことで構わないのかしら？」

　観覧席から返ってきたのは、沈黙だった。

　グリィゼが凌真たちを競り落とすことに異を唱えようとする命知らずは、もはや一人も存在しない。場内は極限の緊張と静寂に包まれ、魔族たちはグリィゼに目をつけられまいと皆、息を殺して萎縮している。

　ミリアムの成れの果て、赤い血ち溜だまりを踏み、グリィゼが低く唸うなった。

「返事は？」

　──はぁいっ！　瞬間、場内の空気が揺れるほどの大音声で、魔族たちが声を揃そろえる。グリィゼが右腕を頭上に伸ばし、異形の五指をのたくらせて脅した。

「うるさいわね。皆殺しにするわよ？」

「……………………」

　再度、観覧席が静まり返る。理不尽極まりない言動だった。グリィゼは「ふんっ」と鼻を鳴らすと、観覧席の魔族たちから視線を外し、

「まぁ、いいわ。ともかくこれで、落札決定。貴方あなたたちは、晴れて全員──」

　掲げていた右腕を無造作に振るう。腕は凌真たちの頭上擦れ擦れを過ぎ、暴風のごとく奔はしった。

　ギィインッと耳障りな異音。凌りよう真またちを閉じ込めている檻おりの上半分が切断されてずれ、その直後、戻ってきた触手に薙なぎ払はらわれて吹き飛ぶ。

「私の『所有物』ってこと」

　金属の檻を切り裂き、殴り飛ばしてひしゃげさせたグリィゼの右腕は、先端から三分の一ほどが湾曲した巨大な白刃、鎌のような形状に変化していた。

　かと思えば、次の瞬間には形が歪ゆがみ、蠢うごめきながら縮んでいって──人間と変わらない、真っ白い細腕へと戻る。まるでＣＧ映画を観みているような、悪夢じみた光景だ。

「ね──」

　赤黒い爪に飾られている指を舐なめ、グリィゼは愉たのしそうに言った。

「──《レジスタンス》のみんな？」
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「…………。れじすたんす？」

　さも訝いぶかしげに訊きき返し、リィンが白を切る。

「はてさて、一体なんのことやら。あたしたちは全員、まだこの世界に召喚されたばかりの異世界人で──」

「あら、とぼけても無駄よ。リィン・レインちゃん？」

　やや早口な弁明を遮って、グリィゼがリィンのフルネームを呼んだ。そして、

「ああ、それとも。ここは、あれかしら……リィン・ブレイムちゃんと呼ばせてもらった方が良かった？」

「……っ!?」

　告げられた別の名にリィンが目を見開いた。硬直し、絶句する。




「今は亡き《煌こう炎えんの魔大公》ゼル・ブレイム」




　そんなリィンの反応を眺めつつ、グリィゼはいたぶるように言葉を継いだ。

「私たち魔大公の中でも最強、魔王さまの右腕とまで称されるほどの力を持ちながら──人間に絆ほだされ、共存を望んで、魔王さまに反旗をひるがえした逆徒。貴女あなたはあの物好きが死ぬ前、愛する人間との間に作った『隠し子』なんだもの……ねぇ？」

　魔族と人間の血が混ざり合った、混血ハーフ。これまでほとんど語られてこず、凌真も触れてこなかったリィンの素す性じようが思わぬ形で明らかになる。

　凌真が胡乱うろんな目を向けると、リィンはグリィゼを睨にらみ、唇を噛かみしめていた。絞り出すような声で、尋ねる。

「……。なんで、知ってる？」

「ふふふ。さぁ、なぜかしらねぇ。貴女あなたに協力しているお仲間が、こっそり教えてくれたとか？　風の噂うわさで耳に入ってきたのかも」

　舞台上の血ち溜だまりを一いち瞥べつし、グリィゼが笑みを深めた。反対に、リィンの顔つきは硬く強こわ張ばっていく。

「それで気になったから遊びに来たの。私のものにして、確かめたくなった……」

　血を吸ったような赤黒い髪を弄びながら、グリィゼは嗤わらった。

「──魔王さまを討ち、世界を変える。そんな愚かな夢物語を本気で描く身のほど知らずのお馬鹿さんが、どういう連中なのかって」

「……っ！　愚かな夢物語……だと？」

「ええ。だって、そうでしょ？」

　激げき昂こうするリィンに冷めた声音で言い放ち、グリィゼが溜ため息いきを吐つく。

「かつて魔王さまへの反逆を企たくらみ、暗殺を実行に移した馬鹿は四。当時、魔王さまに次ぐ存在だと謳うたわれていた《煌こう炎えんの魔大公》ゼル・ブレイムに、彼女と同じ魔大公が三柱よ。にもかかわらず、討ち斃たおすことは叶かなわなかった……八柱いる魔大公のうち半数が、一斉に挑んでも。まったく敵かなわなかったのに。よくもまぁ、そんな幻ゆ想めが抱けるものだわ」

　と呆あきれるグリィゼの肉体が、おぞましく変容しはじめた。

「大蛇オロチ」

　バキバキと骨が砕ける音を響かせながら、関節を増やした両腕が伸び、膨らんで、白い蛇のようにのたくる。五指は五ご叉またの触手となって、両りよう掌てに赤黒い牙をびっしり生やす口が開いた。さらに、変貌は腕だけではない。

　腕が形を変えていく最中、グリィゼの背中から純白の翼が生える。

「現実を、教えてあげる」

　──否いや、翼ではなかった。

　それは触手だ。肌と同色の真っ白い触手が六本、翼のごとく広がって全長十数メートルにまで長く伸び、一本一本がまるで別個の生き物であるかのように蠢うごめく。

　腕と合わせて合計八本。八や岐またの大蛇おろちを彷ほう彿ふつとさせる化け物じみた異形だが、黒いドレスを身に纏まとってたたずむ赤髪の魔族は変わらず美しい。

「貴方あなたたちレジスタンスの幻ゆ想めがどれだけ脆ぜい弱じやくで、矮わい小しようなものなのか。その身体からだと精神こころに叩たたき込こんであげるわ。今、この場でね」

　そう言って、グリィゼが一歩を踏み出した。グリィゼに『うるさい』と脅されて以降、物音一つ立てることなく静まり返った会場内を眺め回し、

「……せっかくの盛りあがり、オークションを台なしにしちゃった代わりのイベントよ。公開オークションならぬ、公開調教といったところかしらねぇ」

「公開調教……」

　リィンが息を呑のむ。グリィゼは触手を蠢うごめかせ、

「ああ、もちろん全力で抵抗してくれて構わないわよ？　私たち魔大公が寄ってたかっても、傷一つ負わせられなかった魔王さまを斃たおすと吠ほえるのだから──」

　嗜し虐ぎやく的に嗤わらった。




「私くらい、斃せるでしょう？」




「……っ！」

　歩み寄ってくるグリィゼに気け圧おされ、後ろへ下がりかけていたリィンが動きを止める。強く拳を握りしめ、嗤う魔族を見据えると、

「……。やってやる」

　短く応え、断ち切られた檻おりを跳び越えた。リィンの手に剣はない。だが、

「──煌炎ゼルブレイム！」

　詠唱。するとリィンの右みぎ掌てに、ぼうっと炎が灯ともった。

　紅と金が入り混じったような炎は輝きと勢いを増し、煌こう々こうと燃えあがりながら、刃渡り二メートルほどの刃やいばを形成していく。まるで炎の大剣だ。

「わ。す、すごぉ……」

「綺き麗れいな炎ですね」

　初めてリィンの『本気』を目の当たりにした[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまが、感嘆の声を漏らした。

　凌りよう真まも瞳を細め、片親の名が冠された炎を見つめる。自然界ではあり得ない色合いの炎は幻想的で美しく、神々しさすら感じられた。

「あたしの一番古い記憶の中にある、母親の炎だ」

　凌真たちに背を向けたまま、火の粉を散らして揺らめく炎の切っ先をグリィゼに向け、リィンが呟つぶやく。次の瞬間、

「あたしはこいつで、魔族あんたたちを討ち」

　金色の炎剣を手に、リィンがグリィゼに立ち向かっていった。

　グリィゼは、動かない。迫るリィンへ触手を伸ばすこともせずに佇ちよ立りつし、ただ炎の輝きを眩まぶしがるように瞼まぶたを閉じただけ。

　その眼がん前ぜんで、リィンが炎の剣を振ふり被かぶる。

「魔王を斃して──」

　振り被られた炎が爆発的に燃えあがり、巨大な火柱と化した。全長十メートルを超える眩まばゆい光刃が、裂れつ帛ぱくの叫びと共にグリィゼの頭上へと振り下ろされる。

「母が夢見た『永久の安寧エバーグレイス』を取り戻すんだ！」




「…………って、幻ゆ想めを見てるのね」




　しかし。リィンが全身全霊で振り下ろした光刃は、グリィゼに届くことなく止められていた。ルエルが展開したのと同じ、見えない盾によって。

「なっ──ぐっ、[image: ][image: ][image: ]!?」

　驚きよう愕がくするリィンの身体からだが、グリィゼの背から伸びた触手の一本に薙なぎ払はらわれて吹っ飛ばされる。金色の炎がフッと、儚はかない幻のように潰ついえた。

「可哀かわい想そう」

　刹那、別の触手がリィンの身体に伸ばされて絡みつき、捕らえる。逆さかさ吊づりにして目線を合わせ、表情を覗のぞき込こみながら嗤わらった。

「……がっ……は……」

「あんな程度の『温ぬるい炎』で、私の身を焦がせるとでも？　あまり舐なめないでもらいたいわぁ」

　絡みついた触手でリィンの身体をぎちぎちと締め、グリィゼが首を振る。

「ゼルの娘でも所詮は混血、脆ぜい弱じやくな人間の血が混ざってしまえば、こんなものなのね……ふんっ、まぁいいわ。私の目当てはこれじゃなく──」

　拘束していたリィンを解放し、グリィゼが視線を移した。

「──あれ」

　爛らん々らんとした血色の瞳が、凌りよう真まを捉える。目が合うと、にっこり微笑ほほえみかけられた。

「ごきげんよう。一対一で魔族を退け、見世物シヨウを台なしにした異世界人というのは貴方あなたで合っているかしら？」

「ああ」

　凌真は首肯し、檻おりを出る。釘くぎ山やまと手を握り合った[image: ]つじ村むらが「な、なぎやん……」と不安げな声をあげるが、目で『そこにいろ』と示しておいた。

「凪なぎ平ひら凌真だ。生あい憎にく、この世界にはまだ来たばかりでな。まだまだ知らないことだらけ、わからないことだらけなんだよ」

「リョーマ……」

　グリィゼの足元で、リィンがよろよろと身を起こす。凌真はゆったり歩み寄りながら、凝り固まった身体の筋肉をほぐした。

「そこで、だ。この世界の『現実』とやら──」

　首を鳴らして足を止め、相対したグリィゼを見つめる。ルエルとの戦いで覚えた以上の興奮がもたらされることを期待し、訊きいた。

「俺にも教えてくれないか？　遊んでくれよ、魔族さま」
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「……。ふぅん？」

　凌りよう真まの瞳を見つめ返し、グリィゼが鮮血じみた紅あかい舌を唇に這はわせる。

「随分とまぁ、ふてぶてしい人間ね。やっぱり異世界人だから、私たち魔族の恐ろしさを理解しきれていないのかしら。これは確かに、少しだけ──」

　科白せりふの途中、何の予備動作もなく振るわれてきた触手を屈かがんで避よけた。刹那でも反応が遅れていたら、首から上が粉砕されていたかもしれない。そう感じさせるほどの速さと、風圧だ。

「強めの『鞭むち』が必要みたいねぇ」

　凌真に振るった左腕の先、五ご叉またの触手を蠢うごめかせながら、グリィゼが口端を歪ゆがめる。獰どう猛もうな圧力を受け、凌真も嬉き々きとして笑い返した。

「是非、頼む。生なま温ぬるい刺激などいらないからな」

「……あらあら、ふふふ。だめよぉ、あまり挑発したら……いくら優しい私でも、くびり殺したくなっちゃうじゃない」

　グリィゼから放たれる殺気じみた圧力が爆発的に増し、凌真を押し潰さんとする。

「けど、貴方あなた──」

　凌真の全身を頭頂から爪先まで眺めていたグリィゼが、眉をひそめた。

「……大丈夫なの？　私に『調教』される前から既に満まん身しん創そう痍い、死にかけの状態に見えるわよ」

　ルエルとの激闘を経た凌真の肉体は傷だらけの血だらけ、身に纏まとう制服も切り裂かれてボロボロだ。しかし凌真は「ああ」とうなずき、千切れかけたネクタイを整える。

「怪け我がについては問題ないとも。切り傷で、出血が派手なだけ。ただ──」

「魔力が、足りないんでしょう？」

　グリィゼが嘆息し、やれやれと触手を振った。

「低位とはいえ魔族を斃たおした後だもの。ただでさえ少ない魔力が、底を尽きかけていてもおかしくないわ。それで私と演やるつもり？」

「…………」

「ふふっ。なんなら」

　閉口する凌真の腰に左腕を絡めて軽く引き寄せ、グリィゼが甘くささやく。

「私が分けてあげようかしら」

　五叉の触手が凌真の身体からだを撫なで回まわし、血色の瞳が至近距離から凌真を見つめた。凌真はしばし炯けい々けいとした光を宿すグリィゼの目を見返した後、同意する。

「ああ、そうだな。やはり本気で愉たのしむためにも魔力はほしい」

「……へぇ。良い度胸じゃない」

　グリィゼが笑みを深めた。リィンが「リョーマ、よせ！」と叫ぶ。

「自殺行為だ！　ミリアムの最期を見ただろう？　他者、それも魔族の魔力を注ぎ込まれたら、あんたの身体からだはまず間違いなく──」

「ただ、分け与えてもらうのはお前の魔力じゃない」

　凌りよう真まはグリィゼの身体を押し返すようにして回された触手を解き、へたり込んだ少女に手を差し出した。




「俺に魔力をくれ、リィン」




「──へ？　あ、あたし……の……？」

「ああ。お前の魔力チカラを貸してもらいたいんだ」

「……。冗談だろう？」

　リィンが目を剥むき、愕がく然ぜんとする。

「あたしに、あんたを殺せっていうのか!?　そ、そんな真ま似ね──」

「殺せとは言っていない」

　手を差し伸べたまま、強い口調で凌真は続けた。

「殺すための力がほしいと言っている。よくわからんが、お前は強大な魔族との混血……つまり俺たちただの人間よりも、豊富な魔力を持っているんだろ？　その一部をグリィゼがしたように分け与えることはできるか？」

「で、できる……けど……」

「なら頼む。死んだら所詮、それまでだったというだけだ」

　グリィゼに魔力を流し込まれた魔族の末路を目の当たりにして尚なお、凌真の態度は揺るぎない。凌真はプロの殺し屋だ。己の命を賭けることには、慣れきっている。

　あまりにもあっけらかんとした物言いに、リィンはぽかんと呆ほうけ、

「リョーマ……本当、とんでもないな」

　目をしばたたかせてから、苦笑した。瞳に強い決意が宿る。

「わかった。あんたが覚悟を決めてるんなら、あたしも腹を括くくらせてもらうよ」

　伸ばされた手を取って立ちあがり、応えた。

「──受け取ってくれ」

　赤らんだ顔を寄せ、唇を重ね合わせる。柔らかな唇を押し当て、吐息が漏れないようにしながら、リィンが凌真に魔力を注いだ。

　口から喉へ。喉から胸へ──

　焼けつくほどの熱が下り、じんわりと染み渡りつつ、全身へ広がっていく感覚がした。強い眩暈めまいに襲われる。

　さらに、リィンの口から新たな熱──魔力が注がれるたび身体からだは熱く、眩暈はますます激しくなって、思考が溶けるように鈍った。

　ともすれば意識まで呑のまれかねない灼しやく熱ねつの中、凌りよう真まはリィンの腰に両手を回して身体を支え、高まり続ける熱と柔らかな温ぬくもりを受け入れていく。

「ふ、は……」

　やがてリィンが唇を離した。上目遣いに凌真を窺うかがい、問いかける。

「……そ、注いだ……ぞ？　初めてだから、うまくできたかどうか、わからないけど……平気か、リョーマ」

「ん──」

　今のところ、身体に異変はない。

　だが、変化はあった。リィンの唇が離れると、熱はみるみる引いていき、眩暈と一緒に倦けん怠たい感かんも消え去って、身体が軽くなったように感じる。

　閉じていた瞼まぶたを開き、黒い革手袋が嵌はめられた手を握ったり開いたりしてから、凌真はうなずいた。

「……ああ。どうやら、平気……みたいだな？」

　ひとまず、最初のハードルは乗り越えられたようである。

　一いちか八ばちかの大勝負だったが、まったく勝算がなかったかといえば、もちろんそんなことはない。凌真が命を懸けた希望は、魔力の属性だ。

　凌真の魔力が『無属性』である可能性。

　魔力に属性がなく、魔ま素そに近しい性質ならば──魔力が混ざり合ったことによる反応も起きにくいのではないか、と考えたのだった。

　その推論が正しいのかどうかは、わからない。しかし結果として拒絶反応は起こらず、魔力を得た凌真は無事だ。

「──へぇ？」

　静観していたグリィゼが初めて、驚きを滲にじませる。

「良かったわねぇ、拒絶されなくて……ふふ。私としては、貴方あなたが無様に膨れて弾はじけ飛ぶ様、自らが招いた破滅を目の当たりにして絶望するリィンちゃんの表情も見てみたかったのだけど。せっかく手に入れた新品の玩具おもちやが、壊されなくって安心したわ」

　背から生やした六本の触手と五ご叉またに分かれた長い両腕、計八本の触手を蠢うごめかせながら、グリィゼが悦よろこんだ。

「どうせ壊すんだったらやっぱり、私自身の手で壊したいもの──やりすぎて、治らなくなっちゃったらごめんなさいねぇ？」

「……リィン。巻き込まれないよう、塔とう子こを避難させてくれ」

　グリィゼの背後、眠り続ける塔子をリィンに任せ、凌りよう真まは再び魔族と対たい峙じする。そして応えた。

「いや、気にするな。ただし、最初に言っておく──俺が斃たおしたルエルのように、途中で俺以外の者に目移りするなどという、つまらない真ま似ねはしてくれるなよ？　お前の標的は俺で、俺の標的はお前だ。存分に殺し合いたい」





＊＊＊






「ふふふ。ええ、いいわよぉ」

　眠る塔子の身体からだを抱えて、リィンが凌真たちから離れる。

　そちらに一切視線を向けることなく凌真を見返し、グリィゼが唇を舐なめた。真紅の舌が二ふた叉またに裂けて分かれ、血色の双そう眸ぼうに浮かぶ瞳孔が爬は虫ちゆう類るいのように細まる。

「踊ってあげる」

　微笑ほほえみながらそう言って、手を差し出すように、グリィゼが触手と化した右腕を凌真へ伸ばした。蠢うごめく五指と掌てのひらに開いた牙だらけの口が、標的を捕らえようと迫る。

　凌真は身体をずらして右腕を避よけ、薙ながれた左腕も屈かがんで躱かわすと、

「……って、あら？」

　そのまま後方に跳び、十メートルほど距離を置いた。グリィゼの触手が届かない間合いだ。伸ばした腕を回避され、グリィゼが溜ため息いきを吐つく。

「残念。手を取ってはもらえないのね」

「……。いや──」

　凌真はグリィゼの背後、リィンが塔子を連れて舞台から降りたのを確認すると、そこでようやく全神経を目の前の相手に集中させた。

「取るとも。ただ、踊るなら男であるこちらから手を差し出すのが礼儀なんじゃないかと思っただけだ」

　うそぶくや否いなや肉薄し、相手の領域に踏み込む。強化された脚力で十メートルの距離を一気に縮め、挨拶代わりの手刀──と見せかけて、全力の跳び蹴りを浴びせた。

　蹴りはグリィゼの首筋を狙ったが、展開された盾により防がれる。視界の端でのたくる触手を捉えた凌真は即座に脚を引き、立て続けに振るわれてきた三本の触手を躱しつつ、後ろへ下がった。

「……手じゃなく、脚を出されたのだけど」

　グリィゼが呆あきれ、八本の手を蠢かせる。凌真はしれっと呟つぶやいた。

「礼儀マナーという名の欺瞞フエイントだからな」

「最低」

　グリィゼが吐き捨てる。しかしその唇は、愉悦の曲線を描いていた。

「これはあれねぇ、やっぱりキツい鞭むちがいるみたい──ねぇ!?」

　開いた間合いを一歩で詰めながら、右腕を薙なぎ振るう。

　そしてそのまま身体からだを回転。腕を屈かがんで避よけた凌りよう真まに背中を向けると、そこから伸びる六本の触手を殺到させてきた。

　引きあげられた動体視力を以もつてしても、捉えることがやっとの凄すさまじい速さ。

　身体をずらし、飛とび退すさり、伏せ、床を転がり、起きあがり、跳んで──触手による猛攻をなんとか躱かわしきった直後、

「受け取りなさい？」

　着地際に左腕が振るわれてくる。避けられない。ぶぅんっと風切り音をあげる触手が、防御する腕の上から叩たたきつけられた。

「ぐっ!?」

　金属の檻おりをひしゃげさせるほどの破壊力を持つ一撃だ。いかな魔法で強度を増した筋肉や骨でも、無事で済むことはない。凌真の身体が軽々と吹っ飛ばされる。

「ああ、ごめんなさいね。少しキツすぎ……ん？」

　だが、起きあがった凌真は無傷だった。

　防いだのだ。腕の上に生み出された透明な盾、即すなわち魔法の防御によって。

（やはり、この魔法も無属性か）

　凌真が扱える魔法は、個々の属性によらない無属性のみ。

　ルエルとグリィゼが共に『見えない盾』による防御を行っていたためそうなのだろうと予想し、試してみたのだ。

　イメージの参考にしたのは、警察や軍隊で使用される透明な盾、ライオットシールド。その長所は防御時、盾で視界を塞がれない点にある。

「なるほど、これは──便利だな」

　続けざまに叩きつけられた触手を盾と両腕で受け、流しつつ、左右から挟み込むように振るわれてきた触手の動きをしっかり捉え、バックステップで回避した。

　グリィゼが「……ふぅん？」と眉根を寄せる。

「ちゃんと防御もできるのね。しかも、ただ『受ける』だけじゃなく『流す』……ふふ、思ってたより嬲なぶりがいのある玩具おもちやだわ。これならもっと激しくしても平気そうねぇ」

　グリィゼの言う通り、凌真がほぼ無傷で済んでいるのは盾の防御に加え、衝撃を流して和らげ、殺しているからだ。

　それを瞬時に見抜いてくる辺り、気性が荒いように見えて芯は意外と冷徹なのかもしれない。難敵だ、と凌真は思う。そして、

「──面白い」

　殺やり応えがある、とも。

　爛らん々らんとした殺意を宿す双そう眸ぼうが交わり、対たい峙じする両者が同時に動いた。

　グリィゼが血色の髪と漆黒のドレスをひるがえして踊り、八本の触手を縦横無尽に乱舞させる。

　凌りよう真まは強化された視力と身体能力で、荒れ狂う触手の間を縫うように避よけながら、盾で巧みに防御した。

　無理に回避しようとするのではなく敢あえて受け、死闘の最中、まだ慣れない盾の魔法を練習し、研ぎ澄ましていく。強度や範囲、展開させる位置。それらを徐々に調整しつつ、相手が行う攻撃のリズムに呼吸を合わせていった。

　とはいえ凌しのぐばかりでは、いつまで経たっても斃たおせない。

（……どう殺す？）

　盾で薙ながれた触手を防ぎ、弾はじき飛とばされながら、考える。興奮の熱が高まっていくほど凌真の思考は逆に冷たさを増し、落ち着いた。

（リィン曰いわく、魔族を殺す方法は二つだ。ルエルのように魔力を涸からすか──）

　逃げ場のない空中で振るわれてきた触手に手をついて一本、二本と躱かわし、三本目をわざともらって派手に吹っ飛ばされることにより、強引に間合いを離す。

（再生が間に合わないほどの損壊をいっぺんに与えるか）

　前者は現実的じゃない、と感じた。グリィゼの攻めはルエルより遥はるかに苛烈で、緩急をつけようと下手に身体強化を解こうものなら、一瞬で命を奪われるだろう。

　凌真の頭上から叩たたきつけられた右腕の触手が舞台の床を砕き割り、五ご叉またに分かれた先がめり込む。

　腕を支点に跳びあがったグリィゼが上下逆さの体勢で、空中から槍やりのように触手の雨を降らせた。走る凌真を追いかけて、舞台に深々と穴が穿うがたれていく。

（殺るなら後者。しかし、俺には──）

「受けに回るので精一杯かしら？」

　ドレスの裾をふわりとなびかせ着地したグリィゼが、血色の髪を悠然と払った。足元の血ち溜だまり、ミリアムの残ざん骸がいを踏み、嗤わらう。

「いつでも攻めてくれていいのよ。攻められれば、だけれどね」

　硬い石材を噛かみ砕くだいた牙だらけの口を開き、群がるように伸ばされてくる魔族の触手。上下左右、視界の外から獲物の身体からだを食い千切らんと襲い来る牙を避け、叩きつけられる腕を防ぎながら、凌真は密ひそかに歯は噛がみしていた。

（俺には『一発』がない）

　急所を的確に突くことはできるが、所詮それだけ。

　中途半端な破壊では、化け物じみた生命力と治癒力を誇る魔族を仕し留とめきれず、膨大な量の魔力を削ることしかできないのである。




　──自分に、もっと力があれば。




　例えばルエルの『堕ちる太陽フオーリングサン』や、リィンの『煌炎ゼルブレイム』のような。

　凶器ではなく兵器じみた凄すさまじい威力の魔法、グリィゼの肉体を呑のみ込こみ、灰も残さず燃やし尽くせるほどの炎が生み出せたら……と。強く想おもったときだった。

　視界の端を、緋ひ色いろの花弁がよぎる。

　否いや、花弁ではない。

　赤々と光り輝くそれは──

（……。ああ）

　瞬間、凌りよう真まは直感的に理解し、描きはじめていた。グリィゼを殺し得る一手と、そこへ至るまでの計略プランを。

　だがそんな『希望』はおくびにも出さず、変わらぬ表情のまま、グリィゼの激しい攻めを紙一重で凌しのぎ続ける。すると、

「──貴方あなた」

　グリィゼが瞳を細め、呼びかけてきた。凌真は『勘づかれた』かと思うが、

「愉たのしそうねぇ」

　グリィゼが目を留とめたのは凌真の表情、この戦いがはじまったときからずっと変わらず浮かべられている笑顔の方で。

「恐れはないのかしら……」

　ぶぅんっと左腕を振るいつつ、独りごちるように呟つぶやく。凌真は咄とつ嗟さに首を傾け、空気が爆はぜる音を鳴らして奔はしり抜けた触手をいなすと、

「……何を、恐れる必要がある？」

　笑みを崩さないまま、疑問に答えた。

「強敵か？」

　違う。それは、凌真がずっと待まち侘わびている存在だ。

「敗北か？」

　違う。それは、相手が紛まごうことなき強敵だという証しよう左さだからだ。

「死か？」

　違う。強敵と殺し合い、力及ばず敗北し、そして迎える死ならば、それは最高の幕引きだろう。いわば殺し合いというメインディッシュの後に待つ、デザートのようなもの──故に、恐れることはない。

「全部違うな。恐れているのは──」

　水平に薙ながれた右腕を盾で受けると、衝撃で身体からだが押され、コンバットブーツの靴底が舞台の床を擦こすりながら滑った。流すことなく受けきり、止める。




「退屈だけだ」




「……ふぅん？　そういうこと」

　凌りよう真まの言葉を聞いたグリィゼが、笑った。

　彼女もまた、この上なく愉たのしそうに。

「じゃあ退屈しないよう、もっと愉しませてあげなくっちゃ……ねぇ？」

　右腕を引き、翼のような六本の触手を広げる。

「白ハク鯨ゲイ」

　瞬間、左右それぞれ三本ずつの触手がロープを編むように寄り合わされて絡まり、形を崩し、歪ゆがんで、蠢うごめいた。

　そうして新たに作り出されたのは、変異前より長さと太さを増した一対二本の禍まが々まがしい触手。まさに『白鯨』──白い鯨を思わせる触手の先端に切れ込みが生まれ、花のように開いて、鋭い牙がびっしりと生はえ揃そろった口が生まれる。

　その口から透明な涎よだれ、或あるいは蜜のような液体が滴り落ちると、石材の床が溶け、白い煙を噴きあげた。グリィゼから放たれてくる圧力が、さらに強まる。

　それでも──

「面白い！」

　凌真は恐れることなく悦よろこび、笑みを深めた。

　グリィゼの背後、舞台の縁から固唾を呑のんで見守っているリィンとその隣、いつの間にやら目覚めていた塔とう子こが視界に映る。

　凌真の気を散らせないようにか、唇を噛かみしめ声を堪こらえながらも、危なくなればすぐにでも助けに入りたいという思いが伝わってくるような表情だ。そんな塔子に対し、

〈…………………………〉

　凌真は念話で『ある言葉』を送ると、再びグリィゼに意識を集中。半はん身みになって右みぎ掌てを返し、グリィゼからは見えない位置で魔法を試した。

　黒い革手袋で覆われている掌てのひらに、ぼうっと小さな光が灯ともる。

（!?　よし──）

　ピースは揃った。殺すべき標的を見据え、凌真は動き出す。両腕と背中、計四本の触手を備える相手に向かい、真まっ直すぐ肉薄していった。

「ふふ。いらっしゃい」

　疾走の速度を緩めないまま、迫る凌りよう真まを迎えるように叩たたきつけられた右腕を躱かわし、薙なぎ振るわれた左腕と床のわずかな隙間へ滑り込む。

　その先で、がばりと開いた牙だらけの巨大な口が待ち受けていた。

　凌真は口と自身の間に盾を展開し、盾が溶かされ、噛かみ砕くだかれるよりも速く足場にして跳ぶことで、三本目の触手を避よける──が、

「捻ひねり潰してあげる」

　凌真の動きを読んでいたのか、逃れた先の空中では四本目の巨大な触手が水中から水面みなもを突き破って跳びあがる鯨のごとくそびえ立ち、高々と振りあげられていた。

　回避できない。凌真は頭上で両腕を構え、盾を生み出して、叩きつけられてきた触手を受ける。

「ぐっ、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

　世界が揺さぶられるほどの凄すさまじい衝撃が盾を通して身体からだを貫き、空中から地上へ叩き墜おとされた。ステージの床が陥没し、放射状にひび割れる。

　膝がくずおれ、腕が軋きしみ、盾に亀裂が走ったような気がした。しかし、それでも砕けはしない。強敵との死闘を愉たのしむ、凌真の心は。

『すごいね』

　いつかの言葉が脳裏をよぎる。

『私の前で……そんな表か情お、できるんだ』

　規格外の肉体により培われた、規格外の精神メンタル。

　それこそ一昨年おととしの冬、凌真の退屈な世界を壊してくれた『彼女』が唯一認めた、凌真の強さだ。そして、

（……まだまだ、こんなものじゃない）

　凌真は目を閉じ、思い出す。

　自分が彼女と出会い、生まれて初めて味わわされた戦慄と興奮を、衝撃と感動を、絶望と希望を。

　あの日、彼女が教えてくれた悦よろこびはもっと凄まじく、素晴らしかった。だから、終われない。こんなところで満足し、終わりたいとはまだ思えない。




　いつか再び『彼女』と巡り会い、殺し合うまで──




「天翔る光弾アロウレイ！」




　次の瞬間、光が弾はじけた。凌真が先ほど送った念話の『指示』に従い、塔とう子この元から撃ち放たれた光の矢、目め眩くらましの魔法が炸さく裂れつしたのだ。

「きゃっ!?」

　グリィゼが短い悲鳴を漏らし、触手に加えられていた力が緩む。

　戦いの前、凌りよう真まは『自分以外の相手に目移りするな』と告げていた。外野からの横よこ槍やりは警戒していなかったに違いない。

　凌真は瞼まぶたを開くなり、グリィゼの懐に飛び込むと、目をつむってよろめく標的に手刀を突き出す。

　凌真の右手は盾の防御に阻まれることもなく魔族の左胸を穿うがち、脈打つ心臓を貫いた。赤黒い血を吐きながら、グリィゼが「[image: ]はっ」と笑う。

　──こんな手傷じゃ殺せないわよ？　と、嘲あざ笑わらうように。凌真はグリィゼの双そう眸ぼうを間近で見返し、笑い返した。

　その直後。




「煌炎ゼルブレイム」




　凌真は頭の中で練りあげ続けていた幻想を現実にするべく、唱える。

　リィンが母親の炎を想おもって生んだ金色の炎は、凌真自身の魔力ではなく──凌真の中に注ぎ込まれたリィンの魔力によって顕現し、

「……っ!?　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　グリィゼの胸を貫いた右手から燃え広がると、煌こう々こうと光り輝く灼しやく熱ねつの炎が火勢を強め、魔族の肉体を内側から焼いた。





＊＊＊






「がっ、[image: ][image: ][image: ]！」

　断末魔の絶叫をほとばしらせるグリィゼの口から吐き出された炎を躱かわし、左胸を貫いていた手をずるりと引き抜く。

　花弁にも似た紅あかい火花が、金色に煌きらめきながら視界を舞った。

　不思議なことに、凌真自身はさほど熱くない。ただ、暖かかった。革手袋も燃え落ちてはおらず、魔法によって生み出された炎が通常の炎とは異なることを凌真に示す。

　凌真は血に塗まみれた手を振り、大きく一歩下がった。

「…………[image: ]……が……」

　口だけでなく裏返った目や胸元に穿たれた穴からも炎を噴いて、グリィゼが前のめりに倒れ伏す。火に炙あぶられる大蛇のようにのたくっていた背中の触手がぐったりと垂れ、力をなくした。それらは幻のごとく消え、グリィゼの両腕も元の形状へと戻る。

「……や、殺やった……のか？」

　舞台の縁に手をついて身を乗り出したリィンが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「魔大公の一角を、人間が……討ち取った？」

「……。いや」

　うつ伏せに倒れたまま動かないグリィゼの様子を注意深く窺うかがい、凌りよう真まは構える。ほんのわずかでも復活の兆しを見せたらその瞬間に、追撃をかけられるよう。

「斃たおせたかどうかは、まだわからない。魔族の生命力がどのくらいのものなのか、把握しきれてないからな」

　なんなら今すぐにでも、追い打ちを仕掛けるべきなのかもしれない。魔大公が斃されたにしては、観覧席の魔族たちが静かすぎるのも妙だった。

「煌炎ゼルブレイム」

　凌真は再び詠唱、グリィゼの肉体を内からだけでなく外からも完全に焼き尽くすべく、両りよう掌てに炎を生み出そうとして──

「……っ！」

　立ちくらみのような眩暈めまいに襲われる。世界がぐらりと揺れ、よろめいた。恐らくは魔力切れ。塔とう子こが「凌真っ！」と叫び、慌てて駆け寄ろうとする。

「だ、大丈夫かい!?　無理しすぎない方が……」




「──あら。もう終わり、なの？」




　と、声が響いた。嗤わらいを含んだ女の声が。

「えっ!?」

　塔子がぎょっとなり、動きを止める。額を押さえる凌真の眼がん前ぜん、グリィゼがゆっくりと起きあがり、二ふた叉またに分かれた長い舌で唇の周りに付着する血を舐なめ取った。

「貴方あなたが再現してみせた煌炎、初めてにしては中々悪くなかったけれどねぇ……『本物』と比べたら、温ぬるすぎて一割も死ねなかったわ」

　凌真が胸に穿うがった傷も、当然のごとく完治して既に跡形もない。凌真は思わず苦笑してしまう。

「…………。だめか」

　しかし、殺意は微み塵じんも薄らいではいなかった。状況は絶望的だが、その絶望こそ凌真が求め、愉たのしみたいと思っているものに他ならないからだ。

「まぁいい。一度殺してだめならば二度、三度と殺すだけ……俺がお前に殺されるまで、な。それが『殺し合い』だ」

「あらあら。つくづく良い威勢だわ。でもねぇ、リョーマ──」

　そこで初めて凌りよう真まの名を呼び、グリィゼが微笑ほほえむ。微笑んだ、と思った次の瞬間には、肉薄されて顎を掴つかまれ、瞳を覗のぞき込こまれていた。




「私がいつ『殺し合い』をしてあげると言ったの？」




「……っ!?」

　凌真は、動けない。蛇に睨にらまれた蛙かえるのように、或あるいは凌真が初めて『彼女』と出会ったときのように。動けば死ぬ、殺されると、本能がブレーキをかけてくる。

「私は少し踊ってあげると言っただけ……やりすぎて壊してしまうかもしれないけれど、殺す気なんて最ハ初ナからないわよ。貴方あなたたちは私の大切な落札品、玩具おもちやで──」

　血色の双そう眸ぼうに浮かぶ縦長の瞳孔を細め、グリィゼが気配を変えた。




〈大事な原石、手駒なんだもの〉




　頭の中に直接届けられる声。

　凌真、塔とう子こ、リィン、[image: ]つじ村むら、釘くぎ山やまを順に見回し、グリィゼは続ける。




〈──『反逆』の〉




　それは予期せぬ一言だった。驚き固まる凌真たちを見、場内にいる同胞を眺め回して、グリィゼは朗々と響かせた。

　肉声と念話、それぞれまったく中身が異なる二つの声を。

「魔王さまを討ち、世界を変える……そんな馬鹿げた幻想を描く、不敬なレジスタンスの人間」

〈抱く野望は私も同じ。現魔王を弑しいし、この世界を手に入れる〉

「私が全員引き取って、たっぷり可愛かわいがってあげるわ」

〈目的は違ってもやることが同じなら、協力してくれる……でしょ？　まぁ今のままじゃみんな到底『使えない』から、私がこれからじっくり磨いてあげるつもりよ〉

「死ぬまで」

〈死んでも〉




「……ふふふ。覚悟しておきなさい？」




　最後。そう締めくくり、グリィゼが笑む。

「なっ……な……ななな、な……」

　リィンは衝撃のあまり、口を半開きにしたまま小刻みに震えていた。塔とう子こも唖あ然ぜんとし、[image: ]つじ村むらと釘くぎ山やまは上半分を切り飛ばされた檻おりの中で絶句している。

　凌りよう真まは──

「そうか。愉たのしみだ」

　短く応え、笑い返した。

「ええ。私もよ」

　凌真の顎から手を離し、グリィゼが身体からだを離す。その際、

「……ああ、そうそう」

　思い出したように言い、ささやきかけてきた。




「かつてゼルと一緒に反逆を企たくらみ、魔王暗殺を果たそうとした魔大公がいるって話をしてあげたでしょう？　あれねぇ──三馬鹿のうち一柱は、私なの」




「……。なるほど」

　納得し、首肯する。魔大公のグリィゼもまた、最初から『こちら側』だったというわけか。反応を見る限り、リィンは知らなかったようだが。

「異世界人、か……所詮は人間、別に大して期待してもいなかったのだけれど」

　グリィゼが呟つぶやき、唇の端を歪ゆがめた。

「僥ぎよう倖こうだったわ。思わぬ収穫、磨きがいのある原石じゃない。面白そうな人間がいる──そんな情報を寄よ越こしてくれた輩やからと、貴方あなたたちがいる世界を『召喚元』として選んだ者に、感謝しなくてはねぇ」

「ん……」

「ふふ。とりあえず、立ち話はこれでお終しまい」

　グリィゼはそう言うと、凌真に背を向け、舞台を去るべく歩きはじめる。

「続きは、私の居城でね。まずはゆっくり休みなさい、リョーマ……と、そのお仲間さんたち」

　現れたときと同じく悠々と、遠ざかっていく魔族の背中。

「グリィゼ・エルジェバード……」

　揺れる血色の髪を睨にらんで拳を握りしめつつ、力及ばず殺せなかった凌真が、いつか必ず再戦を挑もうと心に誓ったときだった。




「──やぁ」




　ふいに、背後から声がかけられる。硝子がらすでできた鈴の音色を思わせる、若い女の声──だった。その声音が鼓膜を震わせた瞬間、

「……っ!?」

　凌りよう真まは慄ふるえ、目を見開いていた。心臓が凍りつき、鼓動や血流、世界を流れる時間さえもが止まったような錯覚を覚える。




　──錯覚？　いや、違う。事実、世界は『停止』していた。




　凌真から遠ざかり、舞台を降りていくグリィゼも、観覧席を埋め尽くす数百の魔族も、リィンも塔とう子こも[image: ]つじ村むらも釘くぎ山やまも、凌真以外は何もかも。

　なびく赤髪やひるがえったドレスの裾すら、空中で静止している光景はひどく異様で、非現実的だ。まるで夢。




「お出迎えが、遅くなったね。いらっしゃい」




　あらゆる音が消え去った静せい謐ひつな世界に、少女の澄んだ声音が響く。凌真はごくりと喉を鳴らして唾を嚥えん下げし、振り向いた。そこでは──

[image: ]




「私の世界へ」




　穢けがれない新雪のような白肌と白髪に、宝石めいた蒼あおい双そう眸ぼう。

　凌りよう真まが何度も夢に見た、あの日と変わらぬ、追憶の中と同じ姿の『彼女』がたたずみ、無感情に凌真を見つめていた。





[image: ]




「……あ、あんた……は……」

「イヴリシア」

　一瞬にして乾ひあがった喉の奥から掠かすれた声を絞り出す凌真に、少女が短く、初めて彼女自身の名前を告げる。

「私は、イヴリシア・エンドベイル」

　そして──




「この世界、エンドベイルを支配している《魔王》さまだよ」




　──と。あっさり、自らの正体を明かした。

「……………………」

「驚いた？」

　押し黙っている凌真に対して、彼女──《魔王》イヴリシアが無表情のまま問いかけてくる。凌真は止めていた息を吐き出し、苦笑と共に答えた。

「いや、それが……驚くほど、驚いていないんだ。むしろ『だろうな』と、すんなり受け入れられてしまった。初めて出会った瞬間から、俺はあんたが自分と同じ存在だとは到底思えなかったから」

　そう。きっと、ずっと予感はあったのだ。彼女はどこか違う世界から来た、人ならざるものなのではないかと。

　絶世という表現すら生なま温ぬるい美貌に、心を芯から慄ふるえあがらせる気配。魔法じみた超常的な力に、聞いたこともない異国の言語……。

　そして去り際、彼女が凌りよう真まに残していった言葉。

「あのとき、あんたが俺に『またね』と告げて消えたのは、こうなることがわかっていたからなんだな」

「うん」

　イヴリシアが首肯し、応える。相変わらず、表情は変わらない。瞬まばたきすらもしていないのではないかと感じるほどに、彼女は不変だ。

「君がこの世界に来るよう取り計らったのは、私。レジスタンスの子たちにゲームの情報を流し、君と接触するように仕向けて……この世界に不慣れな君の『ヘルプ』役を務めてもらうよう、もろもろ調整したのも私。グリィゼを焚たきつけたのも……」

「……。全部あんたのシナリオ通りだったのか」

　思えば、奇妙ではあったのだ。ある日いきなり異世界に来て、右も左もわからない中、この世界に詳しい現地人が現れるなど。あまりにもできすぎていた。

　全ての事情を把握した上で糸を引く者が背後にいたのなら、色々と納得がいく。

　ただわからないのは、この世界への反逆を企てている反体制派レジスタンスを裏で操っているのが、現支配者の《魔王》さまだということだ。

　イヴリシアの動機が理わ解からない。

「私は、ずっと探しているの」

　凌真が尋ねかける前に、イヴリシアが口を開いた。宝石めいた蒼あおい双そう眸ぼう、アイスブルーの無機質な瞳を冷たく凍りつかせて、彼女は告げる。




「探して、求めて、欲し続けてる。この世界──なんの刺激も興奮もない、静せい謐ひつで退屈な私の世界を壊してくれる存在を」




　それはイヴリシアに出会う前の凌真が抱え続け、彼女と別れてからも燻くすぶらせ続けていた想おもいと、まったく同じものだった。

　まるで鏡を見ているような感覚に襲われながら、凌真はイヴリシアが淡々と紡ぐ言葉に黙って耳を傾ける。

「私が異世界『チキュウ』を訪れたのも、その一環だった。退屈を紛まぎらわせ、愉たのしませてくれそうな子に目星をつけて、エンドベイルに招待しようとしていたの。そんな存在……この終わった世界には、もういない……から」

　イヴリシアの声は昏くらく、虚うつろで、冷たく凍いてついていた。

　もう、いない──そう呟つぶやいて目を伏せる前、アイスブルーの双そう眸ぼうに一瞬、寂しげな影がよぎったように感じられたのは気のせいだろうか。

「……私はね」

　イヴリシアが凌りよう真まを見つめ、次の瞬間、

「君に期待しているんだよ？」

　声は、凌真の背後からかけられる。凌真は瞬時に振り向くが、そこにイヴリシアの姿はなかった。

「魔獣を屠ほふり、魔族を斃たおし」

　直後、凌真の左耳元でささやかれる声。しかし凌真が視線を向ける頃には、一瞬前まで確かに感じられたはずの気配は忽こつ然ぜんと消きえ失うせており、

「幾多の苦難を乗り越えて……」

　反対側から、話しかけられる。空間転移の類いだろうか──否いや、そんな生なま温ぬるい魔法ではないと感じた。得体の知れない寒気が背筋を走り抜け、凌真は身体からだを震わせる。




「──《氷絶の女王》と呼ばれる、私の元まで辿たどり着ついてくれるって」




　刹那、イヴリシアは凌真の眼がん前ぜんにいた。瞬まばたきの間すらなく、まるで最初からその空間にいたかのように。

「君は、叶かなえてくれるかな？」

　美しく透き通った、けれど無機質な眼めで魔王たる少女は尋ねる。

「私の幻ゆ想めを──」

「ああ」

　凌真は応えた。

　凍りつくように停止した世界の中、かつて彼女が生まれて初めて覚えさせてくれた感情を再び味わわされながらも、超然と言い放つ。

「叶えるよ」

　イヴリシアは、壊してくれた。なんの刺激も興奮もない、静せい謐ひつで退屈な凌真の世界を。だから、今度は凌真の番だ。




「──俺が、魔王あんたの世界を壊す」




　万感の想おもいを込め、告げた。きっと凌りよう真まは笑っていただろう。

　凌真の宣言を聞き、表情を見たイヴリシアの双そう眸ぼうに光が灯ともる。それは喜悦か、はたまた希望か。

「……。うん」

　しかし冷たく凍いてついたイヴリシアの心が溶けることはなく、表情が変化することまではなかった。凌真は、いつか見たいと思う。

　彼女、イヴリシア・エンドベイルが浮かべる笑顔を。




「待ってる」




　イヴリシアが短く応え、瞼まぶたを閉じた。瞬間、目の前にいた少女の姿が幻のごとく消え、止まっていた時間が流れはじめる。




　同時にようやく本当の『物語』が幕を開けた気がした。そのタイトルは、イヴリシア・エンドベイル──














　終彼幕女に捧ささぐ反逆転劇リベリオン





あとがき




　どうも、水みず城しろ水みず城きです。

『裏社会最強の男、終末異世界を愉たのしむ。 終幕に捧ささぐ反逆転劇リベリオン』をお届けしました。




　裏社会最強の殺し屋が、魔族によって滅ぼされ、支配されたディストピアに降り立つというこの物語。こうして形になるまでに、様々な変遷を経ています。

　新作をはじめるにあたって、自分の場合はまず簡単な概要を何点か提出し、その中から良さげなものを選んでもらってから、具体的なプロットの作成に移るのですが。

　今作の原型となる、最初の概要がこちらです。




　異世界へようこそ、では死んでください。 STAGE : Forrest




　魔法が存在するファンタジー世界に突如「召喚」された二年一組の高校生たち。彼らは異世界人の見世物として、魔獣が跋ばつ扈こする森に放たれ、蹂じゆう躙りんされていく……。

　結界により閉じ込められた主人公たちは制限時間内、様々なクエスト（ミッション）をこなしながら、与えられた各「スキル」を頼りに、生き延びることを強いられる。

　さらに最初のゲームをクリアしても、孤島や遺跡など舞台（ステージ）が移り変わっていき、多種多様な魔獣やギミックが登場。

　テレビ番組『逃○中』のような、異世界サバイバル・デスゲーム。




　この時点だと、主人公はごく普通の高校生で、各々が一つずつなんらかの「スキル」を与えられているという定番の設定でした。割とオーソドックスなデスゲームものです。

　ただ、それだけではインパクトが弱いですね……ということで主人公が殺し屋になり、デスゲーム以外の要素も盛り込み、色々あって（中略）現在の形になりました。愉しんでいただけましたでしょうか。




　さて。今回もまた本を出版するにあたって、様々な方のお世話になりました。

　素晴らしいイラストの数々で、今作を彩ってくださいました、つくぐさま。デザイナーさま、担当編集のＴさま、及び出版社各部署の方々。そして何より、この本を手に取ってくださっている読者の皆さま。ありがとうございます。

　願わくば、作中にて念願の「再会」を果たした彼と彼女のように、近いうちまたお会いできますことを。
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